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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／あなぽん




デザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







《　序幕　幼おさななじみに恋した日　》







　あたしが幼なじみの悠ゆう馬まに恋をしたのは、小学三年生の夏休みだった。

「萌も々も花かちゃん……暑いよ……お家に帰ろうよ……」

　ぎらぎらと太陽が照りつけるなか、あたしは悠馬を連れて近所の公園を訪れた。ほんの少し歩いただけなのに、悠馬はへとへとになっている。

「お家に帰るのはブランコで遊んでからよ！」

　あたしがビシッと言い聞かせると、悠馬は嫌そうな顔をした。悠馬は体力がないので、あまり外で遊びたがらないのだ。

「えー……でも暑いよ……」

「えーじゃない！　せっかく天気が良いんだから、外で遊ばないともったいないでしょ！　ほら、早くブランコに乗るわよ！」

「わかったよ……」

　渋々といった様子の悠馬の手を引き、あたしはブランコのほうへ向かう。

　だけど──




「邪魔だ！　退どけッ！」

「よっしゃ！　ブランコげっとー！」




　いきなり現れた男子が悠馬を突き飛ばし、横入りしてきた。

　悠馬はしりもちをつき、目に涙を浮かべる。

　泣きそうな顔をする悠馬を見て、あたしはカッとなった。

「あんたたち、なんてことするのよッ！　そのブランコ、あたしたちが使おうとしてたんだけど！」

　怒鳴ってから気づいたけど、男の子たちは明らかに年上だった。

　でも、いまさらあとには引けない。

　ここで逃げるなんて、情けなさすぎる。弟分の悠馬を突き飛ばされて、おめおめと引き下がるわけにはいかないのだ。

「はあ？　なに言ってんだ！　俺たちが先に取ったから俺たちのブランコだぞ！」

「お前、退けよ！　そこにいるとブランコ漕こげないだろ！」

「あんたたちが退きなさいよ！　ていうか、靴を履いたまま立ち漕ぎしちゃいけないんだから！　汚いじゃない！」

　土足でブランコ台に立つふたりに注意すると、睨にらまれてしまった。

　怖いよぉ……。

　あたしは泣いてしまいそうになる。

　ちらっとうしろを見ると、悠馬は早くも泣いていた。

　ほんと、情けないんだから！

　やっぱりあたしがしっかりしないと！

「あんたたち、いますぐそこを退きなさい！　そして悠馬に謝りなさいっ！　じゃないとパパに言いつけるわよ!?」

「うるさいな！　お前、邪魔なんだよ！」

「そんなにブランコを使いたいなら、違う公園に行けよ！」

「あんたたちがよそに行きなさいよ！」

「なんだと～！　──あっ！」

　と、男の子がびっくりしたように目を見開き、意地の悪い笑みを浮かべた。

「なあ、見ろよ！　こいつ吸血鬼だぞ！」

「あっ、ほんとだ！　歯が尖とがってる！」

「──ッ」

　あたしは咄とつ嗟さに手で口を隠した。

　あたしの八重歯は、尖ってるのだ。ママは永久歯になったら普通の歯が生えてくるって言ったけど、けっきょく尖った歯が生えてきた。

　こんな可愛くない歯、誰にも見られたくない。

　だって見られたら、こんなふうにからかわれるから……。

「俺、知ってるぞ！　吸血鬼って人間の血を吸う悪い奴なんだ！」

「悪い奴は公園から出てけ！」

「そーだそーだ！　それに、吸血鬼って光に当たったらいけないんだぞ！」

「吸血鬼は家から出てくるな！」

「う……っ」

　うるさい！　あたしは吸血鬼じゃない！

　そう言い返したいのに、悲しくて上手く言葉が出てこなかった。

　視界が涙で滲にじみ、いよいよ泣いてしまいそうになる。

　そんなあたしを見て、男の子たちはバカにするようにニヤニヤ笑う。

　そのときだ。




「萌々花ちゃんは吸血鬼じゃない！」




　あたしのうしろから、怒鳴り声が響いた。

　悠馬が涙を流しながら、ものすごい形相で男の子たちを睨みつけていたのだ。

「な、なんだよ！」

「お前も吸血鬼の仲間かよ！」

「そうだ！　萌々花ちゃんは大事な仲間だ！　バカにしたら許さないぞ！」

「な、なんで男のくせに女の味方するんだ！」

「女と遊ぶとか、お前おかしいぞ！」

「おかしくない！　萌々花ちゃんに謝れ！」

　あの悠馬が──さっきまでめそめそしていた気弱な幼なじみが、叫びながらブランコに突っこんだ。体当たりされた男の子は、背中から倒れてしまう。

「謝れ！　謝らないと叩たたくぞ！」

　悠馬が拳を構えると、男の子たちはびくっと震え、逃げだした。

「待て！　逃げるな！」

「も、もういいわよ！」

　追いかけようとする悠馬の腕を、あたしは咄嗟に摑つかむ。

「でも謝らせてないよ！　あいつら萌々花ちゃんに酷いこと言ったんだ！　許せないよ！　萌々花ちゃん、あいつらが言ったこと、気にしなくていいからね！　俺は萌々花ちゃんの尖った歯、大好きだから！」

　大きな声で大好きと叫ばれ、あたしはドキッとしてしまう。

　ほっぺたがじんわり熱くなり、胸の鼓動が速くなる。

「ほ、ほんと？　あたしの歯……好きなの？」

「うんっ！　萌々花ちゃんの歯、大好きだよ！」

「……も、もう一回言ってみて？」

「萌々花ちゃんの歯、大好き！」

「ふ、ふぅん。そんなに好きなんだ……」

「うんっ！　……って、あれ？　どうしたの、萌々花ちゃん？　顔、真っ赤だよ？」

　心配そうに見つめられ、あたしの心臓は爆発しそうなくらい高鳴っていた。




　──悠馬って、こんなにかっこよかったっけ？




　さっきまで情けない男だと思っていたのに、もうイケメンの王子様にしか見えない。

　それからというもの、あたしは悠馬に好きになってもらうために、勉強や運動なんかを頑張った。

　テストで一〇〇点を取ったり、かけっこで一番になるたびに、悠馬は『萌々花ちゃん、すごい！』って褒めてくれたけど……

　でも、『萌々花ちゃん、俺と付き合おう！』とは言ってくれなかった。

　あたしのほうから告白しようと思ったこともあるけど……断られてしまったらと思うと、怖くて言葉にできなかった。

　自分の感情に素直になることができれば、悠馬に異性として見てもらえるかもしれないけど……

　長いこと姉御肌で接してきた手前、急に甘えん坊になるのは恥ずかしく、ついツンツンした態度を取ってしまうのだ。

　それでも……

　いつの日か悠馬と付き合い、結婚する日が来るはずだ。

　大好きな悠馬の彼女になったときに備えて、いまから恋人としての振る舞い方を学んでおいたほうがいい。

　そう考えたあたしは、恋愛漫画を読むようになった。

　最初は疑似恋愛が楽しめるとわくわくしてたけど……

　でも、あたしはすぐに『あること』に気づいてしまう。




「どうして？　どうしていつも負けちゃうの……？」




　あたしと悠馬は幼なじみだ。

　そして恋愛漫画の世界では、どういうわけか、幼なじみはいつも負けてしまうのだ。

　なぜか主人公は、ずっと一緒にいた幼なじみではなく、ぽっと出の相手を好きになってしまう──幼なじみとどんなに仲良くても、最終的には転校生を選んでしまうのだ。

　もちろん漫画と現実は違う。それはわかってるんだけど……

　いつしかあたしは、怖れるようになった。

　ある日突然可愛い転校生が現れ、あっという間に悠馬と仲良くなり、そのまま結婚してしまうんじゃないか──。

　そんな悪夢にうなされるようになったのだ。

　特に新学期は生きた心地がしなかった。

　転校生が来たときは心臓が止まりかけたし、それが男の子だとわかったときは死ぬほど安心した。

　そんな落ち着かない日々を過ごしている間に、あたしと悠馬は高校生になった。学校は同じで、クラスも一緒だ。

　このまま恋敵が現れることはなく、二二歳くらいで結婚し、子宝に恵まれ、いつまでも幸せな日々を過ごすことになる。なかなか転校生が現れないので、あたしはすっかり安心してしまい、そんな妄想を楽しむようになっていた。

　あの娘が現れるまでは──……





◆






　ある日の昼休み。

　クラスメイトが楽しそうに談笑しながら弁当を食べるなか、俺は幼なじみの桜さくら木ぎ萌々花から重箱弁当を渡された。

　ひとり分作るのもふたり分作るのも労力は変わらない。そんな理由で俺は毎日のように萌々花に弁当を作ってもらっているが、今日のそれはいつもの数倍のサイズだ。

　これだけのビッグサイズだ。ひとり分とふたり分とでは労力が違うはず。もしかすると萌々花は俺のために重箱弁当を作ってくれたのではないか。

「これ、俺のためにわざわざ作ってくれたのか？」

　期待をこめてたずねると、萌々花は顔を赤く染めた。

「は、はあ？　なに勘違いしてんのっ？　べつに悠馬のために作ったわけじゃないわっ！　たまたま朝五時に起きたから作りすぎちゃったのよ！　ま、まあ、悠馬がどうしてもっていうなら、幼なじみのよしみで毎日重箱弁当を作ってあげてもいいけどっ！」

　俺の期待を打ち砕いてくる。

「そっか。普段より多いから、俺の胃袋事情を気にしてくれたのかと思ったよ」

「胃袋事情って、いつもの量じゃ足りなかったの？　しょうがないわね。だったらもっと大きなお弁当箱に詰めてあげるわ。あんたが栄養失調で倒れちゃったら、おばさんたちが悲しむものね」

「助かるよ。いつもありがとな」

「べ、べつに感謝とかしなくていいわよっ。あたしが好きでやってることだし……。そ、それよりさっさと食べなさいよねっ！　じゃないと昼休みが終わっちゃうわよ！」

「そうするよ……って、あれ？」

「ど、どうしたの？　もしかして箸が入ってなかった？」

「よくわかったな。その通りだ」

「しょうがないわねっ。だったら、あたしが食べさせてあげるわっ！」

　まるであらかじめ箸が入っていないことを予期していたかのように、萌々花はすかさず言った。

「食べさせるって……お前の箸で？」

「そ、そうよ！　こういうのって間接キスみたいで嫌だけど……。だからって、手て摑づかみで食べさせるわけにはいかないもの！」

　萌々花は恥ずかしそうに言う。
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　俺だって恥ずかしいけど……正直言うと、萌々花との間接キスはものすごく嬉うれしい。

　だけど、さっき言われた通り、萌々花は俺との間接キスを嫌がっているのだ。こいつに嫌われるようなことはしたくない。




　なぜなら俺は、幼なじみのことが──桜木萌々花のことが大好きなのだから。




　それこそ、将来的に結婚したいと思うくらいに。

　だけど告白はしていない。

　萌々花と交際できるに越したことはないが、いまでも充分幸せなのだ。

　もし失敗したら一〇年以上続いたこの関係が壊れてしまう──。そう思うと、なかなか踏ん切りがつかないのだった。

　そんな俺に、救いの手が差し伸べられた。




「あ、あの、悠馬くん。よかったら、これ使う？」




　となりの席の雪ゆき野の麗れ奈なが、おずおずと割り箸を差し出してくる。

「でも、麗奈の箸がなくなっちまうんじゃないか？」

「わたしは平気だよ。それは予備の箸だもん」

「しっかりしてるな。んじゃ、ありがたく使わせてもらうぜ」

　俺は麗奈に心から感謝する。

「ありがとッ！　おかげで悠馬と間接キスせずに済んだわ！」

　萌々花も麗奈に感謝している様子だ。

　めっちゃ感情こもってるし、本当に俺と間接キスするのは嫌だったんだろうな。こりゃ萌々花と恋仲になれる日は遠そうだ。

　しかし俺は諦めない。

　いつの日か間接キスどころか直接キスをしてみせる！

　俺ひとりじゃ関係を進展させるのは難しいけど──麗奈が恋のキューピッドとして協力してくれているのだ。

　女子なら女心がわかるはず。

　麗奈のアドバイスを受けることで、萌々花の地雷を踏み抜くことなく、好感度を上げることができるのだ。

　恋のキューピッドとして協力してもらう代わりに、俺も麗奈の願いを叶かなえてあげなきゃならないが──麗奈が良い奴であることに変わりはない。

　ほんと、麗奈と出会えてよかったぜ！

「悠馬くん、ちょっと」

　麗奈に手招きされ、俺は顔を近づける。

「桜木さんは間接キスを嫌がってます。直接キスの足がかりとして、まずは間接キスへの抵抗感を消し飛ばすことが大事だと思います」

「俺もそう思うが、いきなり抵抗感を消し飛ばすのは難しいんじゃないか？　いま聞いた通り、萌々花は俺との間接キスを嫌がってるわけだし」

「ご安心を。わたしに策があります」

　麗奈が自信ありげな顔で、ごにょごにょと耳打ちしてくる。

「あんたら、なにをひそひそ話してるのよ？」

　萌々花がむすっとした顔で言う。きっと弁当を無視されて気分を害しているのだろう。

　麗奈から的確なアドバイスを受けたことだし、さっさと食べないとな。

「さっそく食べるぜ！　でも、おかずが多くてどれから食べるか迷っちまうな。卵焼きにするか、唐揚げにするか……。もうひとつ箸があれば、まとめて食っちまうんだが……」

「でしたら、わたしが食べさせてあげます！」

「マジで!?　助かるぜ！　じゃあ唐揚げを食べさせてくれ！」

「はいっ」

　麗奈が自分の箸で唐揚げを摘まみ、俺の口に近づけてくる。

　俺は「あーん」と口を開け、ぱくっと食べる。

「美味い！　萌々花の手料理はいつも美味いが、今日は格段に美味く感じるぜ！　なんでだろう？」

「きっと間接キスのおかげかと！　わたしと間接キスをしたことで、いつもより美味しく感じたに違いありません！」

「なるほど！　間接キス、最高だな！」

「はい！　間接キス、最高ですね！」

　打ち合わせ通りのやり取りを交わす俺たち。

　間接キスで味が変わる。

　料理好きな萌々花は必ず興味を持つはずだ。ためしに間接キスをしたがるに違いない。

　そしてどんな理由であれ一度でも間接キスを経験すれば、抵抗感は消滅するはず！

　俺は期待に胸を膨らませ、萌々花の顔色をうかがった。

「……」

　萌々花は、放心状態になっていた。

　くそっ！　このタイミングでこうなっちまうとは……。

　萌々花はいつも元気だが、たまにこうなることがある。その原因に心当たりはないが、こうなるようになったのはつい最近──麗奈が越してきてからだ。

　萌々花が放心するようになった原因を探るべく、俺は世界一美味い弁当を頰張りつつ、当時の記憶からヒントを探すのであった。
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《　第一幕　幼おさななじみが涙目になった日　》







　春休み最終日の昼下がり。

　俺は幼なじみの萌も々も花かとスーパーを訪れていた。いまはカートを引きながら、食料品を見てまわっているところだ。

　だが俺は買い物に集中できずにいた。なぜならとなりには、俺の大好きな女子がいるのだから。

　母親の血を濃く受け継いだ西洋風の美貌に、艶々とした金色の髪。清せい楚そなワンピースに包まれた小柄な身体と、スイカでも入っているんじゃないかってくらい膨らんだ胸。

　日本人離れした顔立ちとアンバランスな体つきに、俺の視線は吸い寄せられてしまうのだった。

「ねえ悠ゆう馬ま、今日なにが食べたい？」

　そんな俺の視線に気づくことなく、楽しそうに買い物していた萌々花が、野菜売り場で立ち止まるなりたずねてきた。

「べつになんでもいいよ」

　考えるのが面倒なわけじゃなく、本当になんでもいいのだ。

　大好きな女子が作ってくれたものなら、なんであろうと美味しくいただけるのだから。

「なんでもいいって、あんたねぇ……」

　萌々花がため息をついた。青い瞳で俺を睨にらみ、むすっとした顔で言う。

「そういうのが一番困るのよ。遠慮とかいらないから、食べたいものを言いなさい」

「いやでも、マジでなんでもいいし。萌々花の手料理、どれも同じくらい美味いしさ」

「ふぅん。あたしの手料理、そんなに気に入ってるんだ……」

「おう。わざわざ俺のために作ってくれて感謝してるぜ」

　萌々花の雪のように白い肌に朱が差した。

「べ、べつに悠馬のために作ってるわけじゃないわよっ。ただ、あんたって放っておくと身体に悪いものばかり食べるじゃないっ！　あんたはあたしのお隣さんなんだからねっ！　近所に不健康な暮らしをしてるひとがいると落ち着かないのよ！」

「わかったから叫ぶなよ」

「悠馬が変なこと言うからよっ！　あ、あたしが悠馬のために手料理を作るなんて……そ、そんなのまるでお嫁さんじゃないっ！」

「頼むから落ち着いてくれ……」

　お嫁さんとか言われると照れちゃうだろ。大好きな萌々花の前では常にかっこよく振る舞いたいのだ。にやにやするわけにはいかないのである。

「とにかく萌々花に感謝してるってことを伝えたかっただけなんだよ。いつも美味い飯を作ってくれてありがとな」

「ふんっ。どういたしましてっ！　……ちなみに、あたしの手料理でどれが一番好き？」

　金色の髪の毛を指先でいじりつつ、萌々花がたずねてきた。可愛い仕草に、俺はキュンとしてしまう。

「そうだなぁ……。萌々花の料理はマジでどれも好きなんだが……しいて言えば、唐揚げかな」

「ふぅん。唐揚げが好きなんだ……。ねえ、どれくらい好き？」

「どれくらいって……これくらい？」

　腕を広げてみせると、萌々花は口元をによによさせた。

　な、なぜ笑う？　もしかしてガキっぽいと思われちまったか？　もうちょい渋いものをリクエストしたほうがよかったかな……。

「そんなに好きなんだ……。だったら山ほど作ってあげるわっ。そしてあんたを太らせてあげる！」

「俺の健康はどうした!?」

「安心しなさいっ。あんたが太ったら、あたしがダイエットに付き合ってあげるわよっ。毎日一〇キロだろうと一〇〇キロだろうと一緒にランニングしてあげるわっ」

「それはそれで健康を損ねそうなんだが……ていうか仮に太ったとしても、わざわざ俺に付き添わなくていいよ」

　俺の両親は共働きなので、萌々花が面倒を見てくれるのは正直助かってるが、さすがにダイエットにまで付き合わせるわけにはいかない。ただでさえ萌々花はバイトやら部活の助っ人やら家の手伝いやらで忙しい日々を過ごしているのだから。

「山ほど作る必要はないから、いつもみたいに美味い唐揚げを食わせてくれ」

「任せなさいっ。さっそく隣町のスーパーまでひとっ走りしてくるわ！」

「いまから？　てか、わざわざ？」

「ここより隣町のほうが安いものっ。山ほどは作らないけど、でも、どうせならいっぱい食べてほしいじゃないっ？　一時間くらいで帰るから、悠馬は先に帰ってご飯を炊いててちょうだい！」

　言うが早いか、萌々花は走り去っていった。さすがは運動部に助っ人を頼まれるだけのことはあり、萌々花の脚力はかなりのものだ。あっという間に姿が見えなくなった。

　あんなに張りきってくれるなんて。萌々花は本当に優しい奴だ。おまけに超可愛いし、料理上手だし、胸だってでかい。まさに世の男子の理想とする女性である。

　そんな萌々花に惚ほれたのは俺だけではない。

　萌々花はかなりモテるのだ。

　しかし……俺とつるんでるし、男嫌いってわけじゃないはずだが、萌々花に告白した男連中は揃そろいも揃って玉砕しちまったのだ。

　なぜ萌々花は彼氏を作らないのか。

　気になってそれとなく理由をたずねたことがあるが、不機嫌そうに『ばか』と言われただけだった。その話を妹にしたところ『そんなだから彼女できないんだよ』と哀れまれてしまった。

　女心はわからん。そんな俺が萌々花を口説き落とし、付き合える日は来るのだろうか。将来を案じつつ、俺はスーパーをあとにした。そのまま歩を進めていき、閑静な住宅街に差しかかったところで──

「……ん？」

　俺は、眉をひそめた。

　路上に女子が佇たたずんでいたのだ。

　それだけなら気にも留めないが、彼女は不安そうにきょろきょろとあたりを見ていたのである。

　迷子かな？

　そう考えた俺は、彼女に話しかけることにした。

「どうかしたのか？」

　話しかけてから気づいたが、かなり可愛かった。

　萌々花のような派手さはないけど、顔立ちはとても整っている。小動物のように華きや奢しやな身体を震わせる彼女を見ていると、守ってあげたくなっちまう。

「わ、わたし……ですか？」

　青みがかった黒髪を風になびかせながら、彼女は不安そうに瞳を揺らす。

　俺はうなずき、

「困ってるようだけど、どうかしたのか？」

　すると彼女は誤魔化すように目をそらした。

「ど、どうもしていませんよ」

「どうもしてないようには見えないんだが……もしかして道に迷ったのか？」

　彼女の外見年齢は高校二、三年生といったところか。垢あか抜ぬけてないけど、もしかすると大学生かもしれない。

　そんな年齢で迷子になるのは恥ずかしい──そう思い、迷子になったことを誤魔化している可能性もある。

　俺が遠慮がちにたずねると、彼女は品定めでもするように俺を見つめ……うなずいた。

「実を言うと、迷子になってしまいました……」

「そっか。近くに目印になるものがあれば案内してやれるんだが……なにかあるか？」

「目印ですか？　それって、その……ど、どんなものでもいいんですか？」

「ああ。どんなものでもいいから教えてくれると助かる」

　ガキの頃、萌々花に手を引かれて、いろんなところに連れまわされたからな。おかげでこのあたりは俺の庭みたいなものになった。ちょっとした情報さえあれば、彼女の自宅を特定できるのだ。

「えっと……わたしのお家、二階建てのアパートなんですけど──」

「二階建てのアパートはこのあたりに一二棟あるぞ」

「外壁の色は濃紺です」

「それだと三棟だな」

「検索エンジンみたいですね……！」

　初対面の人間に検索エンジン扱いされる俺。引いてるように見えなくもないけど、まあ褒め言葉として受け取っておこう。

「あとひとつ、なんでもいいから目印があれば、特定できるぞ」

　俺の言葉に、彼女は考えるように黙りこみ、

「ええと……アパートのとなりに片かた桐ぎりってひとのお家があります」

　ぽつりとつぶやく。

「片桐？」

「はい。表札にそう書いてました。あと、そのとなりに桜さくら木ぎってひとのお家が……」

「桜木!?」

　女の子がびくっと震えた。あたふたしながら、

「あ、あの、わたし、なにか変なこと言いましたか？」

「いや、変どころかこれ以上ないくらいの目印だ。その片桐って家、俺の家だし」

「そ、そうなんですか？　あ、じゃあ、お隣さんってことになります？」

「まあ、そうなるな」

　彼女の家はアパートらしいし、あまりお隣さんって感じはしないけど。

「そ、その……挨拶に伺わなくてすみません。わたし、最近越してきた雪ゆき野のです」

　びくびくしながら頭を下げてくる。

　さっきから怯おびえっぱなしだけど、俺の顔ってそんなに怖い？　特徴らしい特徴のない、普通の顔だと思うんだけど……。

「べつに挨拶とかいいって。となりの部屋ってわけじゃないんだしさ。とにかく、きみの家の場所はわかるから、俺が案内してやるよ」

「で、ではお願いします……」

　か細い声で返事をする雪野を連れて、俺は歩き慣れた道を進んでいく。しばらく歩いていると、俺の家が見えてきた。

　そのとなりには二階建てのアパートが佇んでいる。

　どの部屋に住んでいるかは知らないけど、アパートは一〇一号室から二〇二号室までの四部屋だ。

　あのサイズで四部屋ってことは、部屋はかなり広いはずだ。となると、ひとり暮らしの大学生ではなく、親と同居する高校生だろう。

「このアパートであってるよな？」

「は、はい。間違いありません」

　無事に住まいと再会でき、雪野は慎ましい胸に手を当てて、安心したように吐息する。顔立ちは大人びてるけど、仕草は子どもっぽいな。

「じゃ、またな」

「また……ですか？」

「べつに深い意味はねえよ。お隣さんだし、近所のスーパーで会うかもと思ってさ」

「スーパー……」

　雪野はハッとする。

　もしかして……

「スーパーに行こうとして迷ったのか？」

「……は、はい。あのあたりにあるってお母さんに聞いたんですけど、なかなか見つからなくて……」

「ま、あそこのスーパーは小さいしな。大型スーパーならまだしも、この町に引っ越してきたばかりの人間が見つけるのは難しいだろうぜ。急ぎの買い物なら案内してやるけど、どうする？」

「さすがにそこまでしてもらうのは悪いですっ。えっと……片桐くん、でしたっけ？」

「ああ。片桐悠馬だ」

「片桐くんも忙しいでしょうし、スーパーは自力で見つけてみせます。わたし、子どもの頃は探偵に憧れてましたから、見つけるのは得意なんですよ」

　迷子になっていた奴の言葉とは思えないが……本人がこう言っている以上、無理強いはよくないよな。

「んじゃ、次は迷わないようにな」

「ど、努力します……！　で、では、これで」

　ぎこちなく頭を下げて、雪野がアパートの二階へ駆けていく。そして、二〇一号室へと入室したのを見届け、俺は帰宅したのであった。





◆






　翌朝──。

　俺は萌々花と登校していた。

　俺たちの通う小お山やま田だ高校は、徒歩で一五分ほどの場所にある。どうしても遅刻しそうなときは自転車を使うが、基本的には徒歩移動だ。

　自転車に乗ったら髪が乱れちゃうでしょ──そんな乙女な理由で萌々花が歩きたがり、俺はそれに付き合っているのだ。

「ひさしぶりの登校はだるいな……」

「常日頃から運動しないからそう感じるのよっ。気分を入れ替えないと、授業中に居眠りしちゃって先生に怒られちゃうわよ！」

「居眠りしないように気をつけるよ」

「そうしなさい！　まあ悠馬がうとうとしてたら、あたしが足で小突いて起こしてあげるけど！」

「びっくりするから小突くのはやめろよな……ていうか、そもそも同じクラスになるとは限らないだろ」

「どうせまた同じクラスになるわよ。あたしたち小学校からずっと同じクラスじゃない。これはもう神様の悪戯いたずらとしか思えないわっ。また今日から一年間、しっかりあんたを監視してあげるからねっ！」

　朝っぱらから元気満々な萌々花の会話に付き合っている間に校門を抜け、昇降口に直行する。と、下駄箱の側面に紙が貼り出されていた。そのまわりに生徒が集まり、なにやら盛り上がっている。

　クラス分けの紙が貼り出されているようだ。

「えっと、あたしたちは……」

　いつになく真剣な表情で紙を見つめ──

「あっ！　やったー！」

　萌々花は、ぱあっと顔を輝かせた。

「四組になったわ！」

　満面の笑みで報告してくる。

　二年四組の教室って、たしか階段のすぐそばだったよな。昇降口までの移動距離が短く済むし、それで喜んでるのかな？

「四組になれてよかったな。えっと、俺は──」

「あんたも四組に決まってるじゃないのっ！　ほら、早く教室に行くわよ！　急がないといい席が埋まっちゃうわ！」

「待て待て。まだ出席番号見てねえから」

「あんたは五番よ！　わかったら急ぐ！」

　萌々花に急かされ、出席番号五番の下駄箱に靴を突っこむ。そして上履きに履き替え、萌々花に手を引かれて二年四組の教室へ。

　ドアを開けると、席はまばらに埋まっていた。席は先着順であり、うしろの席のほうが人気が高く、ほとんど埋まってしまっている。

　逆に、先生に一番目をつけられやすい最前列は六つとも空いていた。

「悠馬はあたしのとなりねっ。あんたってばあたしが近くで監視しないと居眠りしちゃうもの！」

　最前列のど真ん中──教卓の前に座り、萌々花がとなりの席を指さす。こいつは身長が低いため、一番前の席じゃないと黒板の字が見えないのだ。

　俺は萌々花のとなりに着席する。そんな俺を見て、萌々花は満足げに笑いかけてくる。その笑みに思わず見とれていると、

「萌々花って、ほんっと片桐くんと仲良いよね！」

「ふたりを見てたら、こっちまでほほ笑ましくなっちゃうよっ」

「ほんとは付き合ってるんじゃないの？」

　一年のときに同じクラスだった女子たちが萌々花のもとへ集まってきた。

「べ、べつに付き合ってないわよっ。悠馬とは家が隣同士ってだけなんだからっ！」

　女子たちが目を細め、にやにやと笑う。

「でもでも、家が隣同士だからって、毎日一緒に登校したりしないと思うよ。証拠に私、福ふく村むらくんと一緒に登校したことないもん」

「だよね。萌々花と片桐くんみたいに仲良しな幼なじみは珍しいよ。なんていうか、夫婦って感じだよ」

「結婚するときは招待状送ってねっ」

　友達に茶化され、萌々花は顔を真っ赤にした。

「べ、べつに悠馬と夫婦になりたいとか思ってないしっ！　そ、そんなこと一度も考えたことないしっ！」

　そこまで嫌がることないだろ……。

　俺、萌々花と夫婦になる妄想頻繁にしてるんだぞ。

　常日頃から告白の機会をうかがっているが……こんなに嫌がられてたんじゃ告白なんてできっこない。

　とはいえ、幸いなことにこうして再び同じクラスになれたし、このチャンスを無駄にはできない。

　今年こそ萌々花と異性として距離を縮め、恋人になってみせるぞ！

　などと毎年恒例の決意をしていたところ、

「たっ、大変だあああー！」

　慌ただしい声が響き、ツンツンヘアの男子が血相変えて駆け寄ってきた。

「よう、福村。お前も四組だったのか。朝っぱらからどうしたんだ？」

「見たんだよ！」

　俺の問いかけに、息を切らしながら叫ぶ福村。ただならぬ雰囲気に、クラス中の視線が福村に釘くぎ付づけだ。

「見たって、なにを見たんだ？」

「女子だ！」

「落ち着け福村。うちは共学だ」

　あまりにもモテなさすぎて、ここが男子校だと思いこもうとしているのだろうか。俺が現実を突きつけると、福村は力強く首を振る。

「そ、そうじゃねえよ！　ここが男子校じゃないことくらい知ってるよ！　すげえ可愛い女子を見たんだよ！」

　新学期早々、クラス中の女子を敵にまわす福村。

　それ、このクラスの女子は可愛くないって言ってるようなものだぞ……。ほかの女子もそうだけど、なかでも萌々花はすげえ可愛いと思うんだがなぁ。

「それって新入生じゃないのか？」

「いいや、違う！　リボンの色的に二年だ！　あんな女子見たことねえし、あれぜったい転校生だぜ！」

「転校生!?」

　萌々花が悲鳴を上げた。

　福村がびくっと震える。

「うわっ、びっくりした……。桜木さんもうちのクラスだったのか！　てことは転校生が来たら、うちの学校の二大美人が揃っちまうわけか！」

　嬉うれしそうに笑う福村だが、俺は相あい槌づちを打つことができなかった。

「転校生……可愛い、転校生……ふひ、ふひひ」

　萌々花の様子がおかしかったのだ。

「お、おい、どうした萌々花？」

　呼びかけると、萌々花はハッとした。

「べ、べつにどうもしてないわよ。ただ……」

「ただ？」

「最悪の場合、あんたの両目を潰すことになるわ」

「なぜ!?」

　突然猟奇的な発言をする幼なじみに、俺は戸惑いを隠せない。

　いや、マジでなんで？　俺の目、お前になんかしたっけ……？　そりゃたまに萌々花の胸とか見ちまうけど、そんなことで目潰しをするとは思えないし……

「あたしだってあんたの目を潰したくはないわよ。でも、どうなるかはわからないわ」

「怖ぇよ！　事情を聞かせてくれよ！」

「ば、ばかじゃないの!?　言えるわけないじゃないっ！」

「言えよ!?」

　俺の両目がかかってるんだぞ!?　目潰しされたら、もう二度と萌々花の可愛い顔を見ることができなくなっちまうじゃねえか！

「で、でもだいじょうぶに決まってるわ。まだそうと決まったわけじゃないもの。だって六クラスあるわけだし……万が一うちのクラスに来ても、悠馬が顔を見なければいいわけだし……」

　顔を曇らせ、ぶつぶつつぶやく萌々花。

　まだ話は終わってないのだが、こいつはそれどころじゃない様子。こんなに不安そうな萌々花ははじめて見たが、俺も同じような顔をしているはずだ。

　俺の目、どうなっちまうんだろ……。

　不安に苛まれていると、チャイムの音が鳴り響き、若い女性がやってきた。

　去年俺たちの担任を務めていた天あま沢ざわ先生だ。

　教壇に立った天沢先生は、にこりともせずに教室を見まわす。

「おはようございます。今日から一年間、みなさんの担任を務める天沢です。──さて、始業式が始まる前に、自己紹介の時間を設けたいのですが……その前に、みなさんに紹介したい方がいます」

「きたあああああああああああああああああああああああああああああッ！」

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　福村がはしゃぎ、萌々花が絶叫する。

「お静かにお願いします」

　淡々とした口調で𠮟られ、ふたりは黙りこむ。

　天沢先生は気を取りなおすように咳せき払ばらいをして、

「さて、それではお入りください」

　と言った。

　すると教室前方のドアが開き、ひとりの生徒がやってくる。

　青みがかった黒髪が目を引く、すらっとした体型の女生徒だ。緊張しているのか、利発そうな顔を強ばらせ、ぎくしゃくとした足取りで教壇に上がる。

　そんな女生徒を見て、俺は戸惑っていた。

　なにせ彼女は──

「さて、それでは自己紹介をお願いします」

「は、はひっ！　わ、わたし、雪野です。雪野麗れ奈な……ですッ！　えっと……い、一年間よろしくお願いしますッ」

　昨日知り合ったお隣さんの雪野だったのだ。

　裏返った声で自己紹介を終えると、パチパチと拍手の音が響いた。

「では、雪野さんは空いている席にどうぞ」

「は、はひ」

　雪野は空いている席を一いち瞥べつし、そのとなりに座る俺をちらっと見て──

「あ、片桐くんだ」

　ぽろっとつぶやいた。

　小さい声だったが、拍手が鳴り止み、クラスは静まりかえっていたため、彼女の言葉はクラスメイト全員の耳に届いたようだ。

　当然、すぐそばにいる天沢先生の耳にも届いたようで、

「おふたりは知り合いなのですか？」

「あ、いえ、その……」

　おどおどする雪野。

　助けを求めるようにチラ見され、俺は雪野の代わりにうなずいた。

「はい。知り合いです」

「そうですか。だったらちょうどいいですね」

「ちょうどいい……？」

　首を傾げる俺に、天沢先生はにこりとほほ笑む。

「片桐くん、始業式が終わったら、雪野さんに学校を案内してあげてください」

「──ッ!?」

　となりで萌々花が振動した。

　横顔をうかがうと、萌々花は涙目になっている。

「どうかしたのですか、桜木さん？　さっきから様子が変ですよ？」

「い、いえ、あたしはいつも通りです」

「でしたら問題ありません。さて、とにかく雪野さんは席についてください」

　先生に促され、雪野は慌てて席についたのだった。




　体育館での始業式が終わり、俺たちは二年四組の教室に戻ってきた。今日は始業式だけなので、ホームルームが終われば放課後に突入だ。

「さて、以上でホームルームを終わります。クラス委員長、号令を……っと、そういえばまだ決まってないんでしたね」

　天沢先生は教室を見まわし、萌々花を目に留めた。

　萌々花は依然として落ち着きがなく、さっきからこっちをチラ見している。

　まさか本当に俺の目を潰すつもりじゃないだろうな……。

　俺が警戒していると、天沢先生が言った。

「委員長は後日あらためて決めるとして……今日のところは桜木さん、号令をお願いできますか？」

　萌々花は一年のときに天沢先生のクラスで委員長を務めていたのだ。

　天沢先生をはじめとする教師陣に信頼されているため、こうして仕事を任されることが多々あるのである。きっと今年もうちのクラスの委員長は萌々花になるだろう。

　天沢先生に指名された萌々花は顔を曇らせたままうなずき、

「起立！　気をつけ！　礼！」

　萌々花の号令に『ありがとうございました！』と声が響き、ホームルームが終了する。天沢先生が教室をあとにして、クラスメイトが賑にぎ々にぎしい声を響かせる。

　そんななか、福村がこちらへ駆け寄ってきた。

「片桐、このあとみんなでカラオケに行かねえか？」

「悪い。俺は案内があるから」

「そういやそうだったな。あ、そうだ！　よかったら俺が代わりに案内してやるぞ！」

　福村は棒読みで言う。

　さてはこいつ、案内を代わってもらうために話しかけてきやがったな？

　考えようによっては、可愛い女の子とふたりきりで過ごすチャンスなわけだし、一年の頃から『彼女ほしい』が口癖の福村にとっては、可愛い彼女を作る又とないチャンスってわけだ。

「いいこと言うじゃない、福ふく田だくん！」

「ありがとう桜木さん！　俺、福村だけどね！」

「悠馬！　せっかくだし代わってもらったらいいじゃないっ！」

　たしかに『誰でもいいから彼女がほしい！』というスタンスならまだしも、俺は萌々花以外眼中にないのだ。福村の申し出を断る理由はないのだが……当事者の意思を無視して決めるのはまずいよな。

「雪野、福村の案内でもいいか？」

「えっ？　片桐くんじゃないんですか……？」

　帰り支度をしていた雪野は、困り顔で俺を見てくる。

「福村が案内したいらしくて──」

　ぽん、と俺の肩に手を置く福村。雪野は俺に案内をしてほしいと思っている──そんなふうに受け止めたらしく、ふるふると首を横に振る。

「どうやら俺はカラオケに行く運命だったようだ。あとは任せたぜ、片桐……」

　戦地に赴く仲間を見送るように敬礼して、福村は教室を飛び出した。

「んじゃ、俺が案内するよ」

「あ、あの、予定があるなら、べつに無理しなくていいですけど……」

　雪野が遠慮がちに言う。

　カラオケの話を聞き、俺に申し訳なく思ったようだ。

「俺のことなら気にしなくていいぞ」

「で、でも、ひとりでも校内を見てまわることはできますし……」

「ほんとに気にしなくていいんだが」

「まったく、悠馬は女心がわかってないわね」

　萌々花が訳知り顔で口を挟んできた。

「女心？」

　俺は前のめりに聞き返す。萌々花を口説き落とすため、女心のなんたるかを学びたいと思っていたのだ。ほかならぬ萌々花が教えてくれるのは、ものすごくありがたい。

「そうよ。男子とふたりきりで過ごすとか、緊張するに決まってるじゃないっ！」

「……お前も俺とふたりきりで遊ぶとき、緊張してるのか？」

「あたしは緊張とかしないわよっ。悠馬とは家族みたいなものだし！　でも、雪野さんは違うわ！　悠馬とはちょっと話したことがあるだけで、べつに深い仲とかじゃないもの！　そうよね、雪野さん!?」

　萌々花に詰め寄られ、雪野は引き気味にうなずく。

「は、はい。片桐くんとは昨日少ししゃべっただけですけど……」

　萌々花はめちゃくちゃ嬉しそうに笑った。

「だったら緊張するのも無理ないわっ！　というわけで、あたしが案内して──」

　と、そのとき。

「萌々花ちゃ～ん！」

　背の高い女子が胸を揺らしながら駆け寄ってきた。

「どうしたの？」

　にこやかに話しかける萌々花に、彼女は涙目を向ける。

「萌々花ちゃん……今日、バレー部の助っ人頼める？」

　萌々花は帰宅部だけど、運動神経が抜群なのだ。そのため、こうして運動部の助っ人を頼まれることがたびたびあるのである。

「えっ？　きょ、今日？」

「うん。部活見学に来る一年生のために、これから試合形式の練習をしたいんだけど……でも、人数が足りなくて……。もちろん、体操服はこっちで用意するよ。だからお願い！　力を貸して、萌々花ちゃん！」

　困り顔でお願いされ、萌々花は「うぅ～……」と唸うなった。ちらちらとこっちを見て……それから、諦めるようにため息をつく。

「いいわ。やってやろうじゃない！　見学に来た新入生がどん引きするぐらい、びしばしアタックを決めてやろうじゃないのッ！」

「さっすが萌々花ちゃんっ！　頼りになるっ！　じゃ、部室に行こっ！」

　バレー部員に手を引かれ、萌々花は教室をあとにした。

　けっきょく最後まで理由はわからなかったが、どうやら目を潰されずに済みそうだ。

　ひとまず安あん堵どしつつ、俺は雪野に向きなおる。

「というわけで俺が案内することになったんだが、嫌ならほかの女子に頼んでみるぞ」

　仲の良い女子は萌々花だけだけど、ほかの女子から嫌われているわけではない。小学校から付き合いのある女子もいるし、事情を話せば引き受けてくれるだろう。

　しかし雪野は首を振る。

「い、いえ、その……知らないひとよりは、片桐くんのほうがいいです」

　態度からも薄々察しはついていたが、雪野は人見知りのようだ。

「わかった。んじゃ、まずは一階から案内するから俺についてきてくれ」

「は、はい」

　うわずった声でそう言うと、雪野は俺のうしろを遠慮がちについてくる。そんな雪野に図書室や特別教室の場所を教えてやり、二年四組に戻ってきた。

　教室には俺たちのほかに誰もいない。

　俺は置きっ放しにしていたカバンを手に取り、

「ほかにわからない場所はあるか？」

　雪野は首を振り、口元をほころばせた。

「しっかり頭に叩たたきこみました。昨日といい今日といい、本当にありがとうございます。片桐くん、優しいんですね」

「べつに優しいわけじゃねえよ」

「……ほんとは怖いひとなんですか？」

「怖くない！　ただ、ほら。萌々花と違って、俺は暇人だからさ。そんなわけで、こっちこそ暇潰しに付き合ってくれて感謝してるよ」

　雪野はおかしそうにくすっと笑う。

「やっぱり片桐くんは優しいですね」

「だから優しいわけじゃないっての」

「そういうことにしておきます」

　穏やかな笑みを浮かべる雪野。

　昨日出会ったときは顔を強ばらせていたが、緊張感は解けたようだ。

　この様子なら、早いうちにクラスにも馴染めるだろう。

「んじゃ、俺は職員室に教室の鍵を届けに行くけど……一緒に帰るか？」

「えっ？　ど、どうしてですか？」

　雪野が期待するような眼差しを向けてくる。

「お前、この町に越してきたばかりなんだろ？」

「はい。先週越してきたばかりですけど……。もしかして、帰りに迷子になるとか思ってます？」

「実を言うと、思ってる」

　期待外れのことを言っちまったのか、雪野は残念そうにため息をついた。

「さすがに帰り道くらいわかりますっ。わたし、そこまでドジじゃありませんから。……でも、気にかけてくださってありがとうございます」

　だがすぐに機嫌を直し、にこりとほほ笑みかけてきた。俺に好きな娘がいなければ一瞬で恋に落ちていただろう。

　それくらい魅力的な笑みだった。

「今日は本当にお世話になりました。……もしよかったら、また話しかけてくださいね」

「ああ。家でも学校でもお隣さんだしな。これからもよろしく頼むよ」

　雪野はぱあっと顔を明るくする。

「はいっ。よろしくお願いしますっ。ではまた」

　ぺこりと頭を下げ、雪野は嬉しげな歩調で教室をあとにしたのであった。





《　第二幕　転校生と協定を結んだ日　》







　始業式の翌日──。

　その日は土曜日で、授業は休みだった。そんなわけで普段より遅めに起きた俺は、妹の風ふう香かが『これめっちゃ面白いよ！　見ないと人生の一〇割損してるよ！』と絶賛していたドラマを鑑賞することに。

　父さんたちは仕事に出かけており、風香はぐっすり眠っている。おかげでドラマに集中できた。

　ちなみに学園が舞台の恋愛ドラマだ。主人公の女子が幼おさななじみと転校生から告白され、どっちと付き合うことになるのか──というところでエンディングに突入した。

　へえ、一話からけっこう飛ばしてるな。二話目も見てみるか。

　ええと、次話は……

「って、一話しか録画されてねえじゃねえか！」

　前クールの深夜ドラマなので、最終話まで放送済みのはず。放送される時間帯、風香は寝ているので、リアルタイムで鑑賞したとは思えない。

　てことは風香の奴、一話で見るの止めやがったな……。ったく、見ないと人生の一〇割損するんじゃなかったのかよ。

「萌も々も花かに録画してないか訊きいてみるか」

　あいつはラブコメが好きだし、きっと録画しているはずだ。飯を食ったら電話で訊いてみるとするか。

　そうと決めた俺はソファから立ち上がり、冷蔵庫へ向かう。

　と、そのとき。

　スマホが電子音を奏で始めた。萌々花からの着信だった。

「もしもし？」

『あっ、悠ゆう馬ま。ちゃんと起きてたのね。いまなにしてるの？』

「さっきまでドラマ見てて、これから飯を食うところだ」

『てことは暇してるのね？』

「まあ、暇といえば暇だな」

『じゃあさ、うちに遊びに来なさいよ』

「遊ぶって、萌々花の部屋でか？」

『そうよ。嫌なわけ？』

「んなこと言ってねえだろ」

　桜さくら木ぎ家に行くのは嫌じゃない。

　昔は毎日のように桜木家に遊びに行ってたし、そのまま泊まることも珍しくなかった。

　だけど中学生になってから、萌々花の家に泊まることはなくなった。遊びに行く頻度も日に日に減っていった。

　もちろん萌々花のことが嫌いになったわけじゃない。いまも昔も、萌々花は俺の一番の親友だ。

　萌々花の親も俺に対して実の息子のように接してくれるし、桜木家は俺にとってとても居心地が良い場所だ。

　しかし、萌々花の部屋に入るとなると話はべつだ。好きな女の子の部屋に行くのって、めちゃくちゃ緊張するからな。

　萌々花の部屋でブラジャーを見つけてしまったときなんか、しばらくまともに顔を見ることができなかったし。もし俺に女として意識されていると知ったら、萌々花も気まずくなっちまうだろう。

　そんなわけで、萌々花の部屋へ遊びに行くのは気乗りしないわけだけど……

『嫌じゃないなら来なさいよ』

「わかったよ」

　俺は受け入れた。

　萌々花に逆らっても言い負かされるのは目に見えているし、なにより萌々花と遊ぶのは楽しいからな。

　っと、家に行くついでに訊いとくか。

「萌々花って最近ドラマ見てるか？　実は気になるドラマがあるんだが……」

『どんなドラマ？』

「前クールの金曜深夜にやってた恋愛ドラマだ。主人公の女子高生が幼なじみと転校生に言い寄られる──」

『見てないわよ！』

「な、なんで怒鳴るんだよ？」

『だって原作読んだけど、転校生が勝つんだもの！』

「ネタバレすんなよ!?　まあ、どうせ転校生と結ばれるだろうって思ってたけどさ」

『そんなふうに思わないでちょうだい！』

「だからなんで怒鳴るんだよ……」

『あんたが変なこと言うからよ！』

「そういうことにしといてやるよ……で、話を戻すが、萌々花の家でなにをするんだ？」

『あんたがしたいことでいいわよ。たとえばゲームとかでもいいし』

「ゲーム……？」

　今日は雪が降るんじゃないだろうか。そう思ってしまうくらい、意外な言葉だった。

　なにせ萌々花は活発なのだ。外で遊ぶのが大好きで、ガキの頃はいつも連れまわされていた。

　そんな萌々花がゲームに誘ってくるなんて……

「お前、変なものでも食ったか？」

『美味しいものしか食べてないわよ！　で、どうするの？』

「行くよ」

『そうこなくっちゃ！　急いで来るのよ！　じゃ！』

　嬉うれしそうに声を弾ませ、萌々花が通話を切った。

　出かけるのは朝飯を食ってからにしようと思っていたが……そこまで腹が減ってるわけじゃない。

　それにもうじき昼飯時だ。桜木家に行けば萌々花が飯を作ってくれるだろうし、一時間くらいなら我慢できる。

　そうと決めた俺は身支度を調えると、念のため風香の部屋を訪れてみた。

「むにゃむにゃ……まだ食べられるよ……」

　掛け布団を蹴落とし、お腹をぽりぽりかきながら、冗談みたいな寝言を言う風香。夢のなかでおかわりをしたみたいだし、もうしばらくは起きそうにない。

　起きたとき誰もいないと不安がるだろうし、書き置きを残しておくとするか。

　メモを風香の部屋の前に置き、布団をかけなおしてやると、俺は家をあとにした。となりの家へ向かい、インターホンをプッシュする。

　すかさず玄関ドアが開いた。ワンピースに身を包んだ萌々花が顔を覗のぞかせる。

　俺と遊んだあとバイトにでも出かけるのか、部屋着らしからぬおしゃれな格好だった。

　可愛い幼なじみの姿にドキドキしつつ、俺は手を挙げる。

「よぅ、来たぞ」

「うん。来てくれてありがと。ジュース持ってってあげるから、あたしの部屋で待っててちょうだい」

　萌々花に促され、屋内へ。

「静かだな。おじさんたちはいないのか？」

「ふたりとも神社に出かけてるわ」

「そか。お前は手伝わなくていいのか？」

　萌々花のおじさんは恋こいヶ崎さき神社をはじめとする神社を管理している神主で、おばさんも一緒に働いている。

　そして萌々花は、巫み女ことしてたまに掃除などの手伝いをしているのだ。

　夏祭りの会場として利用されているのも理由のひとつだが、金髪の巫女は珍しいため、恋ヶ崎神社は地元では知らないひとがいないくらい有名な神社である。

　ちなみに恋愛成就と縁結びに御利益がある神社だ。俺も萌々花に会いにいくついでに、週一ペースでお参りしているが、いまのところ俺たちの関係に進展はない。

「今日は一日フリーよ。手伝いはもちろん、バイトもないわ」

「だったらのんびりすればいいのに。なんでゲームなんだよ」

「あたしにだって、たまにゲームしたくなるときがあるのよ。ひとりよりふたりのほうが楽しめるから、暇そうなあんたを誘ってあげたの。感謝しなさいよね！」

「へいへい。……にしても、出かける用事もないのになんでおしゃれしてるんだ？」

「べ、べつにおしゃれとかしてないわよっ！　い、いつもこういう服着てるんだから！　あんたが来るから気合いを入れたわけじゃないんだからね！」

「わ、わかってるよ……」

　萌々花の怒声から逃げるように、俺は二階へと向かう。そして萌々花の部屋に入ると、妙に甘い香りがした。

　白を基調とした部屋にはベッドのほかに、タンスやローテーブル、テレビや本棚などが置かれている。本棚には、漫画がぎっしり詰めこまれていた。

　萌々花はゲームにはさほど興味を示さないが、一方で漫画やアニメは大好きなのだ。

　どちらかというと少女向けではなく少年向けのほうが好きらしく、本棚には俺も知っている漫画もある。

　さらに萌々花はおしゃれにも興味あるようで、クローゼットは可愛い服でいっぱいだ。メイドカフェでバイトしているのも、可愛い服を着ることができるからだと言っていた。

　そんなわけで、萌々花の部屋は見れば見るほど女子の部屋だ。室内をざっと見まわし、下着が落ちていないことに安あん堵どしつつ、ベッドに腰かける。

「……」

　いつもあいつがここで寝ているのだと思うと落ち着かず、腰を浮かす。じっとしてると緊張するし、いまのうちにゲームソフトをチェックしとくか。

「ええと、ゲームゲーム……っと」

　テレビ台を確かめると、複数のケースが収納されていた。ひとつを手に取り確かめる。




　アダルトビデオだった。




「ちょ!?」

　なんでアダルトビデオがあるんだよ!?

　ここ萌々花の部屋だよな!?　おじさんの部屋じゃないよな!?

　いや、おじさんがアダルトビデオを持ってると決めつけるのもどうかと思うけども！　だけど萌々花とおじさんとおばさんのなかだと所有者はひとりに絞られるし！

　俺は慌てて部屋を見まわす。

　学校の制服が壁にかけてあるし、間違いなく萌々花の部屋だ。

　じゃあなんでアダルトビデオがあるんだよ！

　あいつって、こういうのを見てるのか!?　俺の知らないところで、いつの間にか大人になっちまったってのか!?

「待たせたわね」

　激しく動揺していると、萌々花が部屋にやってきた。ジュースをテーブルに置き、ふと俺の手元に視線を落とす。

　そして、すまし顔をした。

「あらあら。悠馬ったら、ゲームじゃなくて、そっちに興味持っちゃったわけ？」

　こ、こいつ、落ち着いてやがる……！

　俺が特別取り乱してるだけで、普通はこれくらい落ち着いてるものなのか!?　くそっ、こんな反応しちまったら、なんかダサいじゃねえか！

「た、たまたま見つけちまっただけだ！　てか、なんでこんなものがあるんだよ！　これ一八禁だろ!?」

「これ、パパのよ」

「おじさんのなの!?　なぜここに!?」

「ママに見つからないように隠したんでしょうね」

「最悪の隠し場所じゃねえか！」

　思春期真っ盛りの娘の部屋に隠すなよ！

　おばさんに見つかったほうがまだマシだわ！

「で、見たいの？　エッチなビデオ」

「べ、べつに見たくねえしっ！」

「無理しなくていいのよ。……ち、ちなみにそれ、幼なじみの設定らしいわよ」

「だからどうしたんだよ！」

　どんな設定だろうと幼なじみとアダルトビデオを見るのは嫌だよ！

　俺が全力で拒否すると、萌々花は不機嫌そうな顔をした。ベッドに腰かけ、足を組む。ちらっと太ももが見え、ドキッとしてしまう。

　こ、こいつが変なこと言うから意識しちまったじゃねえか。

「どうしたの、悠馬。立ってないで座りなさいよ」

「お、おう」

　平静を装いつつ、俺は萌々花のとなりに座る。

　すると萌々花は大きくのびをして、

「あー……なんだかあたし、疲れちゃったなー」

　ぱふっ、とベッドに倒れこんだ。ふいに無防備な姿を見せられ、ますますドキドキしてしまう。

　おまけに襟ぐりからブラジャーのヒモが覗いていることに気づいてしまい、俺の心臓は爆発寸前だ。萌々花でエロい妄想をしてしまいそうになっちまう。

　でも……百歩譲って妄想まではよしとするが、いまこの場で萌々花とエロいことをするつもりはない。

　萌々花は俺を信頼し、こうして部屋に上げてくれたのだ。もし手を出してしまったら、全力でぶん殴られるだろうし、本気で悲しまれてしまう。

　大切な幼なじみを──大好きな女の子を悲しませるわけにはいかないので、エロい目で見るわけにはいかないのだ。

　そう自分に言い聞かせ、俺は落ち着きを取り戻す。

「ジュース飲むぞ」

「好きにしなさい」

　萌々花が持ってきたジュースを飲み、小さくため息をつく。

「で、ゲームってなにをするんだ？」

　気を取りなおしてたずねると、萌々花は身体を起こした。

「これから決めるわ。それまで漫画を読んで待ってなさい。本棚にある本、好きに読んでいいから」
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「りょーかい」

　ベッドから腰を浮かし、本棚を確かめる。

「えっと、漫画漫画──っと。なんだこれ？　『気になる彼を落とす一〇〇の戦略』？」

「そっ、それはだめよ！」

　萌々花が慌てて本を奪い取ってきた。

　なんでも読んでいいんじゃなかったのかよ……。

「それってお前が買ったのか？」

　ふせんがついてるし、かなり読みこんでるっぽいけど。

「ち、違うわよ！　これは……ママのよ！」

「おばさんのなの!?」

　気になる彼を落とそうとしてるの!?　結婚してるのに!?

「なんでおばさんの本がここにあるんだよ？」

「た、たぶんパパに見つからないように隠したのよ」

　なぜふたりとも娘の部屋にブツを隠すんだ！

「とにかくこの本はだめよ。読むなら漫画にしなさい。ほら、これとか面白いわよっ！　あたしの一押し漫画！」

「どんな話だ？」

「幼なじみが可愛いラブコメよっ！　諸事情により、六巻から先は封印しちゃったけど」

「一押し漫画なのになんで封印しちゃうんだよ」

「だって忌々しいんだものッ！　あの泥棒猫！　ぽっと出のくせにゴールインするなんて許せないわ！　途中まで……途中までほんっとーに良い感じだったのにッ！」

「わ、わかった。わかったから、そう怒るなよ」

「べつに怒ってないわよ！」

「噓うそつくなよ。不機嫌そうな顔してるだろ」

「そんな顔してないんだからっ！」

「してるって。いつもはもっと、なんていうか……」

「なんていうか、なによ？」

「その……か、可愛い顔してるだろ」

　恥ずかしさを押し殺し、褒めてみた。

　すると萌々花はかあっと顔を赤らめた。

　ぎろっと睨にらみつけてくる。

「ば、ばかじゃないのっ？　急にそんなこと言うんじゃないわよ！　こっちにだって心の準備とか、そういうのがあるんだからっ！」

　俺の渾こん身しんの謝罪が裏目に出てしまったようだ。かなり勇気を出したのだが……慣れないことはするもんじゃないな。

　萌々花はぷいっとそっぽを向き、

「で、でもまあ、許してあげるわっ。だ、だから……あたしのとなりに座りなさいよ」

　なにが『だから』なのかはわからんが、ここで逆らうとかなり面倒なことになる。俺は萌々花のとなりに腰を下ろした。

　萌々花は背中を少し丸めて、うつむきがちになる。

「……なあ」

「な、なによ？」

　ぴくっと震える萌々花。

　ゆっくりと赤らんだ顔を上げ、潤んだ青い瞳で俺を見てくる。

　可愛いな……。

　こいつの可愛さは知ってたが、今日はいつにも増して可愛く見える。いつもは健康的な可愛さなのだが、今日の萌々花には色気があるのだ。

　そんなことをしたらぶっ飛ばされちまうだろうし、たとえ寝ぼけていてもしないけど、艶々とした唇にキスをしたいと思うくらい色っぽい。

　このまま見つめあってると勢いで告白しちまいそうだし、話題を変えないとな！

「な、なあ、ゲームしないのか？」

　萌々花はハッとする。

「そ、そうね。ちょっと待ってなさい、すぐに用意する──」

　と、そのとき、テーブルに置かれた萌々花のスマホが振動した。

　萌々花はスマホを手に取り、応答する。

「はい、桜木です。──えっ、今日ですか？　……はい。……はい。……わかりました」

「誰からだ？」

　通話を終えた萌々花にたずねると、顔を曇らせた。

「バイト先よ。ひとりが急に体調悪くしちゃったから、代わりに出られないかって」

「何時から？」

「一三時からよ」

「あと一時間しかないじゃねえか。それ、引き受けたのか？」

「……引き受けたわ。せっかくあんたを誘ったのに、悪かったわね。この埋め合わせは、必ずするわ」

　申し訳なさそうな萌々花に、俺はほほ笑みかける。

「謝るなって。お前の困ってるひとを放っておけないところ、俺、好きだからさ」

「う、うん……。そういうところ、あたしも好き……」

　照れくさそうにはにかみ、萌々花は自画自賛する。それから萌々花と別れた俺は、家に舞い戻る。

　リビングへ向かうと、風香がソファに腰かけ、ぐったりしていた。だらしなく口を開け、ぼんやりと天井を眺めている。

　ちらっと俺を見て、

「あれ？　萌々花ちゃん家に行ったんじゃなかったの？」

「いま帰ってきたところだ」

「そっか～。お昼ご飯なんだった？　私の分、ちゃんと残してくれたよね？」

「食ってねえよ。あいつ、急用が入ったからな」

　風香ががばっと跳ね起きる。

「ええ!?　じゃあお昼ご飯はどうするの!?」

　風香はこのあと桜木家に行って昼食をご馳ち走そうになる予定だったらしい。俺もそのつもりだったのでひとのことは言えないが、甘えん坊な奴だな。

「適当に作ればいいだろ。それか弁当を買いに行くか」

「私、唐揚げ弁当がいいっ！」

「なんで俺が買いに行く前提なんだよ……。てか、唐揚げはこないだ食ったばっかだろ。たまには魚を食べないと太っちまうぞ」

　風香は得意気に慎ましい胸を張る。

「へーきへーき！　私、太らない体質だもん！　だからお願い、兄ちゃん！　可愛い妹のために唐揚げ弁当買ってきて？」

　風香が潤んだ瞳で見つめてくる。

　俺はブラコンってわけじゃないが、断るのもかわいそうだ。今日は良い天気だし、散歩がてら買いに行ってやるとするか。

「しょうがねえな。買ってきてやるよ」

「やったー！　さっすが兄ちゃん！　ちゃんとお遣いできたら褒めてあげるからねっ！　いってらっしゃーい！」

「へいへい。行ってきます」

　ハイテンションな風香に見送られ、俺は家をあとにした。





◆






　通い慣れた道を歩いていると、駅近くにある弁当屋が見えてきた。食欲をそそる香りが漂い、腹がぐぅと鳴る。

「ん？　あれって……」

　弁当屋のそばにある電柱の影に、雪ゆき野のの姿があった。ひょっこりと顔を出し、弁当屋のおじさんを眺めている。

　俺は弁当屋の前を素通りして、雪野のもとへ向かう。

「……なにしてんだ？」

「ひゃぅっ!?」

　悲鳴を上げ、雪野が怯おびえるような眼差しでこっちを振り向いた。そして俺の顔を見て、安堵したように吐息する。

「な、なんだ、片かた桐ぎりくんですか……。見ての通りですよ」

　見てもわからんから訊いたんだが……

「もしかして、また迷っちまったのか？」

「わたし、そこまでドジじゃありませんっ。今日だって、ちゃんとひとりで恋ヶ崎神社にたどりつけましたし！　証拠だって──ほら、これが証拠ですっ」

　雪野がドヤ顔で御守りを見せてくる。

「迷子じゃないなら、なにしてるんだ？」

「その……お弁当を買おうかと思いまして」

「雪野もか。実は俺も弁当を買いに来たんだ。そこの弁当、すげえ美味いよな」

「そうなんですかっ」

「食ったことないのか？」

「はい。お母さんが美味しいって言ってたので食べてみたいなって思ってたんです。片桐くんの話を聞いて、ますます食べたくなっちゃいました」

　目をキラキラと輝かせ、雪野は弁当屋を見る。

「じゃ、早く買おうぜ」

　俺が言うと、雪野が急にもじもじしだす。気恥ずかしそうに俺を見つめ、甘えるような声で言う。

「も、もしよければ、わたしの分も買ってくれませんか？」

「金がないのか？」

「ち、違います。お金ならちゃんと払います」

　ならなんで自分で買わないんだ？　店主のおじさんを気にするように見てたし、なにか因縁でもあるのかな？　おじさんはすごく愛想がいいし、雪野もおとなしいし、ふたりのあいだでトラブルが起こるとは思えないのだが……。

　ともあれ、雪野は困っている様子だ。困っている奴を放っておくわけにはいかない。

「べつにいいけど……どれがいいんだ？」

　雪野は嬉しげに顔を輝かせた。

「唐揚げのお弁当がいいですっ」

「りょーかい。五〇〇円な」

「は、はいっ。いまお支払いします」

　雪野はわたわたと財布を取り出し、五〇〇円硬貨を渡してくる。それを受け取り、俺は三人分の弁当を購入。電柱の影でわくわくしている雪野のもとへ戻り、弁当を渡した。

「ほらよ」

「わあっ、ありがとうございますっ！」

　無邪気に喜ぶ雪野を見て、俺は思わず笑ってしまう。

　ぱっと見は大人びているが、ほんとは子どもっぽい女の子なんだな。

　などと雪野のことをほほ笑ましく思っていたところ、




「んなあああああああああああああああああああああああああああ!?」




　ふいにうしろからこの世の終わりみたいな声が響いた。

　振り返ると、萌々花がわなわなと震えていた。バイト先のメイドカフェへ行く途中に、たまたま通りかかったのだろう。

「どうしたんだ、萌々花？　犬のふんでも踏んじまったのか？」

「ち、違うわよ！　て、ていうか、ふたりはなにしてるわけ？　ずいぶん楽しそうだけど……」

　萌々花が頰をひくひく痙けい攣れんさせつつ、俺たちの顔を見比べてくる。

「実は──」

「な、なんでもありませんっ。片桐くん、行きましょう！」

　雪野が俺の手を取り、ぐいぐいと引っ張ってきた。

「手を!?　て、てててて手ををを!?」

　俺たちの手をガン見して、萌々花が奇声を発する。バイト前にあんなに叫んでちゃんと接客できるだろうか。

　てか、なんで取り乱してるんだ？　電車に乗り遅れたってわけでもないだろうし……。

　疑問を抱くが、答えは聞けず──幼なじみをその場に残し、俺はぐいぐい引っ張られていく。

　アパートが見えてきたところで、雪野はようやく立ち止まった。

　ぱっと俺から手を離し、

「きゅ、急にすみませんでした」

　ぺこぺこと頭を下げてくる。

「引っ張られるのは慣れてるし、それはべつにいいんだが……急にどうしたんだ？」

「片桐くんにお弁当を買ってもらったと知られたら、変な娘だと思われてしまいますから……」

　ああ、それで言葉を遮ってきたのか。

「あいつは優しいから、そんなことで変なレッテルを貼ったりしないって」

「でも……さっきの、桜木さんでしたっけ？」

「ああ、桜木萌々花だ」

「いくら桜木さんが優しくても、彼氏がほかの女の子と一緒にいるところを見たら、嫌な気分になると思いますし……。もし桜木さんに浮気してると疑われてしまったら……そのときは、ちゃんと事情を説明しますから」

「浮気って……。べつに萌々花とはそういうんじゃねえよ」

　俺が言うと、雪野は意外そうに目をまるくする。

「えっ？　桜木さんと付き合ってないんですか？　あんなに仲良さそうなのに……」

「たしかにあいつとは仲が良いけど、萌々花はただの幼なじみだ。付き合ってるわけじゃねえよ」

　いまのところはな、と心のなかでつけ足しておく。

「そうだったんですか。よかったです……」

　ほっと安堵の息をついた雪野は、ハッとした顔をする。

　そして、顔の前でぱたぱたと手を振りながら、

「べ、べつに片桐くんがフリーでよかったって安心したわけじゃありませんよっ？　浮気だと誤解されなくてよかったって安心しただけですから！」
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「言われなくてもわかってるよ」

　転校してきたばかりの女子（しかも可愛い）に惚ほれられるほど、俺はイケメンじゃないからな。

「とにかく雪野が気にすることはなにもねえよ。だから早く帰ろうぜ。じゃないと弁当が冷めちまうぞ」

「そ、それもそうですね」

　俺たちは再び歩を進め、アパートの前で立ち止まる。

「今日はありがとうございました」

「おう。んじゃまた学校でな」

　そう告げて帰ろうとしたところ、

「……あの、もしよかったら、上がっていきませんか？」

　雪野が、おどおどと呼び止めてきた。

「上がるって、雪野の家にか？」

「は、はい。片桐くんも疲れたでしょうし、お茶くらいなら出せますけど……」

　俺の家はすぐとなりだ。お茶を飲みたければ帰宅する。それくらい雪野もわかっているはず。

　なのにこうして呼び止めたってことは、純粋に感謝の気持ちを伝えたいだけだろう。

　その気持ちは嬉しいのだが……

「雪野はそれでいいのか？」

「ええと……それでいいとは、どういう意味ですか？」

「男を家に入れても問題ないのかって意味だ」

「あ、ああ、そういう意味でしたか……」

　雪野がじんわりと頰を染め、おずおずとたずねてくる。

「片桐くんは……わたしにエッチなことをするんですか？」

「す、するわけねえだろ！」

「でしたら平気です」

　雪野はにこりとほほ笑む。

　どうやら俺の言いたいことを理解していないようだ。

「そうじゃなくて、好きな男がいるのに俺を家に入れてもいいのかって訊いてるんだよ。雪野がそいつと付き合うことになって、あとから俺を家に上げたことがバレちまったら、変に勘ぐられるかもしれねえぞ。『雪野は片桐悠馬のことも好きなんじゃないか』って」

「わたし、好きな男子なんていませんよ!?　なぜそんな勘違いをしちゃったんですか!?」

　雪野が顔を真っ赤にしてあたふたしている。

「雪野、恋ヶ崎神社に行ったんだろ？」

「はい」

「で、恋愛成就の御守りを買ったんだろ？」

「いえ、わたしが買ったのは縁結びの御守りですよ」

　雪野が再び御守りを見せてくる。

「……たしかに俺が持ってるのと違うな。でも、縁結びにしろ、恋愛成就にしろ、恋人が欲しいことに変わりはないだろ」

「いえ。わたしが欲しいのは恋人ではなく、友達です。素敵な友達とのご縁が欲しくて、恋ヶ崎神社に通ってるんですよ」

　恋ヶ崎神社に行ったのは、今日がはじめてじゃないらしい。

「友達が欲しいなら神頼みじゃなくて部活に入ったほうが早いんじゃないか？　もしくは積極的にクラスの女子に話しかけるとかさ」

「それはちょっと……きついです……」

「部活に入る暇がないってことか？」

「いえ、正直めちゃくちゃ暇してますけど……。新入生ならまだしも、二年生ってすでに人間関係ができてますし、そこに割って入る勇気がわたしにはなくて……」

「まあ、たしかにちょっときついな」

　萌々花みたいな性格なら一瞬で溶けこめるだろうけど、雪野は遠慮がちな性格なのだ。部活に入るのはおろか、クラスメイトに話しかけるのもためらってしまうのだろう。

　だからこそ、神頼みをしたってわけだ。

「お母さんが縁結びの御利益があるって言ってて、それでわたし、引っ越してすぐに通い始めたんです。最初は半信半疑でしたけど……恋ヶ崎神社って、本当にすごいんですね。わたし、びっくりしちゃいました」

「すごいって、友達ができたってことか？」

　雪野は小さくうなずき、期待するような眼差しで俺を見てくる。

「わたしの勘違いかもしれませんけど……。個人的には、片桐くんとは仲良しになれたと思ってます……」

「勘違いじゃないさ。俺も雪野と仲良くなれたと思ってるしな。つまり、俺とお前は友達ってわけだ」

　言った瞬間、雪野が満面の笑みになる。

「やったー！　わたしたち相思相愛だったんですねっ。わたし、すっごく嬉しいですっ！　あ、あのっ、もしよかったら、名前で呼んでもいいですか？」

「べつにいいぞ」

「やったっ！　で、では」

　こほんと咳せき払ばらいをして、雪野は照れくさそうに言う。

「ゆ、悠馬、くん」

「お、おう」

　不覚にもドキッとしてしまった。

　直視すると顔が赤くなっちまいそうだ。

　俺が目をそらすと、雪野が顔を覗きこんでくる。

「ど、どうして目をそらすんですか？　そんなに下手でしたか……？」

「へ、下手じゃねえよ。ちゃんと呼べてたぜ」

「よかったですっ！　実を言うとわたし、いつか名前で呼びたいなって思って、昨日からこっそり『悠馬くん』って呼ぶ練習をしてたんですっ」

「どうりで上手だと思ったよ」

「練習したかいがありましたっ。じゃあ、次は悠馬くんの番ですねっ！　わたしの名前を呼んでみてくださいっ」

「俺も呼ぶのか？」

「もちろんです。麗奈って呼んでください。友達ですから！」

　正直言うと、女子を名前で呼ぶのはかなりの抵抗がある。

　しかし雪野は俺の名前を呼んでくれたし、俺は萌々花のことを名前で呼んでいるのだ。

　雪野にしてみれば、萌々花だけ特別扱いしているように感じるだろう。

　友達を悲しませるわけにはいかないし、勇気を出して呼んでみるか。

「……麗奈」

　ちらっと反応をうかがうと、雪野……ではなく、麗れ奈なはにっこりほほ笑んだ。

「上手に呼べましたねっ。ではでは、友達になった記念にジュースを用意しますっ。果汁一〇〇％のフルーツジュースですよ！　ささ、入ってください」

「お邪魔します」

　ハイテンションの麗奈に促され、俺は室内へと踏みこんだ。

　家族は出かけているのか、屋内は静まりかえっていた。麗奈の案内で、俺は絨じゆう毯たん敷きの部屋に通される。

　引っ越してきて間もないからか、整理整頓が上手なのか。部屋は綺き麗れいに片付いており、あまり生活感がなかった。

　それでも、ここは女子の部屋だ。

　フローラルな香りが鼻び腔くうをくすぐり、俺は緊張してしまう。

「では、ジュースを持ってきますね」

　にこりと笑い、麗奈はうきうきとした足取りで部屋をあとにした。

「お待たせしました～」

　ややあって、ジュースを運んできた。グラスに注ぎ、渡してくる。

「ありがとな」

「いえいえ。では友達になった記念に乾杯しましょう」

「んじゃ、乾杯」

「かんぱーい！」

　軽くグラスをぶつけ、ぐいっとジュースを飲む。

「ぷはーっ！　いままでで一番美味しいです！　友達と飲むジュースは最高ですっ。悠馬くんのおかげですねっ」

「それはなによりだが……麗奈の親って何時頃に帰ってくるんだ？」

　その前にお暇いとましないと、変な誤解を与えかねない。

　萌々花の両親は俺を歓迎してくれるけど、それは家族ぐるみの付き合いがあるからだ。そうでない麗奈の家族には、『娘が変な男を連れてきた』としか思えないだろう。

「お母さんは夕方頃に帰ってきますよ」

「おじさんは？」

　にこやかだった麗奈が、ふいに顔を曇らせる。

「お父さんは、いません」

「悪い。変なこと訊いちまって」

　麗奈が顔の前でぱたぱたと手を振る。

「気にしないでくださいっ。べつになんてことない話ですからっ。実を言うとうちの親、離婚したんですよ。お父さんの暴力が原因で」

　俺に気を遣ってくれているのだろう。麗奈はあっけらかんとした口調で言う。

　しかし軽い口調とは裏腹に、かなり重い話だった。

「暴力って……麗奈も酷いことされたのか？」

「いえ、わたしはなにも。お母さんが守ってくれましたから。ですけど……もう顔を見ることはありませんけど、いまでもお父さんの恐い顔が目に浮かびます……。そのせいで、わたし、男のひとが苦手になってしまって……」

　それって、もしかして……

「俺に弁当を買わせたのって、店主がおじさんだったから？」

「はい……」

「あのおじさん、すげえ優しいぞ。よくサービスしてくれるし」

「わかってます。顔に優しさが滲にじみ出てましたから。なのに怖がるなんて、失礼な話ですよね。だからわたし、男のひとへの苦手意識を克服したいと思ってるんです」

「だったら、俺に手伝えることがあるなら遠慮なく言ってくれ。力になるから」

「でも、迷惑じゃないですか？」

「迷惑じゃねえよ。俺たち、友達なんだからさ」

　俺がほほ笑みかけると、麗奈は嬉しそうに笑った。




「ありがとうございますっ！　じゃあ、わたしも友達として、悠馬くんの恋が叶うようにお手伝いしますねっ！」




　むせてしまった。

「こ、こここ恋!?　俺の!?」

「はい。悠馬くん、恋結びの御守りを持ってるんでしょ？　それってつまり、誰かに恋をしてるってことじゃないですか」

「た、たしかに持ってるが……どうしてそれを知ってるんだ？」

「わたしの御守りを見たとき、『俺のと違う』みたいなことを言ってたじゃないですか。だから気づいたんです」

「なるほどな……。まさかあの何気ない一言でバレるとは思わなかったよ」

「ふふふ。言ったじゃないですか、小さい頃は探偵に憧れてたって」

　得意気にそう言うと、麗奈はジュースをぐいっとあおり、げほっと咳きこむ。せっかくかっこよかったのに、どじな奴だ。

　とはいえ、どじっ娘ではあるものの、麗奈は年頃の女の子だ。麗奈に恋愛相談をすれば女心を学ぶことができるし、的確な助言がもらえるかもしれない。

　恋愛相談をするのは恥ずかしいけど、いまのままではいつまで経っても友達止まりだ。萌々花との関係を進展させるためにも、麗奈に協力を仰いだほうがいいだろう。

「……麗奈の言う通り、俺は萌々花のことが好きだ」

「なるほど、桜木さんのことが好きだったんですかっ。その恋、応援しますよっ！　恋の相談に乗りますし、アドバイスとかもしちゃいます！」

「マジで!?　すげえ助かるよ！　ありがとな、麗奈！」

「いえいえ。困ったときに助けあうのが友達ってものですからね！」

「だったら俺も苦手意識の克服に付き合うし、たくさん友達ができるように協力するぜ！　大船に乗ったつもりでいてくれよな！」

「はい！　心強い味方ができて嬉しいです！」

「こっちこそ強力な味方ができて嬉しいぜ！　マジでよろしくな！」

「こちらこそ！」

　チームを結成し、麗奈とがっちり握手を交わしたところで、ふと弁当箱が目についた。そういや買い物の途中なんだった。すっかり忘れちまってたぜ。

「んじゃ、そろそろ帰るよ」

「あ……」

　と、麗奈がなにか言いたげな顔をする。

「どうかしたのか？」

「その……もしよければ、今度わたしとお出かけしてくれませんか？　悠馬くんと楽しい時間を過ごすことで、男性への苦手意識も薄れると思いますから。お願いできますか？」

　どん、と力強く胸を叩く俺。

「もちろんだ！　それで、麗奈はどこか行きたい場所とかあるか？」

「悠馬くんにお任せしますっ」

「俺に任せたらどうなるかわかんねえぞ。俺、デートとかしたことないし。女子が楽しめそうな場所に心当たりとかまったくないぞ」

「それでもいいんです。わたし、友達とお出かけするのはじめてですから。どこだろうと楽しめるに決まってますっ」

　麗奈はそう言ってくれるが、変なところに連れていったらますます男といるのが苦手になってしまいかねないし……

　こういうのは女子に聞いたほうがいいよな。

　あとで萌々花に聞いてみるとするか。

「どこに行くか決まったら連絡するよ」

「ありがとうございます！　悠馬くんの連絡、楽しみに待ってますね！」

　そうして麗奈と連絡先を交換し、俺は帰宅したのであった。





《　第三幕　転校生と出かけた日　》







　翌日、日曜日。

「たいへんたいへんたいへえええええええん！」

　騒々しい声が響き、俺は跳ね起きた。いったい何事かとあたりを見ると、ばぁん！　と派手な音を立ててドアが開け放たれる。

　ずかずかと部屋に踏みこんできたのは、妹の風ふう香かだった。

　下にはジャージのズボンを穿はいているが、上半身はブラジャーのみ。中二とは思えない格好で兄の部屋に駆けこんできた風香は、

「兄ちゃあああああああああああああん！」

　と、奇声を発しながらベッドにダイブした。

　危ない危ない。あと少し起きるのが遅かったら妹に押し潰されるところだったぜ……。

「大変だよ兄ちゃん！　一大事だよ！　我が家の危機だよ！」

「落ち着け。我が家の危機ってのはどういう意味だ？」

　どうどう、と暴れ馬を鎮めるようになだめたが、効き目はなかった。風香は激しく興奮している。涙目で俺を見つめ、

「見ればわかるでしょ！　お肉だよ！」

　と、悲鳴のような叫びを上げた。

「お肉？　冷蔵庫に肉が入ってないって意味か？」

「違うよ！　それはそれで一大事だけど、今回はその逆！　お肉があるんだよ！」

「肉がある？」

　意味不明な発言に、俺は首を傾げる。

「これだよ、これ！」

　風香は痺しびれを切らしたように自分の腹を叩たたいた。ぺちん、と小気味良い音が響く。

　ああ、なるほどね。

「つまり太ったってことか」

「ぎにゃあああああああああああああああああ！」

　風香がベッドの上でごろごろと転がり始めた。掛け布団が落ち、シーツがめくれる。

　ああもう、めちゃくちゃだよ……。

「頼むから落ち着いてくれ」

「ううぅ……わかったよぉ……」

　悲しげにうめきつつ、風香はベッドの上で大の字になる。あらためて腹に視線をやると……ううむ、たしかに肉がついている。

　でも、べつに太ってるわけじゃない。てか、これを太っていると言ってしまえば、世の女性を敵にまわしてしまいそうだ。

　俺としてはこれくらい肉がついていたほうが健康的でいいと思うけど……年頃の女子にとっては、わずかでも太ったというのは世界の終しゆう焉えんに匹敵するほどの一大事なのだろう。

　年頃の女子なら兄の部屋に下着姿で乱入するなと言いたいが、それはまたべつの話だ。

「ったく、だから言ったじゃねえか。太るぞって」

「言うこと聞かなくてごめんなさい……だからお肉を回収してください。お願いします、神様仏様お兄様……」

　ベッドの上に正座して、祈りを捧ささげるように手を組む。

「俺に祈られてもな」

「うわぁーん！　見捨てないでよぉ！　このままだと赤っ恥だよ！　みんなに太ったって言われちゃうよぉ！」

　風香がしがみついてきた。

　朝っぱらから暑苦しいな。

「べつに太ったとか言われないだろ。そもそも服を脱がなきゃわかんねえんだし」

「体育のときに服を脱ぐじゃん！　気づかれるじゃん！」

「シャツを脱がなけりゃバレねえだろ」
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「えーっ、やだよ暑いし！　体操服の下はブラジャーだけがいいよっ！　せっかく可愛いブラジャー買ったんだし、着替えのときみんなに見せびらかしたいよっ！」

「んなこと言われてもな。自力でなんとかするしかないだろ」

「見捨てないでよ兄ちゃん！　可愛い妹の大ピンチだよ!?　かっこよく助けてよぉ！」

　太ったのがよほどショックだったのか、風香はわんわん泣き始めた。

　俺の妹は噓うそ泣きできるような器用な奴じゃないし、マジで泣くほどショックだったってわけだ。

　中二にもなってこんなことで泣くなよ……とは思うものの、なにが悲しいかなんてひとそれぞれだ。

　見捨てるのもかわいそうだし、助けてやるとするか。

　俺はこほんと咳せき払ばらいをして、風香にアドバイスをする。

「食事制限しろ」

「ええ!?　成長期にそれはだめだよ！　胸が大きくならなかったらどうするのさ！」

　風香は萌も々も花かのような巨乳に憧れているのだ。

「なら運動部に入って身体を動かせ」

「ええ!?　放課後はすぐお家に帰りたいよぉ！　ソファでだらだらしながら再放送ドラマ見るのが一日の楽しみなんだから！」

　我が妹ながら、あきれるほどのわがままっぷり。

　たびたび『また告白されちゃった』とか自慢してくるし、学校じゃそれなりにモテるんだろうけど、とてもそうは思えない。

　俺はため息をつき、

「だったら、放課後……再放送ドラマが終わったあと、ランニングとかしたらどうだ？」

　これでダメならお手上げだ。

　俺が最後の提案をすると、風香が甘えるように見つめてきた。

「兄ちゃんも一緒に走ってくれる……？」

「なんで俺が走るんだよ」

「だって、ひとりで走るのつまんないし……」

　このわがまま娘め。ダイエットに俺を巻きこむんじゃねえよ。

　でもまあ、楽しく走ったほうがランニングも長続きするだろうし、運動に慣れてないと途中で足を挫いてしまうかもしれない。俺がそばにいてあげたほうが、こいつも安心して走れるだろう。

　いつまでも付き合うのは遠慮したいが、初日くらいは一緒に走ってやるとするか。

「わかった。付き合ってやるよ」

「やったー！　ありがと兄ちゃん！　さっそく走ろっ！」

　俺の腕を摑つかみ、部屋の外へ引っ張り出そうとする風香。

　萌々花といい、麗れ奈なといい、風香といい、なんで俺の腕を引っ張るんだよ。この調子で引っ張られたら、そのうち腕が引っこ抜けちまうぞ。

「いまから走るのか？」

「そうだよっ！　だってお昼になったら暑くなっちゃうもん！　早く行こうよぉ！」

「わかったわかった。その前に軽く飯を食うから、お前はジャージに着替えてろ」

「ラジャー！」

　びしっと敬礼をして、風香はドタバタと駆けていく。それを見送り、俺は部屋をあとにした。

　顔を洗い、バナナを食べ、ジャージに着替えて風香と外へ。

「さあ、兄ちゃん！　あの太陽に向かって走ろう！」

「太陽真上にあるじゃねえか」

「もうっ、兄ちゃんはノリが悪いなぁっ！　まあいいや！　とにかく走ろうっ！　レッツゴーだよ兄ちゃん！」

　走り出そうとした風香の腕を、がしっと摑む。

「待て待て。まずは準備運動をしてからだ。あと事前に走るコースを決めておいたほうがいいだろ。調子に乗って走りすぎたら帰りに泣きを見ることになるし」

「兄ちゃんは細かいなぁ」

「お前が大雑把なだけだろ。で、どこまで走る？」

「じゃあ、恋こいヶ崎さき神社までにしよっ！」

　ここから恋ヶ崎神社まで往復三キロもない。ランニングにしては短い気もするけど……いきなり長距離を走ると足を痛めちまうし、初日はそれくらいにしておくか。

　そうしてコースを決め、準備運動を終え、いよいよ走り出そうとしたところで──




「あら？　ふたりでお出かけかしら？」




　萌々花が家から出てきた。

　試験前じゃなければ日曜はバイトのはずだし、これからメイドカフェへと向かうところなのだろう。

「おはよーっ、萌々花ちゃん！　私ね、ダイエットするのっ！」

「ダイエット？」

　小首を傾げ、萌々花はまじまじと風香を見る。

「太ってるようには見えないわよ？」

「えっ？　じゃあ走るのやめよっかなー」

「おい！」

「うそうそっ！　ちゃんと走るってばっ！　ここでやめちゃったら、相談に乗ってくれた兄ちゃんに悪いもんね！」

　適当なようで、なんだかんだ律儀な妹なのだ。

「ふぅん、ダイエットに付き合ってあげてるんだ。悠ゆう馬まってば面倒見が良いわね」

　感心され、ちょっと照れくさくなる俺だった。好きな娘に褒められ、やる気がむくむく湧いてくる。

「んじゃ、ちゃっちゃと走るとするか！」

「やる気満々なのはいいけど、張りきりすぎて怪我しないようにね。ちなみに、どこまで走るの？」

「恋ヶ崎神社までだ」

「だったら途中までルートは一緒ね。あたしも一緒に走ってあげるわ」

「けどお前、これからバイトだろ？　体力温存しといたほうがいいんじゃないか？」

　気遣うと、萌々花が得意気に胸を張る。ゆさっと胸が弾み、思わず視線が吸い寄せられそうになるのを必死に堪える。

「あんたと違ってあたしは普段から運動してるもの。ちょっと走ったくらいじゃ疲れたりしないわよ。それともあたしが一緒だと迷惑なわけ？」

「そんなこと言ってねえだろ。むしろ運動が得意な萌々花がそばにいてくれたら、すげえ頼もしいよ。ただ……」

　俺は萌々花の足もとに視線を落とす。

　春らしい花柄のワンピースに身を包んだ萌々花は、厚底サンダルを履いていた。

　萌々花は背の低さを気にしているため、休日出かけるときは厚底やらヒールやらの靴を履いているのだ。

「サンダルで走ったら転こけちまうだろ」

「ふぅん、あたしのこと心配してくれるんだ」

「当たり前だろ。だから一緒に走るのはやめといたほうがいいぞ」

「平気よ。だってサンダル履き慣れてるもの。ちょっとやそっとじゃ転けないわ」

「そうそう。それに転けちゃったら、兄ちゃんがおんぶしてあげればいいんだよ」

　風香が口を挟むと、萌々花は顔を明るくする。

「いいこと言うじゃないっ。今度、風香ちゃんの好きなものを作ってあげるわ！」

「やったー！　唐揚げがいい！」

「これからダイエットする奴の台詞とは思えねえな……」

「でもでもっ、萌々花ちゃんの唐揚げすっごいジューシーで美味しいもん！」

「それは知ってるけどさ」

「想像したらお腹空いてきちゃった！　早く走ってお昼にしたいよぉ！」

「んじゃ、走るとするか」

「うんっ！　それじゃ、レッツゴー！」

　一緒に走りたがっていたくせにスタートダッシュする風香。そのあとを追いかけ、俺と萌々花は並走する。

「あんたって、これから毎日ランニングするわけ？」

　となりを走りつつ、萌々花が話しかけてくる。

「ん？　いや、それは風香しだい──ッ」

　ちらっと萌々花を見て、俺はぎょっとする。

　小柄な身体に不釣り合いな巨乳が、ゆっさゆっさと激しく上下に揺れていたのだ。

　胸元をエロい目で見ていることがバレちまったら、萌々花と顔を合わせるのが気まずくなっちまう！

　煩悩を振り払ってどうにか視線を逃がした俺は、萌々花の胸を見てしまわないように、顔をガン見する。

「い、いつまで続くかは風香のやる気しだいだが、あいつのことだし三日坊主で終わると思うぞ」

　風香の飽きっぽさは俺がよく知っている。

　こないだも『見ないと人生の一〇割損するよ』と勧めてきたドラマを二話目にはもう忘れてたしな。

　まあ、そんなに太ってるわけじゃないし、ランニングに飽きる頃には腹回りもすっきりしているはずだ。

「あんたはランニングに興味ないの？　あたしも身体を動かすの大好きだし……も、もしあんたが寂しいって言うなら、一緒に走ってあげてもいいけど……」

「べつに寂しくねえよ」

　ていうか、萌々花と一緒に走るのは、できればこれっきりにしたい。一緒にいる時間が増えるのは嬉うれしいけど、こいつと走ると胸を見ちまうからな。

「それに萌々花は忙しいだろ。わざわざ俺に付き合うことねえよ」

「そ。ならいいけど！」

　気を遣ってやったのに、萌々花は不機嫌そうな顔をした。

　またしても萌々花の地雷を踏んじまったらしい。

　女心がわからないいまの俺では、好感度を上げることができない──告白を成功させることなど夢のまた夢である。

　こんなとき麗奈がそばにいてくれたら、アドバイスがもらえるのだが……。

「なんで怒ってるんだよ？」

　いまは俺しかいないため、自力で萌々花の機嫌を直すしかない。

「悠馬がのろのろ走ってるからよっ！　風香ちゃんに置いてかれちゃうじゃない。ペース上げるわよっ」

「けどお前、そのサンダルでペース上げたら転けちまう──」

「きゃ!?」

　萌々花が足をもつれさせた。俺は咄とつ嗟さに手を伸ばし、地面に倒れるぎりぎりのところで受け止める。

「お、おい、だいじょうぶか？」

「へ、平気よ。悠馬が受け止めてくれたもの。悠馬こそ腕、痛めてない？」

「これくらいどうってことねえよ。とにかく萌々花に怪我がなくてなによりだ」

「あたしのほうこそ、悠馬に怪我がなくてよかったわ」

　お互いに胸を撫なで下ろしていると、風香が駆け寄ってきた。

「なんかあったの？」

「萌々花が転けちまってな」

「えっ!?　大変じゃん！　早く萌々花ちゃんをおんぶしなよ！」

「その必要はねえよ。俺が受け止めたし、痛みはないらしいからな。だろ？」

　萌々花が千切れんばかりに首を横に振る。

「やっぱり痛いわ！」

「でもお前、さっきは痛くないって──」

「いたたたたたたたたー！　いたーい！」

　足首をさすりつつ声を張り上げる萌々花。遅れてくるタイプの痛みだったのかな？

「お前、そんな足でバイトできるのか？」

「バイトはできるわっ。これくらいの痛みなら、一〇分あれば治るもの。で、でも、一〇分もここで過ごしたら、電車に乗り遅れてしまうわ！　あー困ったわー！　こんなとき、力持ちの男子がいてくれたらいいんだけどなぁー！」

　ちらちらと俺の顔をうかがう萌々花。

「わかった。俺が駅まで連れてってやる」

「うんっ。ありがと悠馬！」

「どういたしまして」

　その場にしゃがむと、萌々花が背中にもたれかかってきた。

　ぐにぐにと弾力のある物体が押しつけられ、一瞬ドキッとしちまったが、すぐに平静を取り戻す。

　いつもの俺ならドキドキしっぱなしだっただろうけど、さすがに怪我人相手に興奮するわけにはいかねえからな。

「これでよし、と。変なとこ触っちまっても、文句言うなよな」

「い、言わないわよ」

「ならいいんだが。悪いな風香、ここから先はひとりで走ってくれるか？」

「は～いっ！　おふたりはごゆっくり～！」

　ニヤニヤと笑みを浮かべてそう言うと、風香はぴゅーっと走り去っていった。

　俺は駅のほうへ足を運ぶ。

「……あんた、おんぶ上手になったわね。昔は下手っぴで、ほんのちょっと歩いただけであたしを落としてたのに」

「ガキの頃はひ弱だったからな」

　いまも特別力持ちってわけじゃないが、女子ひとりをおんぶするくらいの筋力はある。

「てか、よくそんな昔のこと覚えてるな。俺がお前をおんぶしたこととか、片手で数えるくらいしかないってのに」

　逆に、俺が萌々花におんぶされたことは両手両足の指を使っても足りないくらいある。

　なにせガキの頃は泣き虫だったからな。出かけるたびに泣きじゃくり、萌々花がおんぶして俺を家に送り届ける──ってのがお決まりのパターンだったのだ。

「悠馬におんぶされたのなんて数回しかないから、印象に残ってんのよ。しかもあたしをおんぶして『重い』だの『苦しい』だの……ほんと、失礼しちゃうわ」

「あのときはマジで重かったからな。でも、いまはそうでもないぞ」

「ほんとに？」

「ああ。駅までなら余裕で運べるから、安心してしがみついてろ」

「そうするわ。苦しかったらすぐに言うのよ？」

「おう」

　と返事をしたものの、苦しみなど感じるわけがない。

　いま俺は、好きな女の子を助けているのだ。力は無限に湧いてくる。駅どころか、このまま世界を一周できそうなくらいパワーが漲みなぎっているのだ。

「そ、そういえば」

　やる気満々で脚を動かしていると、萌々花がうわずった声で話しかけてきた。

「あんた、昨日のお昼はなに食べたわけ？」

「弁当だ。昨日、弁当持ってるところ見ただろ？」

「さ、さあ～、どうだったかしら？　あんたの手をまじまじと見たことなんてないから、気づかなかったわねぇ～」

「手！　とか叫んでなかったか？」

「そ、そうだったかしら？」

「それすら覚えてないのか……。お前、忙しすぎて頭が働いてないんじゃないか？　飯を作ってもらってる身でこういうこと言うのもなんだが、たまには休んだほうがいいぞ」

「そ、そんな心配されなくても頭ならちゃんと働いてるわよ！　証拠に、悠馬が転校生と一緒にいたことは覚えてるし！　ち、ちなみに、転校生となにしてたわけ？」

「なにって、べつになにもしてねえよ。たまたま弁当屋の前で鉢合わせたから、世間話をしただけだ」

「ふ、ふぅ～ん。あんたって、世間に興味あったんだ」

「あるに決まってんだろ」

「そ、それで、そのあとすぐに別れたのかしら？」

「いや、家まで一緒に帰ったぞ」

「どうして一緒に帰るわけ!?」

「きゅ、急に叫ぶなよ。耳がキーンってなるだろ……。一緒に帰ったのは、あいつがお隣さんだからだよ」

「お、お隣さん？」

「ほら、うちのとなりにアパートがあるだろ。あそこに住んでるんだ」

「それは奇遇ねえ……！」

「そうなんだよ。俺もびっくりしたぜ。っと、そうだ。麗奈の話をしたついでに、ひとつ聞きたいことが──」

「れれれ麗奈!?　あんたいま名前で呼んだ!?」

「ああ。昨日麗奈の家にお邪魔して、話してるうちに仲良くなったんだ。で、ここからが本題なんだが──」

「家に上がったの!?　しかも、さらに本題が!?」

「お前、マジでどうしたんだよ」

　さっきから幼おさななじみの様子が変だ。ハイテンション過ぎる。おかげで本題に入れない。麗奈のためにも、早いところ女子に人気のお出かけスポットを聞き出したいのだが……。




「あ、悠馬くん」




　突然、曲がり角から麗奈が現れた。

「よう、麗奈ぁあぁあああああああああああっ!?」

　ぎゅううっと首が締めつけられる。

「ちょ！　萌々花！　萌々花!?　首！　首ぃぃい！」

「あ、ああ、ごめんなさい」

　はっと我に返ったようにそう言うと、萌々花が拘束を緩めた。

　死ぬかと思った……。

　俺は呼吸を整え、おどおどしている麗奈にほほ笑みかける。

「よう、麗奈。なにしてるんだ？」

「恋ヶ崎神社まで出かけてたんですけど……悠馬くんたちはなにを？」

「ランニングしてたら萌々花が転んだんだ」

「あ、ああ、そういうことだったんですね。てっきり喧けん嘩かしてるんだとばかり……」

　麗奈は安あん堵どしたように吐息する。恋のキューピッドとして、俺と萌々花の関係に亀裂が走っていないことに安心したのだろう。

「ね、ねえ悠馬。早く駅につれてってちょうだい」

　萌々花が催促してきた。

　たしかに、のんびりしてるとバイトに遅刻しちまうな。

「それもそうだな。んじゃ、また学校でな」

「はいっ、また学校で」

　麗奈は嬉しそうに顔を輝かせ、ご機嫌そうに軽くスキップをする。

「はうっ!?」

　そして、足をもつれさせて転んでしまった。

「お、おい、だいじょうぶか？」

「へ、平気です……っつぅッ」

　立ち上がったものの、麗奈は顔を歪ゆがめる。どうやら足を痛めてしまったらしい。

　どうしたものかと思っていると、萌々花が小さくため息をついた。

「悠馬、おんぶしてあげなさい」

「でも、お前も足が痛いんだろ？」

「ううん、あたしなら平気。もう治ったもの」

　萌々花は俺の背中から降り、見せつけるようにその場で跳びはねる。

　瘦せ我慢じゃなく、マジで完治したらしい。

「ほんとに歩けるんだな？　無理してるわけじゃないよな？」

「……心配してくれてるの？」

「当たり前だろ」

　きっぱり告げると、萌々花は嬉しげに唇をほころばせる。

　そして、眉をつり上げた。

「あんたと違って、あたしは身体が強いのよっ！　これくらいへっちゃらなんだからっ！　だからあんたは雪ゆき野のさんを家まで運んであげなさいっ！　そしてすぐに帰宅するのっ！　いいわね？」

「おう」

「ならよし！」

　萌々花は満足そうにほほ笑み、その場を歩き去っていった。

「というわけで、家までつれてってやるよ。ほら、乗ってくれ」

「え、ですが……」

「遠慮するな」

「で、では、失礼しますね……」

　麗奈がおっかなびっくり俺の背中にもたれかかってきた。

　ふに、と背中にかすかな柔らかさが触れ、ふんわりとシャンプーの香りが漂ってくる。

　女子の匂いにちょっとだけドキドキしつつ、俺は歩を進めていく。

　ほどなくしてアパートにたどりつき、麗奈を地べたに下ろしてやる。

「わざわざありがとうございます。それと、すみませんでした……。せっかく桜さくら木ぎさんとふたりきりだったのに、邪魔するような形になってしまって……」

「気にするな。あいつとふたりきりになるチャンスは毎日あるからな。だからこれからも遠慮せずに話しかけてくれ」

「い、いいんですか？」

「もちろんだ。そうしてくれたら萌々花も喜ぶだろうしな」

「桜木さん、わたしと仲良くしたがってるんですか!?」

　麗奈は嬉しげに目を輝かせる。

「だと思うぜ。あいつ、麗奈に興味津々だしな」

「そ、そうですか……。桜木さんが、わたしに興味を……ふへへ」

　によによする麗奈。

　萌々花はクラスの中心人物で、女友達は大勢いるのだ。萌々花と友達になれたら、そのつながりで多くの女子と仲良くなれるだろう。

　多くの友達に囲まれて楽しく過ごす自分の姿を想像し、麗奈は幸せそうに頰を緩めてるってわけだ。

　麗奈の妄想を現実にするためにも、まずは萌々花との仲を取り持ってやるとするか。

「さて、んじゃ帰るわ。今日は安静にしろよな」

「はいっ。しっかり休んで、悠馬くんとお出かけするときまでに治しておきます！」

「おう。今日中にはどこに行くか決めるから、楽しみに待っててくれ」

　麗奈ははち切れんばかりの笑みを浮かべ、力強くうなずくのであった。
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　その日の夕方──。

　女子の喜びそうなお出かけスポットをたずねるため、俺は萌々花に電話をかけた。長いコール音のあと、留守番電話サービスにつながる。電話が無理なら──

「おーい、ももかー」

　部屋の窓を開け、じかに呼びかけてみる。

　萌々花の部屋は俺の部屋の向かいにあるのだ。屋根伝いに行き来できるほど近いので、これくらいの声量でも聞こえるはず。

　しかし待てど暮らせど返事はなかった。カーテンが閉めきられているため部屋の様子をうかがうことはできないが、電気がついていないことはわかる。反応もないし、まだ帰宅してないのかな。

　バイトは一時間ほど前に終わったはず。なのに電話に出ず、部屋にもいないってことは……

「神社かな」

　バイトの帰りに恋ヶ崎神社に寄り、親の手伝いをしているのだろう。巫み女こ姿のときはスマホを持ち歩かないって言ってたし、そうに違いない。散歩がてら行ってみるか。

　そうと決めた俺はリビングへ下り、風香のもとへ向かう。

「おーい。恋ヶ崎神社に行くけど、ついてくるかー……って、寝てんのかよ」

　風香はソファに背中を沈ませて、ぐーすか寝息を立てていた。ひさしぶりに運動をして疲れてしまったのだろう。

　風邪を引かないようにタオルケットをかけてやり、目覚めたとき不安にならないように書き置きを残し、俺は家をあとにした。

　夕日に染まる道を歩いていき、恋ヶ崎神社にたどりつく。鳥居を抜けて境内に入ると、ちらほらと参拝客が散見できた。

　恋愛成就の御利益がある神社だけあり、若い参拝客が目立つ。女性客は熱心に参拝しているが、男性客がここに来た目的はべつにあるようだ。中高生くらいの男連中は遠巻きに金髪の巫女さんを眺めていた。

　萌々花である。

　巫女装束に身を包み、ほうきで境内を掃いている。いつも活発な萌々花だが、巫女装束姿と相まって、おしとやかな女性に見える。

　ここでしか見ることができない幼なじみの姿に、俺はときめいていた。

　こういうのをギャップ萌もえというのだろうか？　いつもの元気いっぱいな萌々花も好きだが、楚そ々そとした萌々花も大好きだ。

　幻想的な巫女姿の幼なじみを目に焼きつけ、それから萌々花のもとへ歩み寄る。

「よう、忙しそうだな」

　仕事中なので遠慮がちに話しかけると、真剣な顔をしていた萌々花はぱっと花が咲いたように笑う。

「あら、悠馬っ。あんたがこんな時間に来るなんて珍しいわねっ。もしかして、あたしの容態が気になったとか？」

「それもあるが、その様子だと心配はなさそうだな」

「とーぜんよっ。普段から足腰を鍛えてるもの。あんたもあたしを見習いなさいよねっ。た、たとえば、お家まであたしをおんぶで運ぶとかどうかしら」

「それ、鍛えるどころか足腰がぶっ壊れそうなんだが」

　むっと眉をつり上げる萌々花。そんなに重くないわよ！　と言いたいのだろう。実際、萌々花は身長が低いし、同年代の女子に比べると体重は軽いけど、ここから家まで運ぶとなると話はべつだ。

「だったらあたしをおんぶできるように鍛えておきなさいっ！」

「手段と目的が逆になってるじゃねえか……」

「結果的に強きよう靱じんな足腰が手に入るんだからいいじゃないの！　ねっ、ねっ、そうしなさいよっ」

　やけにぐいぐい来るな。そんなに家まで運んでほしいのか？　……まあ、考えてみれば多忙な日々を過ごしてるわけだし、たまには楽したいよな。

「わかった。いつかおんぶで送り届けてやるよ」

「やったぁ！」





[image: ]





　萌々花は嬉しげに拳を握る。そんな幼なじみをじっと見つめていると、萌々花はハッとする。じんわりと頰を染め、

「べ、べつに悠馬にべたべたしたいわけじゃないわよっ？　た、ただ、家まで歩いて帰るのが面倒なだけなんだからね!?　お金があればタクシーで帰ってもいいんだから！」

「わかってるって」

　俺の思った通りだった。

　小さい頃からガキ大将のように振る舞ってきた萌々花が、俺に甘えたがるわけがない。それくらい百も承知である。

「ところで萌々花にひとつ質問があるんだが、いま忙しいか？」

「暇よっ！」

　食い気味に返事をする萌々花に、俺は質問を投げかけた。

「お前さ、はじめてのデートはどこに行きたい？」

「うーん、そうねぇ……って、」

　くわっと目を見開く。

「デート!?　いまあんた、デートって言ったの!?」

　非モテ街道まっしぐらの俺の口からそんな言葉が飛び出すとは思わなかったのだろう。萌々花は激しくうろたえている。

「ああ、言ったぞ」

　正しくはデートじゃないけどな。

　女子が喜ぶ場所につれてってあげたいし、デートスポットを教えてもらったほうがいいだろう。

　萌々花も恋人いない歴＝年齢なのでデートはしたことないだろうが、こいつには多くの女友達がいるのだ。その娘に『どこそこでデートした。楽しかった』的な話を聞かされたことがあるはずだ。

「悠馬が急にデートとか言いだすなんて信じらんない。ま、まさか……」

　ほうけたようにつぶやき、萌々花は拝殿のほうを振り返る。

「まさかやっと……？　やっとなの……？」

「やっとって、なにが？」

「な、なんでもないわよっ！　そ、それで、その……あたしが決めていいの？」

　萌々花がもじもじしながら上目遣いに訊きいてくる。俺はうなずき、

「萌々花に決めてほしいんだ」

　力強く告げると、萌々花はにこにこ顔になる。俺に頼られたことが嬉しいようだ。

「えへへ、あたしが決めていいのかぁ～。そうねぇ～、いろいろ考えたことはあるけど、いざ決めるとなると難しいわねぇ～。でもやっぱり、初デートはあそこがいいっ！」

「どこだ？」

「おしゃれなレストランよ」

「レストランか」

「も、もちろん高級じゃなくてもいいわよ？　大事なのはどこに行くかじゃなくて、誰と行くかだし……」

「なるほどな。なら、おしゃれなレストランを探してみるよ」

「うんっ。ありがと！」

「お礼を言うのは俺のほうだ。麗奈も喜んでくれるぜ！」

「──!?」

　萌々花の笑みが凍りつく。酸欠状態の金魚みたいに口をぱくつかせ、わなわなと身体を震わせている。

　ほうきを放り、がしっと俺の肩を摑み、

「あ、あんた……い、いま、いまなんて言った……？」

「麗奈も喜ぶって言ったぞ」

「ど、どうしてそこでその名前が出てくるのよ！　ていうかデートってそういうこと!?　どうなってんのよ!?」

　涙目で拝殿のほうを見る萌々花。

　新学期になってから様子が変だが、今日は一段とおかしい。本人は平気だって言ってるけど、やっぱり疲れが溜たまってるんだろうか。

「今日はもう帰って休んだほうがいいぞ」

「こんな精神状態で休めるわけないじゃないの！　ねえ、デートってどういうことよ！　あんたあの娘と付き合ってるわけ!?　いったいいつからよ！」

　なるほど、それで取り乱してるのか。たしかに十年以上の付き合いがある親友に恋人ができたら、びっくりするわな。

「付き合ってるわけじゃねえよ。さっきはデートとか言ったが、ほんとは一緒に出かけるだけだし」

　事情を説明すると、萌々花は少しだけ落ち着いた。

「そ、そうなの？　……うそじゃないでしょうね？」

「うそじゃねえよ」

　俺は萌々花一筋だ。

　ほかの女子と付き合うつもりはまったくない。

　そんな想いをこめて告げると、萌々花は疲れを吐き出すようにため息をついた。

「わかった。信じるわ。だけど、おしゃれなレストランに行くのはやめなさい」

「なんで？」

「気が変わったからよ！　べつの店に行きなさい、べつの店に！」

「べつの店って？」

「そんなのあたしが働くメイドカフェに決まってるじゃない！」

「メイドカフェじゃ麗奈は楽しめないだろ……」

　いくら俺でもそれくらいのことはわかる。メイドさんが働くカフェに女子を連れていくなんて、どん引きされてもおかしくないぞ。

「そんなことないわよっ。最近のメイドカフェは女性客もけっこう来るんだから。きっと雪野さんも楽しんでくれるわ！」

　熱弁を振るう萌々花。

「わかった。そこまで言うなら、メイドカフェに行くよ」

「そうしなさい。来週日曜の一二時から入ってるから、間に合うように来なさいよね！」

「おう！　相談に乗ってくれてありがとな！」

　萌々花に礼を告げ、ついでに参拝することに。拝殿のほうへ向かうと、萌々花が慌てて駆け寄ってきた。

「な、なにをお願いするのよ？」

「秘密だ」

「教えなさいよ。ま、まさか恋愛絡みじゃないでしょうね？」

「だから秘密だっての。こういうのって、誰かに教えたら叶わなくなっちまうだろ」

　そうして幼なじみを言いくるめ、『いつの日か萌々花とおしゃれなレストランでデートできますように』と願ったあと、俺は帰路についたのだった。
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　それから一週間が過ぎた、日曜日の正午過ぎ──。

　俺と麗奈は電車内で作戦会議をしていた。お題目は『どうすれば萌々花にかっこいいと思ってもらえるか』だ。

「女子にモテるのは紳士的な男の子だと思うんです」

　ふたり掛け席のとなりに腰かけ、麗奈は真剣そのものの表情で言う。

　麗奈は白いブラウスに淡いブルーのロングスカート姿だ。落ち着いた佇たたずまいと相まって大人の女性という印象を受ける。そんな見た目だからか、発言に説得力も出ている。

　なるほどな、と俺は深くうなずき、

「紳士的になるって、具体的にはどうすればいいんだ？」

「褒め上手になりましょう」

「それって、たとえば萌々花の前で、麗奈の服装とか髪型を褒めればいいのか？」

「はい。すると桜木さんは思うはずです。『悠馬って女の子を喜ばせるのが上手なのね。あたしもデートしてみたいわ』と」

「すげえ」

　魔法のような手口だ。

　感心しすぎて開いた口が塞がらない。

「でも俺、褒めるの苦手だからな……」

　こないだ萌々花に『普段はもっと可愛いだろ』って伝えたら、怒られたからな。まわりから見ると長所でも、本人的にはコンプレックスということもあり得るのだ。ただ闇雲に褒めればいいってものじゃない。いまのままでは、知らず知らずに萌々花の地雷を踏んでしまいそうで怖い。

「そのためにも、わたしで練習するんです。もちろん、わたしはぜったいに怒りません。なにを言われても大いに喜びます」

「気持ちは嬉しいけど、麗奈を喜ばせる練習をしても、萌々花を上手く褒められるようになるわけじゃないだろ？」

　なにを言われて嬉しいかは、ひとそれぞれなのだから。

「わたしの狙いは、悠馬くんに自信をつけてもらうことです」

「自信を？」

　こくりとうなずき、

「たとえ桜木さん本人がそうは思っていなくても、悠馬くんが自信満々に褒めたら、桜木さんは思うはずです。『悠馬の言う通りなのかも』と」

　と、自信たっぷりに言う。

「なるほど……」

　たしかに前回萌々花を褒めたとき、俺は自信なさげな口調だった。わざとらしく聞こえ──つまりはお世辞に聞こえ、萌々花は怒ったのだろう。

　褒める訓練を重ね、麗奈の言う通り自信満々に『可愛いぜ、萌々花！』と褒めることができるようになれば、萌々花は『お世辞じゃなく本当に可愛いと思ってくれてるのね』と喜んでくれるのだ！

「麗奈……。ありがとな。協力してくれるお前のためにも、褒め上手になってみせるよ」

「頑張って褒め上手になりましょうねっ」

　作戦会議が終わったところで、電車が止まった。

「メイドカフェって近いんですか？」

「商店街に入ってすぐのところだ」

　駅から出た俺たちは、日差しが降り注ぐなか、駅近くの商店街を訪れた。人通りの多い道を歩いていると、麗奈は不安そうな顔になる。

　そこらじゅうに男がいるし、これから向かうメイドカフェには男性客が大勢いるのだ。不安がるのも無理はない。

　萌々花いわく女性客も来るらしいが、客層的には男メインだ。いきなりメイドカフェはハードルが高いかもしれないな。

「メイドカフェはやめて、もうちょい女性客が多そうな店にするか？」

　俺が気遣うと、麗奈はふるふると首を振り、にこりとほほ笑む。

「わたし、メイドカフェがいいです。だって悠馬くんは、わたしのためにメイドカフェを選んでくれたんですよね？」

「俺が選んだっていうか、萌々花に勧められただけだが」

「でも、わたしのためにわざわざ訊いてくれたわけですし……その気持ちはすごく嬉しいです。それにわたし、前々からメイドカフェに行ってみたいなーって思ってましたから。可愛い衣装を見るのって楽しいですし。だから、こうして悠馬くんと一緒に行けることになって、すっごく嬉しいです」

「それ、ほんとに思ってる？　マジで遠慮とかいらねえんだけど……」

「ちゃんと思ってますよっ。メイドカフェで悠馬くんと楽しいひとときを過ごして、苦手意識を克服して……そして、メイドカフェで働けるくらいになってみせます」

　麗奈は力強く宣言した。

　遠慮しているのではなく、心からメイドカフェに行きたがっているようだ。

「そうなれるように俺も協力するぜ」

　麗奈が嬉しげに笑う。

「悠馬くんって本当に優しいですね。はじめての友達が悠馬くんみたいな素敵なひとで、わたし、とっても幸せですっ」

　などと話しながら歩いているうちに、メイドカフェにたどりついた。おしゃれな外観の店の前で、金髪のメイドさんが道行くひとたちにチラシを配っている。

　ふりふりのついたメイド服に身を包んでいるのは、俺の幼なじみ──萌々花である。

　萌々花は背の低さを──幼く見えるのを気にしているため、普段はもうちょい大人びた格好をしているが、メイド服はロリ系だ。大人っぽいワンピーススタイルも大好きだが、メイド服の萌々花もすげえ可愛い。

　あと髪型もいつもと違う。普段はポニーテールにしているが、今日はツインテールだ。童顔や服装と相まって幼さが際立つが、これはこれで超可愛い。

　可愛すぎる幼なじみに見とれていると、萌々花がちらっとこちらを見た。手招きされ、歩み寄る。

「遅かったわね。さっさと入りなさい」

　むすっとした顔でそう言って、ドアを開けた。こういうのって普通『お帰りなさいませご主人様』って歓迎するものじゃないのか？

　メイドらしからぬ口調で促され、俺たちは入店したのであった。







　メイドカフェに足を踏み入れた俺たちは、萌々花の案内で奥のテーブル席についた。

　ざっと見たところ、店に女性客はひとりもいない。八割ほど埋まった席には男性客しか座っていなかった。

　楽しげに駄だ弁べっているひともいれば、メイドさんとじゃんけんゲームで盛り上がってるひともいるし、美味しくなる呪文をかけてもらっているひともいる。

　店内に漂う楽しげな雰囲気に気持ちがほぐれたのか、向かいに座る麗奈はさほど不安を感じていない様子だ。

　この調子なら、早いうちに男への苦手意識を克服できそうだ。

「悠馬くん、やることはわかってますね？」

「ああ。わかってる。きちんと褒めてみせるぜ」

　やるべきことを確認し合ったところで、萌々花が水入りのグラスを運んできた。それをテーブルに置き、俺にメニュー表を渡してくる。

「このテーブルの接客はあたしが担当するって、ほかの娘たちに伝えてあるから。注文が決まったら、あたしを呼んでちょうだい」

「そうするよ。まずは麗奈から決めていいぜ」

　麗奈にメニュー表を渡し、俺は自然な感じで言う。

「あれ？　麗奈、いつもと髪型違うな」

「は？　いつもと同じじゃない」

　メイドらしからぬ口調で萌々花がツッコミを入れてきた。

　しまった！　なにも考えずに言ったけど、言われてみれば髪型いつもと一緒だった！　くそっ！　いきなり失敗しちまった……。これじゃ褒め上手なんて夢のまた夢じゃねえか……。

「わかりますっ？　実は毛先を一ミリ切ったんです！」

　ナイスフォロー！　さすが麗奈だぜ！

「やっぱり！　だと思ったぜっ。昨日見たときと違ったし！　いつもの髪型も可愛いけど今日の髪型も超似合ってるぜ！」

「嬉しいですっ」

「ふ、ふぅん。一ミリしか切ってないのに、よく気づいたわねぇ……！」

　萌々花が指先で毛先をいじいじしながら褒めてきた。

　よっしゃ、いい流れだ！　この調子でガンガン褒めるぞ！

「あと、今日の服装すげえ可愛いな！」

「はあ？　先週着てたのと同じじゃない」

　またしても萌々花につっこまれた。

　しまった！　あのときは萌々花に夢中で気づかなかったが、言われてみれば先週もこの服を着ていた気がする！

　これじゃ萌々花に『あのとき褒めなかったのに、どうして今日だけ？　ひょっとして、事前に打ち合わせしてたわけ？』って疑われちまう！

「わかりますっ？　実は先週、首元のタグを取ったんですよっ」

　フォローありがとな、麗奈！　助かったぜ！

「やっぱりな！　どうりで可愛く着こなしてると思ったぜ！　あれ、チクチクしてかなり鬱陶しいんだよな！」

「ですよねっ。おかげで毎日着たいと思えるくらい着心地がよくなりましたっ！　細かい違いもわかるなんて、悠馬くんってすごい褒め上手ですねっ！　なんだか紳士って感じがします！」

「いやいや、それほどでもないって」

　謙遜しつつ、ちらっと萌々花の様子をうかがう。

「お、おおお帰りなさいませご主人様」

　フリルのあしらわれたスカートの裾を摘まみ、軽く持ち上げる萌々花。胸元のリボンに手を添え、青い瞳でじぃっと俺を見つめる。

　い、いまさら挨拶だと？　いったいなぜ……。




「ひなちゃんは可愛いねぇ」

「ありがとうございます、ご主人様っ」

「あずちゃんのかけてくれた魔法で、めちゃくちゃ美味しく感じるよ」

「ありがとうございます、ご主人様っ」




　ふとまわりからそんなやり取りが聞こえてくる。

　ほかの客は褒め上手だ。

　もしかすると褒め上手になることで──紳士的に振る舞うことで、萌々花にご主人様として認めてもらえたのかもしれない。

　ちらっと麗奈の顔をうかがうと、ぱちっとウインクされた。どうやら麗奈も同じ解釈をしたようだ。

　やったぜ！　萌々花に『悠馬って褒め上手なのね』と思わせることに成功した！

　これで今回の俺の目的は達成された。

　お次は麗奈の目的だ。麗奈と萌々花に親睦を深めてもらわなければ。そして、学校でも気軽に話せる間柄になってもらうのだ。

　ごくごく水を飲みながら、どうやってふたりの距離を縮めようかと考えていたところ、

「わっ、美味しそう……」

　となりの席にオムライスが運ばれ、麗奈がぽろっとつぶやいた。

　どうやら腹ぺこらしい。

　まずは注文するか。

「お勧めのメニューを教えてくれ」

　萌々花はむすっとした顔でメニューを指さした。

「オムライスよ。注文してくれたらあたしがお絵かきしてあげるわ。あ、あんたのためにケチャップでハートマークを描いてあげてもいいんだからねっ！　も、もちろん個人的な感情じゃなく、あくまで仕事としてだけどっ！」

「わたし、オムライスがいいです」

　麗奈が挙手して言った。

「なら俺は違うのにしようかな」

「ま、待ちなさいっ！　うちのオムライスってけっこう……ううん、めちゃくちゃ大きいのよ！　女の子がひとりで食べるのはきついと思うわ！」

「でしたら──悠馬くん、一緒に食べませんか？」

「ふ、ふふふたりで食べるには小さすぎると思うわよ!?」

　きっと俺たちに満足して帰ってほしいのだろう。萌々花は異常なまでに俺たちの胃袋を気にかけている。

「じゃあ俺はサンドイッチにしようかな。これなら分け合えるし、オムライスとあわせて腹八分目くらいになるだろ」

「わたしたちって気があいますねっ。実はわたし、サンドイッチも食べてみたいなーって思ってたんですっ」

「なら決まりだな。萌々花、オムライスとサンドイッチを頼む」

「か、かしこまりぃ……」

　ぎこちなく笑い、萌々花は厨ちゆう房ぼうへと引っこんだ。

　かなり不自然な笑い方だったな、いまの。

　かれこれ半年くらいこの店で働いているはずだけど……まだ仕事に慣れてないのかな？　それとも知り合いに接客するのが照れくさいだけだろうか。

「悠馬くん、さっきの聞きました？」

　と、麗奈がによによしながら話しかけてくる。

「さっきの？」

「桜木さん、わたしのこと気遣ってくれたんですよ。オムライスだとお腹いっぱいになるって。あれって、わたしに好意があるってことですよね？」

「だな。萌々花が純粋に優しいってのも理由のひとつだが、少なくとも嫌いな奴にあんなこと言わねえよ。ほんと、可愛い上に優しいって、最強だよな。しかも料理上手だぜ？」

「桜木さんの作るお弁当、いつも美味しそうですもんねっ。さっき注文した料理も、桜木さんが作るんですかね？」

「オムライスはわかんねえけど、サンドイッチはそうだと思うぜ。メイドさんお手製って書いてあるし」

「もしかして、それでサンドイッチを注文したんですか？」

「まあな。萌々花の手料理は世界で一番美味いしさ」

「ふふ。悠馬くんは本当に桜木さんのことが好きなんですね」

「ああ。早く付き合いたいよ」

　そのためにもさらに麗奈に協力してもらい、萌々花に『彼氏にしたい系の異性』として認識してもらわなければならない。今日のところは成功したけど、褒め上手になる訓練も続けたほうがいいだろう。

「俺のことはさておき、麗奈のほうはどうなんだ？　男に慣れそうか？」

「うーん、どうでしょう……。いまは悠馬くんがそばにいるから平気ですけど、ひとりで来店しろと言われたら、不安になると思います」

「そっか。まあ、さすがにこの短時間で苦手意識を消し飛ばすのは難しいよな」

「はい……。でも、悠馬くんと出会う前に比べると、苦手意識は薄れていると思います。本当にありがとうございます」

「お礼なんていらねえよ。俺、まだなにもしてないし」

「そんなことありません。わたし、悠馬くんと一緒にいると楽しいですから。おかげで、父親の怖い顔も……嫌な記憶も、日に日に薄れていってますから。だから、これからも、悠馬くんとお出かけしたいです。楽しい記憶で嫌な記憶を上書きしたいです。また遊びにつれていってくれますか？」

「ああ。また遊びにつれてってやるよ」

「はいっ。そのときが来るのを楽しみに待ってますっ」

　麗奈は心から幸せそうに笑う。

　と、そこへ萌々花がピッチャーを手にして歩み寄ってきた。

「ず、ずいぶん楽しそうね。いったいなにを話していたのかしら？」

「いろいろとな」

「い、いろいろってなによ？」

「いろいろはいろいろだ」

「……まあいいわ。水を持ってきてやったから、注いであげるわね」

「ああ、頼む──冷たっ」

　ピッチャーからどばっと水がこぼれ、俺のズボンが濡ぬれてしまう。

「ごめんなさい、水をこぼしてしまったわ」

「べつにいいよ。これくらいすぐに乾くし」

「だめよ。そのままだと風邪を引いてしまうわ。こっちで乾かしてあげるから、あたしについてきなさい」

　萌々花は俺の腕を摑む。店長らしき女性に「ドライヤー借りますね」と告げ、俺を奥の部屋へと引きずりこんでいく。

　そして、更衣室みたいな場所に通された。壁際には化粧台があり、そこにドライヤーが置いてあった。

　萌々花はドライヤーを手に取ると、じろりと俺を見つめてくる。

「ねえ悠馬。ほんとに雪野さんとはなんでもないのよね？」

「なんでもって？」

「だーかーら、ほんとは付き合ってるんじゃないかって訊いてんのよ」

「違うって。こないだも言っただろ？　俺たちはただの友達だよ」

「でも、それにしては仲良さそうに見えたわよ？　こ、こここ恋人同士にしか見えないんだけど？」

　どうやら萌々花は、俺と麗奈の関係が気になって仕事に集中できないようだ。麗奈とはマジでただの友達なのだが、ただ否定したって、納得はしてくれないだろう。

　俺だって、たとえば福ふく村むらと女の子が楽しそうに出かけてるところを目撃しちまったら、付き合ってるんじゃないかって勘繰るしな。

　あまり言いたくはないのだが……

　萌々花の誤解を完全に解くには、事情を説明するしかないか。

「実は──」

　と、俺はこないだ麗奈に聞かされた事情を語る。

　話を終えたとき、萌々花はすまなそうな顔をしていた。

「今日のお出かけは、あの娘にとって大事なことだったのね……。なのに水を差しちゃうなんて、どうかしてたわ。本当にごめんなさい」

「べ、べつに謝るようなことじゃねえよ。それよりさ、お前、麗奈と友達になってやってくれねえか？　男より女と友達になったほうが、麗奈も嬉しいだろうし……」

　萌々花の面倒見の良さは俺が一番知っている。

　萌々花となら、麗奈も仲良くできるはず。

　麗奈はめちゃくちゃ良い奴だし、萌々花も好きになってくれるはずだ。

　しかし。

「それは聞けない相談ね」

　俺の頼みを、萌々花はばっさりと切り捨てた。

「な、なんでだよ？　麗奈、すげえ良い奴なんだぞ」

「だとしても、あんたの頼みは聞けないわ。だって、友達って誰かに強制されてなるものじゃないもの。あの娘と仲良くするかどうかは、自分で判断して決めるわ。もしあんたにお願いされて友達になったって知ったら、あの娘も悲しむでしょうし。だから、断らせてもらったのよ」

　実際、萌々花の言う通りなので、俺は反論できなかった。

　萌々花と麗奈──ふたりの意思を無視して無理やり仲良くさせても、すぐにぎくしゃくするだろう。

　ふたりが自分の意思で仲良くしようと思わない限り、ふたりは友達にはなれないのだ。

「いつの間にか乾いちゃったわね。席に戻りなさい」

　ドライヤーを使うまでもなくズボンが乾き、俺は麗奈のもとへ戻った。

　ひとり取り残されて不安になってしまったのだろうか。そわそわしていた麗奈は、俺を見るなり顔を明るくさせた。

「遅かったですね」

「悪い、びっしょり濡れててな。っと、もう料理来てたのか。先に食っててもよかったんだが」

「だめですよ。一緒に食べないと美味しさが半減しちゃいますから」

「それもそうだな。じゃ、さっそく食べるか」

「あっ、待ってください。まだオムライスに絵を描いてもらってませんから。悠馬くん、なにか描いてほしいものありますか？」

「んー……描いてほしいものはないし、麗奈が決めていいぞ。──っと、来たか」

　萌々花がケチャップを手にしてやってきた。

「なにを描けばいいかしら？」

「えっと、じゃあ……悠馬くんとわたしの名前をお願いします」

　萌々花がひくっと唇を震わせる。

「そ、それはつまり、相合い傘的なアレかしら？」

「ち、違いますっ！　ただ名前を書くだけでいいですからっ！」

　慌てて言う麗奈に、萌々花は吐息する。

「そ、そう。わかったわ。じゃあ──」

　萌々花はケチャップで俺たちの名前を書く。

　できあがったそれを見て、麗奈は戸惑うような顔をした。

「あの、これって……」

「漢字だとぐちゃぐちゃになるから、ひらがなにしたのよ」

「それはいいんですけど、わたしの名前……麗奈になってますよ？」

「そうよ。だって、あなたは麗奈じゃない」

　萌々花は照れくさそうに頰を赤らめて言う。

　言わんとしていることを察したのか、麗奈は嬉しそうに顔を輝かせた。

「は、はいっ。わたしは麗奈ですっ」

　嬉しそうな麗奈を見て、萌々花は微笑する。

「あたしは萌々花よ。苗字で呼ばれるとなんか違和感あるし、学校でも萌々花って呼んでちょうだい。まあ、嫌なら苗字呼びでもいいんだけど」

「よ、呼びますっ！　萌々花ちゃんって呼びたいです！　も、もしよかったら、わたしのことも名前で呼んでください！」

「そうするわ。学校でもよろしくね、麗奈さん」

「は、はいっ！　よろしくお願いします、萌々花ちゃん！」

　ぎこちなさは残るけど……

　それでも、萌々花は俺に言われたからではなく自分の意思で仲良くなろうと歩み寄り、麗奈はそれに応えた。

　ここから距離が縮まるかどうかはふたりしだいだが、麗奈は萌々花と仲良くしたそうにしているし、萌々花は自分の意思で名前呼びに切り替えたのだ。

　友達への扉は開けた。これなら麗奈は遠慮なく萌々花に話しかけることができるはず。交流を重ね、ふたりが親友と呼べる間柄になる日も、そう遠くはないだろう。

　サンドイッチを頰張りながら、俺は関係の進展に期待を膨らませるのであった。
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《　第四幕　幼おさななじみと転校生が落ちてきた日　》







　麗れ奈なと出会って三週間ほど過ぎた、四月下旬の金曜日。

　その日の昼休み、俺と萌も々も花かと麗奈は三人で弁当を食っていた。といっても机をくっつけているわけではなく、教室の最前列で横一列になっているだけなので、一緒に食べてるって感じはあまりしないのだが。

　ふとまわりを見ると、クラスメイトが楽しげにおしゃべりしながら昼飯を食っている。あんなふうにふたりにも談笑してほしいのだが──

「……」

「……」

　俺の両隣で、萌々花と麗奈は黙々と食事を進めているのだった。

　無言とはいえ、一応『一緒に弁当を食っている』ということになっているため、麗奈はとても幸せそうな顔をしているが……

　一方の萌々花は、どことなく不満げだ。時折こちらをチラ見しつつ、むすっとした顔で弁当を食っている。

　萌々花が言うには、『誰と仲良くするかは自分で決める』とのことだ。そして萌々花は自分の意思で『麗奈』と呼ぶようになった。

　麗奈と仲良くする意思は間違いなくあるはずだが、いまのところ、ふたりの仲に進展はないのであった。

　理由はわかる。

　なにを話せばいいかわからないのだろう。ふたりには共通の話題がないのだ。

　萌々花が不満げにしているのは『なにやってるの悠ゆう馬ま！　早く話題を振りなさい！』と思っているからに違いない。

　だったら俺が話題を作らねば！

　俺はちらっと麗奈の弁当を見て、聞こえよがしに言う。

「おー。麗奈の卵焼き、めっちゃ美味そうだな！」

　その途端、麗奈は花が咲くように笑った。

「悠馬くんの卵焼きも、すっごく美味しそうですよ」

「実際すげえ美味いからな。つっても作ったのは萌々花だが。萌々花の卵焼きは、マジで超美味いんだよ」

　ちらっと萌々花を見る。

　萌々花は、にやにやしていた。見るからに機嫌が良い。

　きっと心のなかで『よくやったわ悠馬！　最高の話題よ！』と思っているに違いない。

　さあ、お膳立てはしてやったぜ！

　思う存分、麗奈とおしゃべりしてくれや！

「……」

　だが、萌々花は話題に食いつかなかった。ウインナーに食いついている。

　たぶん謙遜しているのだろう。

　まあ、たしかに『あたしの卵焼きは美味しいのよ！』とは言いづらいよな。

　待ってろよ、萌々花！　すぐに食いつきやすい話題を振ってやるからな！

　再び意気込み、俺は麗奈に話しかけた。

「よかったら、俺の卵焼きと麗奈の卵焼き、交換しないか？」

「いいですよっ。卵焼きって、作ったひとの個性が出ますもんね。わたしの卵焼き、悠馬くんに気に入ってもらえると嬉うれしいんですけど……」

　俺たちはお互いの卵焼きを交換する。

　そして麗奈がじっと見守るなか、卵焼きを口に運んだ。

「すげえ甘いな」

「お口に合いませんでしたか……？」

　麗奈が不安そうに瞳を揺らす。

「いや、甘いのも好きだぞ」

　褒めた途端、てれっと頰を染める麗奈。

「気に入ってもらえて嬉しいですっ。では悠馬くんのもいただきますね？　──わあっ、ふわっとしてますね！　これ、だし巻き卵だったんですか。手が込んでますね……」

　感心した様子の麗奈に、俺は深々とうなずいてみせる。

「ああ、萌々花の弁当はマジで手が込んでるんだよ。こんなに美味い卵焼き、どうやって作ってるんだろうなぁ」

　これなら萌々花もリアクションしやすいはず！　萌々花はレシピを語り、麗奈はそれに感心し、今度一緒に卵焼きを作りましょう──ってことになるはずだ！

　俺は期待をこめて萌々花を見る。

「……うひっ」

　萌々花は超嬉しそうだ。

　しかし、俺の話題にご満悦ではあるものの、麗奈に話しかけようとはしなかった。

「おい、どうしたんだ萌々花？」

「べ、べつにどうもしてないわよっ」

　誤魔化すように目をそらす萌々花。

　どうも様子が変だ。もしかして……

「お前、やっぱり疲れてるんじゃないか？」

　家の手伝いに部活の助っ人にバイトにクラス委員長に俺の弁当作りに……とにかく俺の幼なじみは忙しい日々を過ごしている。

　こないだ指摘したときは『好きでやってるのよ！』みたいなことを言われたし、実際、いままでは多忙な毎日を過ごしつつも、はつらつとしていたのだが……

　しかし新学期が始まってから、急に涙目になったり、あわあわしたり、落ちこんだり、にやにやしたり、そわそわするなど、情緒不安定になっている。

　情緒不安定の原因はストレスだと本で読んだことがある。

　きっと多忙な日々を過ごしすぎて、ストレスになってしまっているのだ。

「なあ、ほんとにだいじょうぶなのか？」

「な、なによ。そんなにあたしのことが心配なわけ？」

「心配に決まってんだろ。俺の弁当作りが負担になってるなら無理しなくていいんだぞ。そりゃ萌々花と違って下手だけど、俺だってやろうと思えば弁当くらい作れるんだから」

「べつに負担になんてなってないわ。いつも言ってるじゃない。ひとり分作るのもふたり分作るのも同じだって。それでもあたしのことが心配なら、泊まりこみであたしの面倒を見なさいよ」

「泊まりこみか……」

「そ、そうよ。普段お世話してやってる分、悠馬をこき使ってやるわ。肩を揉もませたり、ふくらはぎを揉ませたり、足裏を揉ませたりしてやるわよ」

　俺が興味を引かれたようにつぶやくと、萌々花が積極的に提案してきた。

　マッサージばかり要求するってことは……

「そんなに疲れてるのか？」

「ま、まあ、それなりに疲れてるかもしれないわね。だ、だから……ねえ、うちに泊まりなさいよ」

　じぃっと俺を見つめ、萌々花が言う。

　女子の家に泊まるのは抵抗がある。

　そのうえ俺は萌々花のことが大好きなのだ。大好きな女子の家に泊まるのは、かなりの勇気と覚悟が必要だ。

　だけど俺は、いつも萌々花に世話になっているのだ。

　世話焼きの幼なじみのためになにかをしたいという気持ちはある。

　俺のマッサージで萌々花を癒すことができるなら、喜んでこの身を捧ささげる所存だ。

　それに……

　お泊まりで閃ひらめいたけど、これって萌々花と麗奈が仲良くなる絶好のチャンスだよな。

　一夜をともに過ごすことで距離が縮まるし、そこで楽しい想い出ができたら、今度こそふたりは友達になるはずだ。

　しかし、ただふたりを同じ部屋に閉じこめただけでは、計画は上手くいかないだろう。このままお泊まり会を開いても、萌々花と麗奈が会話を弾ませるとは思えない。

　ならば自然と会話が生まれるようなシチュエーションを作る必要がある。

　よし、決めた！




「勉強会しないか？」




　俺の唐突な提案に、萌々花はきょとんとした顔をする。

「勉強会？」

　俺はうなずき、

「中間試験まで、あと三週間くらいだろ？　いつも直前になって勉強を始めて焦るから、今回は早めに勉強しようと思ってな。泊まりこみで、がっつりとさ」

「あたしは毎日ちゃんと復習してるから勉強会なんてしなくていいけど……でも、悠馬はしたいのよね？」

「ああ。萌々花と勉強会をしたい。そして、無理のない範囲で勉強を教えてほしいんだ。そうしてくれたら、一時間だろうと二時間だろうと喜んでマッサージするぞ」

　俺が言うと、萌々花が優しげにほほ笑んだ。

「そんな何時間もマッサージしなくていいわよ。あんたが疲れちゃうじゃない。せっかくやる気になったんだから、勉強に集中してもらわないと困るわ」

「勉強に付き合ってくれるのか？」

「ええ。みっちり教えてあげるわっ」

「助かるぜ！　──っと、そうだ。せっかくだし、麗奈も一緒に勉強するか？」

　誘ってほしそうにちらちらこっちを見ていた麗奈は、しかし本当に誘われるとは思っていなかったのか、戸惑うように目をまるくした。

「わたしもご一緒していいんですか？」

「もちろんだ。萌々花もそれでいいよな？」

「ど、どうしてあたしに許可を求めるの！　まるであたしが悠馬とふたりきりがよかったみたいじゃない！　あ、あたしはべつに悠馬とふたりきりになりたくて勉強会に乗り気になったわけじゃないんだからっ！　純粋に勉強が好きなだけなんだからねっ！」

「萌々花ちゃんは好きこそものの上手なれを体現しているんですね。すごいですっ」

「ま、まあね。自慢するわけじゃないけど、成績は常に学年トップよ。だから、こういう言い方するとまた変な勘違いをされちゃいそうだけど、悠馬に勉強を教えるのはあたしが適任だと思うわ。も、もちろん、あなたが勉強会に参加するのは構わないんだけれど……ちなみにあなた、前の学校では何位くらいだったわけ？」

「成績は常にトップでしたよ」

「──!?」

　萌々花がぶるりと震える。

「も、もももしかして、あなたも悠馬に勉強を教えてあげたいとか思っているのかしら？　やめといたほうがいいわよ！　悠馬ったら、ほんっとものわかりが悪いんだもの！　ものすごく苦労することになるんだからね!?」

　萌々花に気遣われ、麗奈は嬉しげにほほ笑む。

「ご安心を。わたし、成績はいいですけど、教えるのは苦手ですから」

「そ、そう。ならいいの」

　萌々花は、安あん堵どするように表情を緩めた。

　おそらく麗奈によけいな苦労をかけさせたくなかったのだろう。……俺、そんなにものわかり悪いかな。

　地味にショックを受けていると、麗奈が顔を曇らせる。

「ただ……勉強には自信ありますけど、転校してはじめての試験ですから、ちょっと不安です。この学校の試験って、難しいんですか？」

「どうだろうな。ほかの学校の試験を受けたことがないから確かなことは言えねえけど、飛び抜けて難しいってことはないと思うぞ。俺でも平均七〇点は取れるし」

　ちなみに萌々花は常に九〇点台をキープしている。

　小学校からいまに至るまで、こいつの答案で九〇点未満だったものを、俺は見たことがない。

「麗奈は前の学校で何点くらい取ってたんだ？」

「得意な教科と苦手な教科でばらつきはありますけど、だいたい九五点前後です」

「お前って賢いのな」

　見た目の印象を裏切らない奴だ。

　素直に褒めると、麗奈は照れくさそうに頰を染めた。

「話を戻すが──麗奈は頭が良いし、わざわざ勉強会に参加する必要はないだろうけど、はじめての試験だからな。一緒に勉強したほうがいいと思うぞ」

「はいっ。ですので、勉強会の邪魔はしないと約束しますから、同席させていただけると嬉しいんですけど……」

　おずおずと頼まれ、萌々花は小さく鼻を鳴らした。

「べ、べつに参加したいなら参加すればいいじゃないっ！」

　麗奈はぱあっと顔を輝かせる。

「嬉しいですっ！　わたし、勉強会なんてはじめてで……しかもお泊まりもできるなんて夢みたいですっ。それで、えっと……当日はどこに集合したらいいのでしょうか？」

　いきなり麗奈の家に押しかけると、おばさんを驚かせてしまいそうだし、やるなら俺か萌々花の部屋だけど……

「どうする？」

「あたしの家でいいわ。いきなり大勢で悠馬の家に押しかけたら、風ふう香かちゃんが落ち着かないだろうし」

「あいつは賑にぎやかなのが好きだし、たぶん『レッツパーティっ！』とか言ってはしゃぐと思うぞ」

「それはそれで勉強に集中できないわよ」

「それもそうだな。じゃ、場所は萌々花の家にするとして……日時はどうする？」

「ふたりとも予定ないなら、明日の一五時頃に開催でどうかしら？」

「わたしはそれで問題ありません」

「俺もだ。じゃ、明日の一五時頃に萌々花の家に集合な」

　話がまとまり、俺たちは明日を楽しみにするのであった。





◆






　そして翌日、土曜日。

　リビングでドラマの再放送を見ていると、萌々花から電話がかかってきた。

『悠馬、いまなにしてる？』

「テレビ見てるぞ。なんで？」

『暇してるなら早めに来てもらおうと思ったのよ。麗奈さんが来る前にマッサージをしてほしくて』

　現在時刻は一四時三〇分。

　集合時間まであと三〇分くらいある。

　勉強前にマッサージするとへとへとになっちまうが、三〇分くらいなら体力を根こそぎ持っていかれることもないだろう。

「わかった。そういうことならすぐ行くよ」

『楽しみに待ってるわねっ！』

　よほど身体がこっているのだろう。萌々花はわくわくと声を弾ませて通話を切った。

　俺はぱぱっと荷造りを済ませると、家をあとにする。そして桜さくら木ぎ家の前で深呼吸した。胸がドキドキと高鳴っている。

　実を言うと今朝から緊張しっぱなしだったのだ。萌々花の家に泊まるのも要因のひとつだが、今日はもうひとつ不安要素がある。

　萌々花の地雷を踏み抜くことなく褒めることができるか不安なのだ。

「って、だめだだめだ。不安になるな、俺」

　バチンと頰を叩たたき、自分に活を入れる。

　大事なのは堂々と褒めることだ。自信なさげに褒めたらお世辞だと思われちまう。

　幸いなことに、俺は常日頃から『萌々花っておしゃれだよな』と思っているのだ。深く考えすぎず、ただ思ったことをストレートにぶつければ好意的に捉えてくれるはず。

　決意を固めたところで、インターホンを押す。ちょうど玄関の近くまで来ていたのか、すぐにドアが開かれた。

「遅かったわねっ！　なにやってたのよ！」

　発言とは裏腹に、萌々花は満面の笑みだった。その笑顔に一瞬見とれてしまったものの──

「っ!?」

　次の瞬間、べつのところに視線が釘くぎ付づけになってしまう。

　萌々花は、とんでもなくエロい格好をしていたのだ。

　ノースリーブのニットセーターで、ワキやら横乳やらが見えてしまっている。おまけに丈が短く、太ももから下が露わになっていた。

　こ、こいつ、なんて格好してやがるんだ！　エロすぎるぞッ！　思ったことをそのまま伝えたらドン引かれちまうじゃねえか！

「あらあら？　ぼけーっとして、どうしちゃったのかしら？」

　萌々花がからかうように目を細め、俺ははっと我に返る。

　おしゃれに疎い俺には露出狂にしか見えないが、きっとこれは流行のファッションなのだろう。

　だというのに俺が戸惑っているため、萌々花は『悠馬ってば、流行に興味ないのね』とあきれてしまったのだ。

　どうやって褒めればいいかはさておき、萌々花にあきれられっぱなしなのはごめんだ。おしゃれな萌々花は、おしゃれな男が好きなはず。萌々花に好きになってもらうためにも上手く誤魔化さなければならない。

「べつにどうもしてねえよ。忘れ物をしてないか考えてただけだ」

「そ。忘れ物はしてないわけ？」

「してないはずだ」

「だったらぼけっとしてないで、上がりなさい」

「おう。お邪魔しま──ッ!?」

　俺は再び立ち尽くす。

　きびすを返した萌々花の背中が剝き出しになっていた。ニットセーターの背中が大きく開かれていたのだ。

　さながら裸エプロンだ。背中にヒモは見当たらないし、ブラジャーすらつけていないのだろう。

　幼なじみの破廉恥な姿を目の当たりにして、俺の心臓が荒ぶり始める。

　なぜ萌々花はエロい格好をしてるんだ？　まさか俺を欲情させるため？

　……さすがにそれはないか。純粋におしゃれとしてこの格好をしているだけに決まっている。

「ねえ、どうしたのよ。さっきからあんた、様子がおかしいわよ。もしかして、あたしに見とれちゃったのかしら？」

　目元をにやにやさせ、からかうような口ぶりで言う。

「見とれてねえよ」

　もちろんうそだ。

　ほんとは見とれてしまったのだが、本音を言うわけにはいかない。

　萌々花に興奮していることがバレちまったら、ぎくしゃくしちまうしな。

「そ、そう。まあ、べつにあんたに見せるために着てるわけじゃないし、悠馬の感想とかどうでもいいけどっ！　ほら、さっさと上がってあたしにマッサージしなさい！」

　俺はハッとする。

「そういえば、その格好、マッサージしやすそうだな」

「あっそ！　そりゃよかったわね！」

　咄とつ嗟さに褒めると、萌々花がさっさと家に入ってしまった。

　どうやら失敗しちまったらしい。

　やっぱり『太ももが見えるところが良いね』とか『胸が強調されるところが好き』とか体つきと絡めて褒めたほうがよかったかな？

　……いや、そんなこと言ったら確実にどん引きされるし、それよりはマシか。萌々花に変態扱いされなかっただけでも良しとしよう。

「お邪魔しまーす」

　気を取りなおし、俺は桜木家に足を踏み入れた。

　家族は出かけているのか、屋内は静まりかえっている。萌々花のエロい格好にさえ目を瞑つぶれば、かなり勉強に適した環境だ。

　透き通るような白い肌を見ないように階段を上り、俺は萌々花の部屋を訪れた。

「さっそくあたしを気持ちよくさせてちょうだい」

　萌々花はベッドに腰かけると、俺に右脚を向けてきた。太ももの隙間からちらっと下着らしきものが見えてしまい、ドキドキする。

「ふくらはぎを揉むのか？」

「そうよ。ほら、あの娘が来る前にさっさと済ませちゃいなさい」

「りょーかい」

　煩悩と戦いつつ、萌々花の前にひざまずき、ふくらはぎに手を添える。

「痛かったらすぐに言えよ」

「わ、わかってるわよ」

　萌々花がうなずいたのを見届け、赤ちゃんのような瑞みず々みずしい肌を揉む。

　柔らかな手触りながらも、やはり運動をしているだけあり、引き締まっていた。

　とりあえず揉んでみたけど……ふくらはぎのマッサージって、これであってるのか？　ただ女子の脚を触ってるだけじゃね？　セクハラじゃね？

　ちらっと目線を上げて反応をうかがうと、萌々花はうつむいてしまっていた。唇を嚙かみしめ、なにかを我慢している様子だ。

　もしかして痛みに耐えてるのかな？　それとも、くすぐったいだけだろうか。

「なあ、これって気持ちいいのか？」

　確認すると、萌々花は赤面した。青い瞳で俺を睨にらみつけ、

「べ、べつに気持ちよくなんてないんだからっ」

「そ、そんなに怒ることないだろ」

「怒鳴ってないわよっ。で、でも、もうふくらはぎはいいわ。な、なんだかあたし、変な気分になっちゃうもの！」

　口早にまくし立て、萌々花は脚を引っこめる。

　そして、ベッドにうつ伏せになった。

　背中がざっくりと開かれたニットセーター。それに隠されているのは、おしりだけだ。正面を向いているときは半裸で済んだが、これではほとんど全裸である。

　将来的に結婚したいと思えるくらい好きな女子の全裸姿を目の当たりにして、俺は頭がおかしくなりそうだった。このままエロい姿を見ていると本能に屈してしまい、萌々花に覆いかぶさってしまいそうだ。

　早いところマッサージに集中しなければ！

　そして煩悩を振り払わなければ！

　そう自分に強く言い聞かせ、萌々花の太ももに跨またがると──ぐっ！　と背中のあたりを指圧した。

「ぁんっ！」

　萌々花が艶っぽい声を出す。

　幼なじみの口から漏れたとは思えないエロい声に、俺はどぎまぎしてしまう。

　この調子でマッサージをしたら、マジで本能に負けちまいそうだ。

「……ね、ねえ、どうしてやめちゃうの？　もしかしてあんた、恥ずかしいわけ？」

「べ、べつに恥ずかしくねえよ！　ていうか、お前こそ男にこんなことさせて嫌じゃないのかよ？」

「ほ、ほかの男にこんなことされるのは嫌だけど……でも、あんたなら平気よ」

　萌々花は、ぼそぼそ言った。

　どうやら萌々花は、俺のことを心から信用しているらしい。俺がエロい目で見るわけがないと、そう信じきっているのだ。

　俺は男だ。

　萌々花のことをエロい目で見てしまうことは多々ある。

　だけど、萌々花が俺を信じてくれているなら、本能に屈するわけにはいかない。

　エロいことを考えず、萌々花の信頼に応えなければならないのだ。

　そうと決まればマッサージに集中しないとな！　ちゃんとやり遂げてみせるぜ！　と、そうして意気込んでいたところ、

　ぴーんぽーん。

　と、インターホンの音が鳴る。

「来たみたいね。そこ退どいてちょうだい」

「へいへい」

　ベッドから下りると、萌々花が立ち上がる。

「ちょっと待ってなさいね」

　そう言い残し、萌々花が部屋をあとにした。

　ややあって、萌々花が戻ってくる。なにかいいことでもあったのか、ご機嫌そうな顔をしていた。

「わあ、綺き麗れいに片付いてますね」

　萌々花に続き、麗奈が部屋にやってくる。

　麗奈は、ジャージ姿だった。

　萌々花みたいなエロい格好をしてきたらどうしようかと思っていたが、色気は皆無だ。さすがにジャージ姿の麗奈を見てドキドキはしないし、これなら勉強に集中できそうだ。

　麗奈が俺を見て、安心したように息を吐く。

「よかった……。悠馬くんは普通の格好ですね。もし悠馬くんがおしゃれしていたらどうしようかと思ってました。……まあ、ひとりだけジャージなのは恥ずかしいですけど」

「恥ずかしがることないって。ジャージ姿、似合ってるしさ」

「ほんとですかっ。よかったです！　実はわたし、ジャージ姿が一番勉強に集中できるんですよ」

「気持ちはよくわかるぜ！　俺も──」

　しゃべっていると、ごほんと萌々花が咳せき払ばらいをした。

「ね、ねえ！　三人揃そろったことだし、さっそく勉強しましょうよ！」

「それもそうだな」

　俺たちはローテーブルのまわりに腰を下ろした。

「んじゃ、はじめるかっ！」

「はいっ！」

「悠馬、わからない問題があったら、遠慮なくあたしに聞きなさいよね！」

「おう、頼りにしてるぜ！」

　俺たちはテーブルに勉強道具を広げる。俺は数学の問題集、萌々花は英単語帳、麗奈は古文のプリントだ。

　そうして教材を取り出した俺たちは、さっそく勉強を開始する──っと、その前にやることがあるんだった。

「忘れないうちにこれ渡しとくぞ」

　俺は麗奈に用紙を渡した。

「これって……もしかして、過去問ですか？」

「ああ。期末試験の問題用紙だ。一年のときのだけど、それを見ればだいたいのレベルはわかると思ってな」

「助かりますっ！」

「どういたしまして」

　やることを終えた俺は、いよいよ数学の問題集に取りかかる。

　ちなみに俺たちは文系クラスだ。学年トップの萌々花はともかく、俺は理系科目が苦手である。

　そんなわけで、さっそく問題を解く手が止まってしまった。授業で習った記憶はあるのだが……

　これ、どうやって解けばいいんだっけ？　そんなに難しい問題集じゃないはずだが……ううむ。思い出そうにも、となりで大好きな女の子がエロい格好をしているのだと思うと集中できない。

「手が止まってるわよ。わからない問題があるんじゃないの？」

　萌々花がめざとく気づく。

「実はいきなり難題にぶち当たってしまってな。もしよければ教えてくれねえか？」

「しょうがないわねぇ。見せてみなさいっ」

　俺に頼られて嬉しいのか、萌々花は声を弾ませると、俺に身を寄せてきた。裸エプロンみたいな格好なので横乳が丸見えだ。もし萌々花が貧乳だったら、乳首が見えていたことだろう。

　って、なにエロいこと考えてんだ！　おっぱい見てる場合じゃねえだろッ！　わざわざ俺のために教えてくれるんだ、問題に集中しなければ！

「で、どこがわからないの？」

　甘い吐息が頰を撫なでる。俺は平常心を装いながら、問題を指さした。

「ふぅん、どれどれ？」

　萌々花はさらに俺に身体を寄せてきた。萌々花の身体から甘ったるい匂いが漂い、俺の心臓がバクバクと高鳴る。

　萌々花に心音が聞こえないか心配だ。

　もし聞こえたら、『緊張してるわけ？』ってからかわれてしまう。

　ドキドキしていると、問題と睨めっこしていた萌々花は顔を明るくさせた。

「ああ、これね。余裕よっ！　ちょっと待ってなさいっ！　ええっと……ここがこうで、こうなって、そんでもって………………解けたわよっ！」

「早いな。どうやったんだ？」

「一度しか言わないからよく聞きなさいっ。ここはね、こうやって、こうやって……え、ええと、ちょっと待ってね？」

　再び問題集とにらめっこする萌々花。

「あ、あれ？　さっきは解けたんだけど……え、えっと……ここが、こうなって、こうなって、で、こう……あ、ああ、解けた、解けたわよっ！　さぁて、今度こそ教えてやろうじゃない！　ここがね、こうなって、こうなって……え、ええと、ちょっと待ってね？」

　いったいどうしたんだ？　いつもならスムーズに教えてくれるのに。まさか俺みたいにドキドキしすぎて集中できないわけじゃないだろうし、単純に解説しづらい問題ってだけかな？

「難しいなら無理しなくていいぞ」

「わ、わかるわよっ！　ちゃんと解けたんだからっ！　ちょっと待ってなさい！」

　などと俺たちが騒いでいると、麗奈が横から問題集を覗のぞきこんできた。

「どの問題ですか？」

「これだ」

　麗奈はじっと問題を見て、にこりと笑う。

「これならわかりますよ。ここはですね、この公式にあてはめればいいんです」

　麗奈が数学の教科書を開き、公式を見せてくる。

「あ、なるほど。てことは、こうしたら……おおっ、解けた！」

「おめでとうございますっ」

「ありがとな。麗奈のアドバイスのおかげだぜ！」

「いえいえ、どういたしまして」

　嬉しそうに頰を緩める麗奈。

　と、そのとき、萌々花がパンと手を叩いた。

「思い出したわ！　ちょっと待ってなさい！」

　俺たちの会話をかき消すように声を張り上げ、萌々花が部屋を飛び出した。それから、すぐに駆け戻ってくる。

　萌々花の手には、白い箱があった。

「それは？」

　たずねると、萌々花は得意気に胸を張る。

「ケーキよっ！　すっごく美味しいって評判なんだから！」

「あっ。わたし、その箱知ってます！　デパ地下の有名店のケーキですよね？　こないだテレビでやってました！」

「あ、それなら俺も知ってるぞ。風香がすげえ食いたがってたからな。まあ、人気すぎて朝から並ばないと売り切れちまうから手に入らないって嘆いてたんだが……」

　萌々花はドヤ顔でうなずいた。

「ええ、そうよっ！　そのケーキを手に入れたのよ！　わざわざ早起きして買ってきたんだからっ！」

「わざわざ買ってきたのか？」

「朝六時に起きて買ってきたのっ！　ケーキがあったほうが勉強を頑張れると思ってね！　でしょ？」

「おう！　やる気が出てきたぜ！」

　ケーキに目がないってわけじゃないけど、目の前にあるのはテレビで紹介されるような有名店のケーキだ。

　それを食えるのだと思うと、テンションが上がる。

「わたしの分もあるんですか……？」

「もちろんよ。ひとりだけ仲間外れなんてかわいそうじゃない」

「ありがとうございますっ」

　麗奈は本当に嬉しそうだ。

　もしかすると麗奈との距離を縮めたくて、萌々花はケーキを買ったのかもしれないな。卵焼きの味付けから、麗奈が甘いものが好きなのはわかっていたことだし。

「あっ、そうだ！」

　と、麗奈が思い出したように手を叩いた。

　するとにこにこしていた萌々花が、急に顔を強ばらせた。突然麗奈が手を叩いたもんでびっくりしたのだろう。

「ど、どどどどうしたのかしら？」

「わたしもお菓子を持ってきてるんです。あとにしようと思ってたんですけど、せっかくなので出しちゃいますねっ」

「へ、へえ……なにを持ってきたわけ？」

　わざわざお菓子を持ってきてくれるとは思わなかったのだろう。戸惑うような顔をする萌々花に、麗奈はカバンからタッパーを取り出した。

「クッキーですっ」

「そ、そう。クッキーね！」

　なぜか安心したように吐息する萌々花。

　たぶんケーキじゃなくて安心したのだろう。ふたりともケーキだと、満腹になっちまうしな。

「そのクッキー、どこで買ったわけ？」

「これ、手作りですよ」

「手作りですって!?　わざわざ作ってきたの!?」

「朝五時に起きて作りましたっ！」

「朝五時に!?」

「はいっ！　頑張って作りました！　お口に合うと嬉しいんですけど……」

「た、食べてみてもいいかしら？」

「俺もいいか？」

「どうぞ召し上がってください」

　麗奈が緊張の面持ちで見守るなか、俺たちはクッキーを手に取り、一口囓かじる。

「おおっ！　美味いなこれ！」

　絶妙な甘さ加減だ。これなら飽きずにいくらでも食える。

「よかったです！　萌々花ちゃんはどうですか？」

「……美味しいわ」

「嬉しいですっ」

　麗奈は照れくさそうにはにかんだ。

　一方、萌々花はなぜかぷるぷると震えていた。あまりの美味しさに感動しているのかもしれない。

　この話題を膨らませれば、ふたりの会話は弾むはず。今度一緒にクッキーを作ろう、という流れになるだろう。

「マジで美味いよ、このクッキー。麗奈ってお菓子作りが得意なんだな」

「ほ、褒めすぎですよ……」

「んなことないって！　なあ、萌々花？　麗奈のクッキー、美味すぎるよなっ！　どんなレシピか気になるよな！」

「そうね！　でも、お菓子もいいけど、今日集まった目的は勉強よ！　ちゃんと問題集を解き終えるまで、おしゃべりは禁止よ！　ケーキもクッキーもおあずけなんだから！」

　萌々花の奴、やる気満々だな。

　もっとおしゃべりしたかったし、ケーキも食べたかったけど……ご褒美があったほうが勉強に力が入る。ここは萌々花の言う通りにするとしよう。

　そうして本格的に勉強会が幕を開けたのであった。





◆






　桜木家で夕食をご馳ち走そうになった俺と麗奈は、ひとまず帰宅した。おじさんたちが帰ってきたため、迷惑にならないよう自宅で入浴することにしたのだ。

「……ん？」

　風呂上がりに牛乳を飲みながら一息ついていると、スマホが振動した。麗奈からの着信だった。

「もしもし。どうした麗奈？」

『ふっふっふ。実はですねぇ、お風呂に入ってるときに、悠馬くんと萌々花ちゃんの仲を縮める名案が閃いたんですっ！』

「マジで!?　それ詳しく聞かせてくれ！」

　もちろんです、と麗奈は声を弾ませ、

『王様ゲームです！』

　自信満々に言った。

「王様ゲームって、あれか。割り箸に番号書いて、王様が指定した番号の奴に命令する」

『はい、それです。王様になれば、萌々花ちゃんの好きなタイプを聞き出したり、キュンとするシチュエーションを聞き出したりできますよ！』

「すげえ」

　魔法のような手口だ。

　素で聞くのが恥ずかしいことでも、ゲームという体裁を取れば聞き出せるじゃねえか！　さすが麗奈、頼りになるぜ！

「……あっ。でもさ、たとえば俺が王様になったとして、どうやってあいつの番号を特定するんだ？」

『ご安心を。わたしが自分の番号を伝えますから。そうすれば、残る番号が萌々花ちゃんです』

「それって、どうやって伝えるんだ？」

『ウインクです。わたしが右目でウインクしたら一番、左目でウインクしたら二番ということにしましょう』

「なるほど。それならあいつにバレることなく番号を把握できるな！」

『はい！　逆にわたしが王様になったときは、同じようにウインクで伝えてください！　萌々花ちゃんに同じ命令をしますから』

「りょーかい！」

　作戦会議が終わり、牛乳を飲み干した俺は、意気揚々と家をあとにする。そこで麗奈と合流し、ふたり揃って桜木家へ。

「王様ゲームしませんか？」

　そして萌々花の部屋に入るなり、麗奈が切り出した。

「いいわね！　やろうじゃない！」

　萌々花は食い気味に返事をした。すごいノリの良さだ。普通は『なぜ王様ゲーム？』と戸惑いそうなものだが……ま、深く考えるのはやめとくか。きっと勉強の前に軽く遊んで息抜きをしたかったんだろう。

「道具は持ってきてるわけ？」

「はい。さっき作ってきました」

　麗奈がテーブルに三本の割り箸を並べる。箸の先端には『１』『２』『王』と記されている。

「ええと、ここからどうすればいいんですかね？」

「あたしが割り箸を握るから、あんたらはそこから引きなさい。残ったひとつをあたしがもらうわ。残り物には福があるっていうし」

　異論はなかった。萌々花は番号が見えないように割り箸を握り、俺と麗奈が引く。

「よっしゃ！　俺が王様だ！」

　ガッツポーズすると、萌々花が悔しげに鼻を鳴らした。

「すぐに王様の座から引きずり下ろしてやるわ。で、何番に命令するわけ？」

　萌々花は自分の番号を見られないように手で隠して言う。

　ふっふっふ、そんなことをしても無駄だぜ！　俺には麗奈がついてるからな！　さあ、麗奈！　お前の番号を教えてくれ！

「……えい、えい」

　麗奈は両眼をぎゅっ、ぎゅっと閉ざしていた。

　ウインクできねえのかよ！　どうしてできる前提の作戦を立てたんだ……？　これじゃ萌々花の番号を把握できないじゃねえか……。

「なに黙ってるの？　さっさと命令しなさいよ」

　しょうがねえ。こうなりゃ二分の一に賭けるしかねえか！

「そ、そうだなー。命令したいこととか特にないんだが、せっかく王様になったことだしなにか命令するかー。うーん、なににしようかなー……」

　長々と前置きしつつ、俺は命じた。

「じゃあ、一番の奴、好きな異性のタイプを教えてくれ」

「一番って……」

「わ、わたしです」

　麗奈は、とても申し訳なさそうに挙手した。

　萌々花がぴくぴくと目元を痙けい攣れんさせている。見るからに怒っているが……。もしかして麗奈に対するセクハラだと思われちまったか？

「あ、あんた、どうして好きなタイプを知りたいわけ？」

「べ、べつに深い理由はねえよ！　た、ただほら、友達がどういう奴を好きなのか、なんとなく気になるだろ？」

「まあ、わからないこともないわね……」

　言い繕うと、萌々花は理解を示してくれた。

「だろっ？　そ、それで、麗奈の好きなタイプはどういう奴なんだ？」

「ええっと……そ、そうだ！　わたしの好きなタイプは、萌々花ちゃんの好きなタイプと同じです！」

　おおっ、ナイスだ！　これなら命令関係なく萌々花に好きなタイプを聞いてもおかしくない！　でかしたぞ、麗奈！

「あ、あああなた、あた、あた、あたたあたしと同じタイプが好きなわけ？」

「はいっ！　大好きです！」

「ふ、ふぅ～ん。そ、そそそうなんだ～！　それは奇遇ねぇ……！」

「はいっ！　奇遇ですね！」

　ちらっと麗奈にアイコンタクトを送られ、俺は小さくうなずいた。

「おいおい、お前らだけでわかりあうなよ。俺が王様なんだから、俺に伝わらないと意味ないだろ。ち、ちなみに萌々花の好きなタイプはどういう奴なんだ？」

「言わないわよッ！」

　ガチのトーンで怒鳴られた。

「な、なんかごめん……」

「べ、べつに謝らなくていいけど！　それより王様ゲームよ！　あたしが王様になるまで──」

『ももちゃ～ん。もう夜中よ～』

　と、ドアの向こうからおっとりとした声が聞こえてくる。おばさんに𠮟られ、萌々花はしゅんとした。

「……勉強を再開するわよ」

　俺と麗奈は、控えめな声量で「だな」「ですね」と答えるのだった。




　それからさらに時間が流れ、俺は今日やろうと思っていた範囲をすべて解き終えた。

　ふと壁がけ時計に目をやると、午前一時を過ぎたところだった。こんなにがっつり勉強したのは、はじめてかもしれない。さすがに疲れたし、集中力は完全に切れている。

　これ以上勉強しても頭に入ってこないし、そろそろ勉強会はお開きにしたい。したいのだが……

「……なあ、今日って萌々花の部屋に泊まるんだよな？」

「そうよ。泊まりこみで勉強したいって悠馬が言ったんじゃない。あなたもそのつもりで来たのよね？」

「はい。ご迷惑でなければ泊まらせてもらおうかと。お母さんにも、今日は帰らないって伝えてますし……」

　おどおどと語る麗奈に、萌々花はにこりとほほ笑みかける。

「べつに迷惑じゃないわよ。幸いあたしのベッドは大きいもの。悠馬は床で寝るとして、あたしとあなたが一緒に寝るくらいのスペースはあるわ。だから気にせず泊まりなさい」

　優しく告げられ、麗奈は安心したようにはにかむ。

「で、では、お泊まりしますね」

　宿泊が決まり、麗奈はそわそわし始めた。落ち着かない様子で太ももをもじもじさせ、ベッドのほうをチラ見する。

　どうやら緊張しているらしい。ま、無理もないか。

　なにせ麗奈は、友達の家に泊まったことがないのだから。

　友達とベッドを共有するだけでも緊張するだろうに、男がそばにいるのだ。同じ寝具を使うわけではないものの、ドキドキして当然だ。

　俺だって、ふたりの女の子と同じ部屋で寝るのだと思うとめっちゃ緊張するし。

「俺はべつの部屋で寝たほうがいいんじゃないか？」

「どうしてよ？」

「どうしてって、俺は男だぞ」

「あんたが男だってことは知ってるわよ。それに、男女が同じ部屋に泊まるのは、普通はありえないってことも知ってるわ」

　でも、と俺の瞳を覗きこんでくる。

「あたしたちにエッチなことをしようとか思ってるわけじゃないでしょ？」

「そんなこと思ってねえよ」

「よ、よく聞こえなかったから、もう一度だけ聞くわ。あたしにエッチなことをしようと思ってるわけじゃないでしょ？」

「思ってないってば」

「そ！　ならいいけど！」

　なぜキレる？　俺の態度、うそっぽかった？　マジで思ってないんだけどなぁ……。

「というわけで、全員ここで寝るわよ」

　と、萌々花が話をまとめる。

「んじゃ、そろそろ勉強は終わりにするか」

「ですね。さすがに頭がくらくらしちゃいます……。でも、おかげで自信がつきました」

「俺もだ。なんか賢くなった気がするよ」

「実際、賢くなってるわよ。最初は散々だったのに、最後のほうとかほとんど正解だったじゃない。ほんと、よく頑張ったわね」

「悠馬くん、偉いですっ」

「萌々花と麗奈が解き方のコツを教えてくれたおかげだぜっ。今日はわざわざ勉強に付き合ってくれてありがとな。ふたりのためにも、次の試験は一位になってみせるぜ！」

「残念ながら、悠馬が一位になることはないわっ。一年生のときから、一位の座はずっとあたしのものだものっ！」

「萌々花ちゃんはすごいですね。毎日忙しそうにしてるのに、ずっと一位なんですから」

「萌々花もすごいけど、麗奈だって賢いだろ。過去問、全問正解してたじゃねえか」

「あの問題は、一年生で習う範囲ですからね。それに勉強はできても、萌々花ちゃんには敵いませんよ。だって萌々花ちゃん、運動神経も抜群なんですから。体育のときなんて、すっごくかっこよくて、まるでヒーローみたいだなって思いました」

　心底感心した様子の麗奈に、萌々花は得意満面になる。

「だてに運動部の助っ人を頼まれてないわっ」

「本当に羨ましいです。わたし、運動が苦手で、前の学校でも成績が悪かったですから。特に水泳が苦手で……この学校ってプールがあるし、水泳の授業もあるんですよね？」

「ああ。六月の頭頃からあるぞ」

「あと一ヶ月くらいですか……」

　麗奈は憂鬱そうにため息をつく。

「じゃあ練習するか？」

「練習ですか？」

　俺はうなずき、

「水島ランドっていうレジャーランドの屋内プールで練習するんだ。電車で一時間くらいかかっちまうけど、あそこなら気温も天気も関係なく泳げるし」

　俺の提案に、麗奈は笑顔を弾けさせた。

「悠馬くんさえよければ、練習に付き合ってほしいですっ。……ですが、わざわざいいんですか？」

「もちろんだ。俺は暇人だからな」

「でしたら、コーチ役をお願いしますっ」

「おう！　俺に任せとけ！」

「そ、それっていつするの？」

　と、萌々花が羨ましげに割って入ってきた。

　きっと俺たちと一緒に遊びたいのだろう。萌々花は泳ぐのが大好きだからな。

　もちろん俺は、萌々花も誘うつもりでいた。

　萌々花と麗奈の距離は多少縮まったはずだが、まだどこかぎこちないのだ。

　レジャーランドに会話は不要。一緒に遊べば、自然と仲も縮まるはず。帰りの車内では想い出話に花を咲かせるはずである。

　それに萌々花の水着姿も見れるし！

「ふたりの都合のつく日だ。いつがいい？」

「わたしはいつでもだいじょうぶですよ。萌々花ちゃんはどうですか？」

「明日は昼からバイトだけど、明後日なら一日空いてるわ」

　明後日は月曜だが、学校は休みだ。

　今日からゴールデンウィークに突入してるし、混み合ってそうだが、朝から行けば練習くらいはできるだろう。

「じゃ、月曜の朝九時に出発ってのはどうだ？」

　異論はないようで、ふたりはにこやかにうなずいた。

　そうして話がまとまり、俺たちは勉強道具を片づける。それからローテーブルを部屋の隅っこに移し、ベッドの横に布団を敷き、

「電気消すわよ」

　俺たちが寝床に入ったのを見て、萌々花が電気を消した。ひさしぶりに萌々花の部屋に泊まるけど、豆電球をつけて寝るくせは相変わらずか。

　床で寝る俺を踏まないように、萌々花がベッドに身を移す。

「じゃ、じゃあ、ふたりともおやすみ」

「はい。おやすみなさい」

「あ、ああ。おやすみ」

　と言いつつも、俺は眠れそうになかった。

　なにせ心臓が緊張で高鳴りっぱなしなのだ。これでは眠ろうにも眠れない。

　それでも諦めずに目を閉ざし、睡魔の訪れを待っていると──




　どすん！




　と、なにかが落ちる音がした。

　薄目を開けると、目の前に萌々花がいた。

　こ、こいつって、こんなに寝相悪かったっけ？

　ていうか落下の衝撃でも目覚めないって、どんだけ熟睡してんだよ。俺はこんなに緊張してるってのに……。

　わかってはいたが、俺って萌々花に異性として認識されてないんだなぁ。

「うぅーん」

　萌々花が寝返りを打ち、俺に抱きつくような姿勢になる。

　むにむにと腕に胸が押しつけられ、甘い吐息が顔にかかり、俺の鼓動が加速する。

「……ふひ」

　幸せな夢を見ているのか、萌々花は唇をによによさせていた。いますぐ目覚めてほしいのだが……こんな顔を見せられたんじゃ、起こすに起こせないなぁ。

　しょうがない。ドキドキして眠れないけど、このままにしておくか！




　どすん！




　再び落下音がした。

　麗奈がベッドから転がり落ちてきたのだ。

　お前も寝相が悪いのかよ！

　俺が戸惑っていると、麗奈はごろりと転がった。

「むぎゅ……！」

　萌々花を押し潰し、俺のとなりに割って入ってくる。

「うぅん……くまごろー……」

　いつも『くまごろー』という名の抱き枕を使っているのだろうか。麗奈が俺に抱きついてきた。

　……ものすごく良い匂いがする。

　あと、顔が超近い。

　もう少し動いてくれたら、顔に唇が触れそうだ。

　俺がドキドキしていると、萌々花が上体を起こした。

「ふ、ふわぁ～。よく寝たわー……って、まだ朝じゃなかったのねー。って、あれー？　どうして床に落ちてるのかしらー？　あ、あらぁ～？　麗奈さんまで落ちてるじゃない。しょうがないわねぇ～」

　ちょうどいい。こいつになんとかしてもらおう。

「お、おい萌々花、麗奈をどうにかしてくれ」

「しょ、しょうがないわねー。あんた、ベッドで寝なさい」

「お、おう」

　萌々花のベッドを使うのも緊張するが、いまより遙はるかにマシである。俺は逃げるようにベッドに上がり、目を瞑る。

　最初はドキドキして寝つけなかったけど、一時間も経つ頃にはじわじわと眠気が湧いてきて──

　俺の長い一日が、ようやく終わりを迎えたのであった。





《　第五幕　喧けん嘩かした日　》







　そして迎えた月曜日。

　我が家に集合したあと最寄り駅へ向かい、列車に揺られること一時間。そこからさらに無料送迎バスに乗ること五分──。

　俺と萌も々も花かと麗れ奈なは、目的地の水島ランドに到着した。

「ふわあ……立派なところですね……」

　水島ランドを見上げ、麗奈がぽかんと口を開けている。子どもの頃から友達がおらず、家族仲も良くなかったため、こういう場所を訪れるのははじめてなのだろう。

　レジャーランドを前にして、麗奈は目をキラキラと輝かせていた。無邪気に喜ぶ麗奈を見ていると、遊びに誘ってよかったと思えてくる。

「ここにはプールだけじゃなくて、温泉とかサウナとか宴会場とかゲームコーナーとかもあるんだ。それだけ詰めこんだら、必然的に建物もでかくなるさ」

「そんなにたくさんの施設があるんですねっ。……でも、わたし泳ぐの下手っぴなのに、こんなに立派なところを使わせてもらってもいいんでしょうか」

　麗奈は尻込みする。

　プロが試合で使うような球場を前にしてドキドキする球児のように、水島ランドのゴージャスな雰囲気に押され、心が怯ひるんでしまった様子だ。

「だいじょうぶだって。水島ランドはレジャー施設なんだから、泳ぐのが苦手なひとでも楽しめるようにできてるしさ。それに、ちゃんと教えるから、すぐに上手に泳げるようになるって」

　俺が励ますと、麗奈は途端に顔を明るくさせた。

「今日はお願いしますね、悠ゆう馬まくん。それとも、コーチと呼んだほうがいいですか？」

「悠馬でいいよ」

　コーチと呼ばれるほど泳ぐのが得意なわけじゃないし。むしろガキの頃は泳ぐのが苦手だったくらいだ。

　しかし、夏になるたびに萌々花にプールに連れていかれ、小学四年生になる頃には二五メートルを泳ぎ切ることができるようになったのだ。

　あのときの萌々花の指導方法を思い出しながら教えれば、麗奈を立派なスイマーにすることだってできるはず。泳げるようになれば、麗奈は大喜びするはずだ。

　やるぞ！　やってやる！

　喜ぶ麗奈を想像し、俺は猛烈にやる気を滾たぎらせる。

　そんな俺の視界の端に、ぷるぷる震える物体が映っていた。

「さっきからどうしたんだ？」

　気になってたずねると、萌々花はびくっと身体を震わせた。俺の家に集合したときから萌々花はずっとこの調子だ。

　いつもは季節感のある格好なのに、今日はなぜかジャージ姿だ。どんな格好でも褒めるつもりだったが、まさかのジャージに戸惑ってしまい、いまに至るまでスルーしている。

　こないだの麗奈みたいに理由がわかれば褒めるのだが……。ともあれ、ジャージなので少なくとも寒さに震えているわけじゃないはずだ。

　きっとこれは武者震い。プールを前にして、心が奮い立っているのだろう。

「べ、べつにどうもしてないわっ」

　萌々花がバッグを後ろ手に隠す。

　見られちゃまずいものでも入ってるのか？　今日は泳ぐだけだし、水着しか持ってきてないはずだが……

　まあいっか。こうしてる間にもお客さんがどんどん入ってるし、のんびりしてると泳ぐスペースがなくなっちまう。

「早く入ろうぜ！」

　俺たちは水島ランドへと踏みこんだ。

　入場料を支払い、更衣室へ向かう。

「楽しそうな声が聞こえてきますねっ」

　どこからともなく聞こえてくる賑にぎやかな声に、麗奈のテンションが上がっていく。

　そんな麗奈をほほ笑ましく思っている間に、更衣室にたどりついた。ふたりと別れて、俺はひとりで男子更衣室へ身を移す。

　ゆったりとした海パンに着替えると、更衣室をあとにした。そして、通路の出口付近にある待合室で待機すること五分──。

　待合室のドアが開き、




「ええと……あっ、いた。悠馬くん、お待たせしました」




　麗奈がやってきた。

　俺を見つけ、とててっと歩み寄ってくる。そして俺のとなりに腰かけ、そわそわする。

　待合室の席は六割ほど埋まっており、男女比は男のほうがやや多め。しかし男が苦手な麗奈のために女性が多い場所に座っている。そわそわしているのは、男の視線を気にしているからじゃないはずだ。

　となると、ただ単に水着姿だから落ち着かないだけだろう。

　ちなみに麗奈はスクール水着姿だ。

　実のところ、ビキニ姿に期待していたのだが……これはこれでありだ。可愛い女の子が水着姿になっているだけで、眼福ものだしな。

　それに……

　萌々花に比べると胸は控えめだが、たしかな膨らみを感じるし、白い肌は陶器みたいになめらかだし、すらっとした生脚を見ていると、不覚にもどきっとしてしまう。

　好きな娘がいるのに、麗奈にドキドキしてしまうなんて……。

　男なのでしょうがないこととはいえ、ちょっとだけ罪悪感を抱いてしまう。

「す、すみません……」

　と、なぜか謝る麗奈。

「なんで謝るんだ？」

「だ、だって……悠馬くん、ビキニを期待したんじゃないですか？」

　ぎくっ。

　な、なんでわかったんだ？　顔に出てた……？

「やっぱり期待してたんですね」

　無言を肯定と捉えたのか、麗奈がため息まじりに言う。

「い、いやまあ……否定はできないな」

　誤魔化すのを諦めると、麗奈は暗い顔でため息をつく。

「お母さんの言う通りでした……。男の子とプールに行くなら、ビキニのほうがいいって勧められたんです。だけどわたし、ビキニなんて持ってなくて……」

「気にするなって。そもそも今日は練習のために来たんだしさ。スク水のほうが適してるだろ」

「そ、そうですかね？」

「そうだって。それに水泳は一回切りってわけじゃないんだ。俺はスク水も好きだけど、もし麗奈がビキニのほうがいいっていうなら、今度着てくればいいだろ。なんだったら、買い物にも付き合うしさ」

「ほんとですかっ？　また一緒にお出かけしてくれるんですかっ？」

「もちろんだ。夏休みになったらプールとか海とか行きまくろうぜ！」

「はいっ。わたし、こんなに夏休みが待ち遠しいのははじめてですっ！」

　よほど嬉うれしかったのか、麗奈は涙ぐんでいる。

　ほんと、大おお袈げ裟さな奴だな。

　麗奈と話してると、もっと楽しませたくなっちまうぜ。

　上手に泳げるようになったら今日一番の笑顔を見せてくれるだろうし、俺もコーチ役を頑張らないと！

　そのためにも、早く萌々花に来てほしいのだが……

　あいつ、やけに遅いな。

「萌々花はどうした？」

「萌々花ちゃんは、着替えるのに手間取ってるようでした」

「手間取ってる？」

「はい。わたしが着替え終わっても、まだ服を着てましたし。もしかして、体調が悪いのでしょうか？」

　心配そうな顔をする麗奈。

　俺も心配だ。

　最近様子が変だったし、ついに日頃の無理がたたってしまったのだろうか。

　だとしたら、麗奈には悪いが、今日のところはお開きにするのだが……

　と、そのとき。




「待たせたわね」




　いつの間にか待合室に来ていた萌々花が、俺のもとへ歩み寄ってきた。

「ふぉっ!?」

　その姿を見て、俺の口から変な声が出た。さっきからやけに待合室がざわついていると思っていたが、その理由がやっとわかった。

　萌々花が、真っ白なマイクロビキニに身を包んでいたのだ。……包んでるっていうか、大事なところを隠してるだけだが。

　雪のように白い肌と相まって、遠目に見ると全裸のようだ。これはきわどすぎる……。破廉恥罪で係員に注意されないか、少し心配になってくる。

　萌々花がそわそわしてたのって、このビキニのせいだったのかな？

　きっとそうだ。超エロいもの。これからこれを着るのだと思うと、緊張するのも無理はない。

　男に例えると、股間に葉っぱだけをつけているようなものだ。

　にしてもすげえな、こいつの胸……。

　運動をしているからだろう。すらりとした脚や、引き締まったお腹にも目がいくけど、なにより目を引くのがおっぱいだ。

　萌々花が巨乳だってことはもちろん知っていたが……着瘦せするタイプだということは知らなかった。

　まさかここまででかいとは……。

「ちょっと悠馬。まじまじ見過ぎよ……」

「わ、悪いっ」

　俺はすぐさま目をそらす。

　いけねえ。俺としたことが完全に見入ってしまっていた。

　いつもなら『べつに見てねえよ』と誤魔化すところだけど、ガン見しちまったしなぁ。さすがにこれは言い逃れできないぞ。

　幼おさななじみをエロい目で見てしまったことがバレちまったら俺たちの家族みたいな関係にひびが入っちまう。

　萌々花との関係がぎくしゃくするのだと思うと、憂鬱になってきた。

　が、しかし。

「べつに謝らなくていいわよ……。見てもらったほうが、わざわざ水着を新調したかいがあるもの」

　萌々花は気にしていない様子だ。

　嫌がるどころか、照れくさそうにはにかんでいる。

　どうやら萌々花は、胸ではなく水着を見られたと思っているようだ。

　俺は胸を撫なで下ろしつつ、萌々花にたずねる。

「わざわざ今日のために買ってきたのか？」

「そうよ。昨日、バイト帰りにね。べ、べつにあんたに見てほしくて買ってきたわけじゃないけどっ！」

「言われなくてもわかってるっての」

　萌々花は胸が超でかいからな。

　去年買った水着のサイズがあわなくなってしまったのだろう。

「萌々花ちゃん、似合ってますよ。まるでモデルさんみたいです」

　麗奈がおずおずと萌々花を褒めた。

　麗奈が自分から萌々花に話しかけるなんて珍しいな。こないだの勉強会で仲が深まったのだろうか。あるいは、楽しげな雰囲気に気分が高揚し、積極的になっているのかもしれない。

　なんにせよ、これは良い兆候だ。

　この調子で麗奈が積極的に話しかければ、ふたりが心から気を許せる友達になる日も、そう遠くはないだろう。

「ありがと。麗奈さんの水着も似合ってるわよ」

「ありがとうございますっ。悠馬くんっ、萌々花ちゃんに褒められちゃいました」

「ちゃんと聞いてたよ。よかったな」

「はいっ」

「ねえ、おしゃべりするのもいいけど、早くプールに行きましょうよ」

　萌々花が落ち着かない様子で急かしてきた。

　視線が気になるのだろう。萌々花はどこにいても目立つし、注目されるのは慣れているはずだが、今日はビキニ姿。さすがの萌々花も恥ずかしいようだ。

　俺は男連中から寄せられる嫉妬の眼差しに見送られつつ、ふたりとともに待合室をあとにしたのであった。
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「うわぁ～！　すごいです！　プールがたくさんありますよ！　すべり台まで！」

　プールサイドにやってきた途端、麗奈が大はしゃぎした。そのとなりでは萌々花がわくわくとした眼差しであたりを見まわしている。

　正午前とはいえ、ゴールデンウィーク真っ盛りだ。お客さんは大勢いる。そこかしこで賑々しい声が響いている。

　しかし賑わってはいるものの、プールが広いため混雑している感じはしない。これなら思う存分に練習できそうだ。

「これだけ多いとどこで泳ぐか迷っちゃいますね」

「だな。とりあえず説明しとくと、あそこにあるのが二五メートルプールで、向こうのが五〇メートルプール。あっちのが流れるプールで、そのそばにあるのがキッズプールだ。向こうにフードコートもあるし、準備運動がてら軽く練習したら飯にしようぜ」

「いきなり練習するわけ？」

　萌々花が難色を示す。

「そりゃ練習のために来たわけだしな」

「だとしても、まずは軽く遊んで水に慣れたほうがいいわよ。水泳部の娘こも『カナヅチを克服するために一番大切なのは水を怖がらないこと』って言ってたもの」

「わざわざ水泳部に聞いてくれたのか？」

「ええ。水泳部のアドバイスに従って練習したほうが効率的でしょ」

「だな。わざわざアドバイスを聞いてきてくれて助かったよ」

「わたしのために、ありがとうございます。すっごく嬉しいです！　萌々花ちゃんって、とっても優しいんですねっ」

　萌々花は照れくさそうに頰を染めた。

「べ、べつに優しいとかそんなんじゃ……たまたま水泳部の部員から電話があったから、ついでに聞いてみただけよ」

　ごにょごにょと言う。

　俺としてはすぐにでも練習するつもりだったが、せっかく萌々花がアドバイスを聞いてくれたんだ。

　練習は軽く遊んでからにするか。

「遊ぶとなると、流れるプールかウォータースライダーのどっちかだな。流れるプールに行くなら、売店で浮き輪をレンタルしたほうがいいと思うが。ふたりはどっちがいい？」

「あたしはウォータースライダーに一票！」

「わたしもウォータースライダーに一票ですっ」

「俺たち気があうな」

　満場一致で決まり、俺たちは温水シャワーで身体を洗い流したあと、ウォータースライダーへと向かう。

　螺ら旋せん階段を上りきると、数人の客がいた。スタート地点のそばには係員の女性が佇み、安全確認をしている。

「次の方、どうぞー」

　先客がすべり終え、俺たちの番がまわってきた。

「あたしが一番でいいかしらっ？」

「はいっ。お先にどうぞ」

「ありがとっ！」

　萌々花はうきうきしながらスタート地点におしりをつけ、すべり台の縁からパッと手を離す。

「ひゃあああああああああああああああああああ──……」

　楽しそうに声を響かせながら姿をくらまし──ばしゃーん、と着水音が聞こえてきた。

　びびっちまったのか、麗奈が一歩あとずさる。

「次、どっちが行く？」

「ゆ、悠馬くんからお先にどうぞ」

「わかった。先に下で待ってるぞ」

　俺はスタート地点におしりをつけ、係員の合図と同時に、縁から手を離した──瞬間、勢いよくすべり落ちる。びゅわああっと風切り音が耳を打ち、水しぶきを巻き上げながら右へ左へカーブして、すべり台から放り出された。

　ばしゃーん！

「こちらへ移動してくださーい」

　プールサイドに立っていた係員の指示に従い、プールの隅へ泳いで移動する。

　そこには先に飛びこんだ萌々花がいた。

　俺を見て、楽しげに笑いかけてくる。

「すっごい迫力だったわね！　正直なめてたわ！」

「だな！　振り落とされるかと思ったぜ！　麗奈が来たらもう一回すべろう──って」

　俺はぎょっとした。

　ビキニがずれ、桜色の突起物が露出していたのだ。ぱちゃぱちゃと波に打たれ、乳首が見え隠れしている。

「一回と言わず、昼まですべり続けましょっ！　今日は一日ここで過ごすんだし、練習は昼からでも遅くはないわよっ！」

　そうとは知らず、萌々花は子どもみたいにはしゃいでいる。

　う、うわぁ……どうしよ。

　これ、教えたほうがいいよな？

　いまは俺しかいないけど、プールサイドにはお客さんたちが行き交っているのだ。ここから出たら、大勢にあられもない姿を見られることになっちまう。

　お前、ぽろりしてるぞ──とか指摘すれば気まずくなるが、放っておけば萌々花が恥をかいてしまう。

　このままでは一生のトラウマになりかねない。

　ぶっちゃけ、すげえ恥ずかしいけど……

　萌々花が──大好きな女の子が恥ずかしい目に遭うよりはマシだよな！

「な、なあ、萌々花」

　おどおどと話しかけると、萌々花がくすりと笑う。

「なにびくびくしてんのよ。もしかして悠馬、ウォータースライダーにびびったわけ？　ふふ、可愛いところあるじゃない」

「ち、違ぇよ！　びびったわけじゃなくてだな！　その……」

　ちらっと萌々花の胸を見る。

「お前……水着がずれてるぞ」

「水着？　……え!?　うそっ、やだ！」

　萌々花は自分の胸元に視線を落とし──かあああっと顔を赤らめた。俺に背中を向け、慌ただしく水着を直す。

　それから、ちらっとこちらを振り向き、

「……み、見た？」

　真っ赤な顔で、たずねてきた。

「み、見てねえよ」

「うそつかなくていいわよ。べ、べつに怒ったりしないから……」

「……ほ、ほんとか？」

　萌々花は恥ずかしそうにうなずき、うっすらと微笑した。

「ほんとよ。だって、悠馬はあたしのために教えてくれたんだもん。だから、ありがと」

「お、おう。そういうことなら、どういたしまして」

　一時はどうなることかと思ったが、どうにかなった。

　萌々花も穏やかにほほ笑んでくれてるし、これなら気まずい思いをすることなく、引き続き遊べそうだ。

　俺が安あん堵どしていると、萌々花が顔を覗きこみ、からかうように訊きいてきた。

「ねえ、あたしのおっぱいを見て、ドキドキした？」

「そ、そんなわけねえだろ！　昔一緒に風呂に入った仲なんだし！」

　俺は咄とつ嗟さに誤魔化した。素直に『欲情しました』などと言えば、待っているのは侮蔑の眼差し。本心を悟られるわけにはいかない。

　しかし萌々花は納得がいかない様子で、

「それって小学生のときじゃない。あのときとは体つきが違うわよ？　ほんとはドキドキしたんでしょ？」

「だからしてないっての！」

「な、なんでよ！　も、もしかしてあんた、ちっちゃいおっぱいのほうが好きなわけ？」

「なんでそうなるんだよ！」

「だってそれしか考えられないじゃない！」

　ちっちゃいおっぱいより大きいおっぱいのほうが好きだが、それを言うと誤魔化しきれなくなっちまう。萌々花の胸に欲情したと認めることになっちまうのだ。

　だったら──

「そ、そうだよ。お前の言う通り、俺は小さいほうが好きだ。だから俺は、萌々花の胸を見ても、変な気持ちにはならないんだよ！」
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「──ッ!?」

　萌々花が愕がく然ぜんとする。

　じんわりと青い瞳に涙を浮かべ、ぎろりと睨にらみつけてきた。

「悠馬のロリコン！」

「ロ、ロリコンではないだろ！　べつに幼女が好きって言ったわけじゃないし！」

「同じよバカ！　そんなにちっちゃいおっぱいが好きなら、麗奈さんと一緒にいればいいじゃない！」

「あっ、おい！」

　萌々花がプールサイドに飛び出した。

　となりの流れるプールに飛びこみ、あっという間に遠ざかっていく。

　ばしゃーん！

　と、水しぶきが巻き上がり、麗奈が水をかき分けながら、ゆっくりと近づいてきた。

「お、お待たせしましたっ！　思ってたより高くて、ちょっと怖くて、遅れちゃって……あれ？　萌々花ちゃんはどこに……？」

　きょろきょろとあたりを見まわす麗奈。

「どっか行っちまったよ」

　俺がため息まじりに告げると、麗奈が心配そうな顔をする。

「なにかあったんですか？」

「べつにたいしたことじゃないよ。よくあることだからな」

　萌々花とは長い付き合いだ。

　最近はめっきり減っていたが、昔はけっこう喧けん嘩かした。萌々花がご機嫌斜めになるのは珍しいことじゃない。あとで昼飯でも奢おごってやれば、機嫌をなおしてくれるはずだ。

「それよりどうする？　もうちょい遊ぶか？」

「いえ、遊ぶのはもうちょっと泳げるようになってからにします。そっちのほうが楽しめそうですからね」

「わかった。ならさっそく練習を始めるか」

　さっきと比べるとひとが増えてきた気がする。混み合う前に練習しないと。

　俺たちは比較的ひとの少ない二五メートルプールへ場所を移した。

「練習を始める前に、麗奈の実力を教えてくれ。水泳が苦手って言ってたが、どれくらい泳げるんだ？」

「五メートルが限界です。息継ぎのしかたがよくわからなくて、すぐに足をつけちゃうんです。それと……」

　麗奈は言いにくそうにもじもじする。

「それと、なんだ？」

「……聞いても笑いませんか？」

「笑わないよ」

「では言いますけど……わたし、息継ぎが下手だから、顔を上げるとき、不細工になるんです」

「ふっ」

　思わず笑ってしまった。

　麗奈がかあっと赤面する。

「わ、笑わないって言ったじゃないですかぁっ」

「ごめんごめん。理由が可愛かったから、ちょっとおかしくて」

「わたしは真剣に悩んでるんですっ」

　ぷんすかする麗奈。

　マジギレしているわけじゃなく、ちょっと拗すねただけみたいだ。

　でもまあ、俺は笑ってしまったけど、女子としては不細工に見えちまうのは大問題なのだろう。

　そのへんのコンプレックスも、今回の練習で払拭してやらないとな。

「んじゃ、まずは息継ぎの練習をしようぜ」

　いよいよ練習が始まることになり、麗奈は少し顔をこわばらせた。

「わ、わたしはなにをすればいいんですか？」

「まずは水中ジャンケンだ」

　途端に顔を輝かせる。

「なんだか楽しそうですっ」

「俺もジャンケン楽しみだ。じゃ、いくぞ？　いっせーの──」

　俺たちは水中に潜り、ジャンケンをする。

　俺がグーで麗奈がパーだ。

　水面に顔を出すと、麗奈は得意満面になっていた。

　本人は気にしていたが、不細工どころか可愛く見える。

「勝ちましたっ。悠馬くん、グーでしたよねっ？　わたし、パーでした！」

「ああ、見たよ。麗奈はジャンケン強いな」

「えへへっ。ねえ、もう一回しませんか？」

「おう、いいぞ」

　再び水中ジャンケンをする。

　ジャンケンの才能があるのか、またしても麗奈の勝ちだった。その後も麗奈におねだりされ、俺たちは両手では数えきれないくらいジャンケンした。

「ジャンケンって、こんなに楽しかったんですねっ」

「そりゃよかった。あと、息継ぎのとき不細工に見えるって心配してたけど、全然そんなことなかったぞ」

「ほ、ほんとですか？　……わたしに遠慮してません？」

「してないって。ほんとに可愛かったし」

「そ、そうですか……嬉しいです」

　照れくさそうに頰を赤らめる麗奈。

　うぶな反応されちまうと、よけいに恥ずかしくなってくる。俺はごほんと咳払いをして麗奈に告げた。

「さて、練習に戻るか。まずは俺の手を握ってくれ」

「こうですか？」

　俺の手をそっと握る麗奈。

「そうだ。じゃあ今度は、俺の手を握ったままバタ足してくれ」

「は、はい。こうですか？」

　麗奈は身体を水平にして、バタ足をする。

　俺は麗奈の手を握ったまま、うしろへ歩いていく。

「おおっ、上手いじゃねえか。ちゃんと身体も水平になってるぞ。これなら溺れる心配もなさそうだ。じゃ、バタ足しながら息継ぎしてくれ」

　麗奈に自信を持ってもらうために褒めながら、俺は新たな指示を出す。

　すると麗奈は臆することなく水面に顔をつけ、

「ぷはっ」

　と、顔を上げた。

「ど、どうですか？　不細工に見えちゃいましたか？」

「そんなことない。可愛かったぞ。その調子で息継ぎを続けてくれ」

「は、はい！　──ぷはっ！　可愛いですか？」

「可愛いぞ！」

「──ぷはっ！　可愛いですかっ？」

「可愛いすぎる！」

　麗奈に自信を持たせるため、俺は可愛いと連呼する。そうしている間に二五メートルを泳ぎ切り、ひとまず休憩に入る。

「上手に泳げたな！」

「ありがとうございます！　悠馬くんのおかげです！」

「いや、ここまで来ることができたのは、麗奈が息継ぎを頑張ったからだよ。この調子で向こうまで泳いでみようぜ。それとも、もうちょっと休憩するか？」

「いえ、続けたいです！　もっと上手に泳げるようになりたいです！」

「よっしゃ！　なら練習に戻るか！」

「はい、コーチ！」

　ぐっと拳を握って意気込み、練習を再開する。そして一時間ほど同じ練習を繰り返したところで、俺は提案した。

「息継ぎは上手にできるようになってきたし、そろそろ自分ひとりでどこまで泳げるか、やってみるか？」

「はいっ！　あ、でも、その前にちょっと休憩したいです。さすがに疲れちゃいました」

「わかった。ついでに売店でなにか食うか？」

「いいですねっ。わたし、お金持ってきますっ」

「いや、金は俺がまとめて払うから、麗奈は空いてる席を探しといてくれ」

「わかりました。……ところで、萌々花ちゃんはどうしますか？」

「あいつも腹が減ってるだろうし、売店にいると思うぞ」

　萌々花と一緒に食事をしたかったのか、麗奈は明るく笑った。

「じゃあ捜してみますねっ」

「ああ、頼む」

　そうして麗奈と別れた俺は、財布を取りに更衣室へと向かうのだった。
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　財布を回収した俺は、そのままフードコートへと向かった。

「うわ……めっちゃ混んでるな」

　昼飯時なだけあって、フードコートはかなり混雑していた。ざっと見た感じでは、席は八割ほど埋まっている。

　一応空席もあるため麗奈はどこかに座れたはずだが、どこにいるかはわからない。黒髪女子が大勢いるし、麗奈を見つけるのは一苦労だ。

　こうなりゃ萌々花を捜したほうがてっとり早いな。あいつほど目を引く女子はそうそういるものじゃないし。

　麗奈が萌々花と合流していればそれで良し。そうでなければ萌々花と手分けして麗奈を捜すとしよう。

　そうと決めた俺は、客席を見まわしながらフードコートを歩いていく。

　──と、




「あんたらしつこいわね！　あっち行きなさいよ！」




　どこからともなく萌々花によく似た声が聞こえてきた。

　急いで視線を巡らせるが、萌々花らしき人物は見当たらない。

　あいつは背が低いし、誰かの陰に隠れちまっているのだろう。

「ああもうっ！　ほかに女はわんさかいるじゃない！　そっち行ってよ！　……はあ？　あたしが特別可愛い？　ふんっ。あんたらに褒められたってちっとも嬉しくないわね！」

　再び萌々花の声がした。

　そこらじゅうから賑やかな声が聞こえてくるため確証はないが、自分の耳を信じ、声がしたほうへ向かってみる。

「ナンパするなら、ほかの女を誘いなさいよ！」

　すると俺の目に、萌々花の姿が飛びこんできた。

　椅子に腰かけ、足を組み、偉そうにふんぞり返っている。

　そんな萌々花のまわりには、三人組の男が佇たたずんでいた。

　二十代半ばってところか。髪を金に染め、肌が浅黒い。あまり偏見は持ちたくないが、いかにも遊び人っぽい風貌の男たちだ。

「俺はきみと遊びたいんだって！」

「きみみたいな可愛い娘は見たことないし！」

「なんでも好きなものを奢ってやるから、俺らと遊ぼうぜ！」

　口々に萌々花を褒める男たち。

　あんなふうに褒めることができたら、俺と萌々花の関係も、いまとは違ったものになるのかな……。

　なんて考えてる場合じゃないわな。

　萌々花はしつこくナンパされ、苛立っているのだ。だというのに──睨まれながらも、男たちはまったく怯むことなく、その場から離れようとはしなかった。

　熱心に身振り手振りを交えながら、萌々花を口説き落とそうと躍起になっている。

「ああもうっ！　うざい！　しつこい！　うっとうしい！　ほかの女子をナンパしろって言ってるのが聞こえないわけ!?」

「きみ、怒った顔も可愛いね！」

「それに声も超可愛いし！」

「好きなだけ怒鳴っていいから、俺らと一緒に遊ぼうぜ！」

　めちゃくちゃに罵られているのに、三人組は口説くのを諦めない。

　それほどまでに萌々花は特別な女なのだ。

　女性ならそこらじゅうにいるし、可愛い娘だって散見できるが、萌々花レベルの美少女となると滅多にお目にかかれないのである。

　とはいえ、三人組が萌々花を諦めきれない気持ちもわかるけど、このままにはしておけない。

　萌々花は明らかに迷惑がってるし……なにより態度には出していないが、怖がっているはずだ。

　俺の幼なじみはとにかくプライドが高すぎるため、自分の意思では引くに引けないだけである。

　ガキの頃、公園の遊具を巡って上級生に食ってかかったときも、萌々花は震えながらも引き下がろうとはしなかったしな。

　あのときは俺が上級生に殴りかかることで事なきを得たが、この歳でそれをやると警察沙汰になっちまう。

　喧嘩をすれば楽しい休日が台無しだ。

　帰りの電車で『楽しかったね！』『またこのメンバーで出かけようね！』と想い出話に花を咲かせるためにも、平和的に解決しなければ！

　俺は人垣をかき分け、萌々花のもとへ向かい──

「あれって……」

　萌々花のとなりに、麗奈が佇んでいることに気がついた。

　あいつも一緒にナンパされたのか。麗奈は萌々花以上に怖がってるだろうし、さっさと助けてあげないと。

「おい、もも──」




「も、もうやめてくださいっ！」




　突然、麗奈が怒鳴った。

　人柄の良い弁当屋のおじさんに話しかけることすらできない麗奈が、ナンパ男を怒鳴りつけるなんて……。

　俺は驚きのあまり、言いかけた言葉を吞のみこんでしまう。

「わ、わたしたち、ひとを待ってるんですっ！」

「ひとって、きみみたいに可愛い女の子？」

「ち、違います。男の子です！」

「もしかして彼氏？　どっちの？」

「か、彼氏とかじゃありませんけど……」

「彼氏じゃないならいいじゃん」

「よ、よくはないです……」

「そう固いこと言わずにさぁ」

「ふたりとも腹減ってるっしょ？」

「俺らが奢ってあげるって！」

　だん！　と萌々花が地べたに足を叩たたきつけた。

「ああもう、しつこいわね！　あたしたちは悠馬に奢ってもらうの！　あんたらの出番はないの！　わかったらとっとと立ち去りなさい！」

「そ、そうですよっ。わたしたち、悠馬くんにご馳ち走そうしてもらうんですからっ」

　ふたりの口から俺の名前が飛び出し、はっと我に返る。

「悪い、待たせたな！」

　ふたりに声をかけると、萌々花と麗奈は顔を輝かせた。

「ほんっと遅いわね！　待ちくたびれちゃったわ！」

「悠馬くんが来るのを待ってました！　お腹ぺこぺこです！」

「俺もだ。ここは騒がしいし、あっちで食おうぜ！」

　ふたりの手を摑つかみ、この場から遠ざかる。

　正直、呼び止められて口論になるのを覚悟していたが、ひとが多い場所で騒ぎを起こすつもりはないのか、男たちは追いかけてこなかった。

　フードコートの隅っこまで移動した俺は、ふたりから手を離す。

「あいつらに変なことされなかったか？」

「もしされたって言ったら、どうする？」

「怒る」

　俺が即答すると、萌々花は満足そうに頰を緩めた。

「安心しなさい！　あんたが怒るようなことはされてないわっ。もしなにかされてたら、いまごろあいつら地べたに這はいつくばってるわよ。あたしのビンタでね！」

　冗談めいた口調の萌々花に、俺はわざとらしく頰を押さえてみせた。

「萌々花のビンタ、マジで痛いからな……。ガキの頃に喰くらった古傷が疼うずくぜ……」

「ふ、古傷って……悠馬にビンタしたの、一回だけじゃない！」

「その一発がかなり強烈だったからな。あんなビンタができるなんて、やっぱり萌々花はすげえよ」

「そ、そんなふうに褒められても嬉しくないわよっ！　ていうか、それを言うなら悠馬の体当たりのほうがすごいじゃないっ」

「え？　俺、お前に体当たりとかしたことないだろ」

　萌々花と喧嘩したことは一度や二度じゃないが、俺が手を出したことは一度もない。

　小一の頃に萌々花に強烈なビンタをされ、それが最高に痛かった──喧嘩になるたびにその記憶が蘇よみがえって泣きじゃくり、俺は萌々花に慰められ、仲直りしていたのだ。萌々花に体当たりをしたことなど、一度もないと断言できる。

「ほら、小学三年生の夏休み、悪ガキ相手に体当たりして、ブランコを奪い返したことがあるじゃない。……あのときのこと、忘れちゃったわけ？」

「ちゃんと覚えてるよ。てか、よくそんな昔のこと覚えてるな」

「だってあのときの悠馬、本当にすごかったんだもの！　巨悪に立ち向かうヒーローって感じだったわ！」

「巨悪って……。あいつら、小学生だぞ」

「あのときはこっちも小学生だったし、巨悪に感じたのよ。それに今回の三人組もね！　あいつら、ほんっとしつこかったんだから」

　萌々花は俺に三人組をぶっ飛ばしてほしかったのだろうか。

「今回は巨悪をぶっ飛ばせなくて悪かったな。でも、ダサかろうとなんだろうと、萌々花たちを守るには、逃げるのが一番確実だったんだよ」

「わかってるわ。そもそもダサいとか思ってないし。あたしは喧嘩っ早い男は嫌いだし、あんたが守ってくれた事実に変わりはないもの。だから……助けてくれてありがとね」

「どういたしまして。とにかく萌々花に怪我がなくてなによりだ。麗奈も、なにもされてないよな？」

　麗奈は小さくうなずいた。

「わたしはなにもされてませんよ。わたしはあとから駆けつけただけで、あのひとたちの狙いは萌々花ちゃんでしたから」

　えっ？

「ふたり一緒にいるところをナンパされたんじゃなかったのか？」

「違うわよ。あたしがひとりでジュースを飲んでたら、あいつらが話しかけてきたのよ。で、超しつこいからジュースをぶっかけてやろうかと思ってたところに、麗奈さんが駆けつけてきたってわけ」

「麗奈が、あとから……？」

　俺は戸惑ってしまう。

　てっきり一緒にいるところをナンパされたんだと思ってた。

　なのにまさか、男が苦手な麗奈が萌々花のもとへ駆けつけていたとは……。

「怖くなかったのか？」

「怖かったですよ。いまだって、まだ脚が震えてますから……。ですが、困ってる友達を放っておけませんから。本当に、萌々花ちゃんが無事でなによりです」

　麗奈に優しくほほ笑まれ、萌々花は頰を染める。

　照れくさそうにもじもじしながら、

「さっきはありがと。麗奈さんが駆けつけてくれて、本当に嬉しかったわ」

「いえいえ。わたしは当然のことをしたまでですから。それに助けてくれたのは悠馬くんですよ」

「そんなことねえよ。萌々花を助けたのは麗奈だ」

「悠馬くんですよ」

「麗奈だって」

「悠馬くんです」

「ああもうっ、どっちもよっ！　あたしはふたりに感謝してるんだから！」

　功績を押しつけ合う俺たちに、萌々花がツッコミを入れる。すると萌々花のお腹から、ぐぅと小さな音が鳴った。

「ていうかお腹空いたわっ！　早く食べて遊びましょう！」

　恥ずかしさを吹き飛ばすように声を張り上げた萌々花は、ふいに不安げな顔をする。

「それとも、あたしがいると邪魔かしら？」

「そんなことねえよ。てか、あんなことがあったのに、萌々花をひとりにできるわけねえだろ。なあ？」

「はいっ。わたし、萌々花ちゃんと一緒に遊びたいです。そもそも、萌々花ちゃんは友達なんですから、邪魔だなんて思いませんよっ！」

　にこやかにそう言うと、麗奈は萌々花に手を伸ばした。

「そうねっ！　せっかく友達と来たんだから、一緒に遊ばないともったいないわねっ！」

　萌々花は嬉しげに笑い、麗奈の手を握りかえしたのであった。
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《　終幕　記念日　》







　五月三日。

　この日は木曜だが、ゴールデンウィークで学校は休み。そんなわけで、俺はぐっすりと眠っていた。

　すると突然、スマホが電子音を奏で始めた。寝ぼけ眼でモニターを見ると、電話の主は萌も々も花かだった。

　大好きな女子からの電話に、俺はすかさず跳ね起きる。今日は遊ぶ予定とか立ててないけど、いったいどうしたんだろう……。

「どうしたんだ、こんな朝早くに？」

『朝早くって、もう一〇時よ。あんたいま起きたわけ？』

　あきれるような口調の萌々花。

「べつにいいだろ、休みなんだし」

『だめよ。その調子で休日を過ごしたら、学校ある日に起きれなくなっちゃうじゃない』

「だいじょうぶだってば。明日は予定あるからちゃんと起きるし、そこで生活リズムも元通りになるしさ」

『ならいいんだけど。それより、今日のお昼は暇かしら？』

「ああ。暇してるよ」

『そ。ならうちに来なさい。ご馳ち走そうを作ってあげるからっ』

「ご馳走か……」

　萌々花の手料理は本当に美味いし、毎日だって食いたいのだが……

「べつに作らなくてもいいよ」

『はあっ？　なんでよ！　ま、まさかあんた、あたしの手料理に飽きたわけ？　あたし、あんたが飽きないように和洋中バランス良く作ってるのよ!?　それでも飽きるならなにが食べたいのよ！』

「俺が飽きないように工夫してくれてたのか……？」

　初耳だった。てっきり料理するのが楽しいからバリエーション豊かな飯を作っているとばかり思っていたのだが……。

『べ、べつにあんたひとりのためじゃないわよ！　風ふう香かちゃんも成長期だから、いろいろ作ってあげてるの！　勘違いするんじゃないわよ！』

「勘違いとかしないよ」

　勘違いするところだった。俺ひとりのためじゃないなら、特別な感情を抱かれてるわけじゃないよな。

　俺たち兄妹のために、萌々花は料理のレパートリーを増やしている。つまり、ただ単に世話焼きってだけだ。

『な、ならいいんだけど……ねえ、それよりどうして作らなくてもいいとか言うわけ？　あたしの料理、嫌いなの？』

「嫌いなわけないだろ。萌々花の手料理は毎日食べたいくらい好きだよ」

『そ、それって、あたしをお嫁さんにしたいってこと……？』

　俺はむせた。

　予想外の解釈をされて戸惑ってしまう。

「な、なんでそうなるんだよ!?」

　そう思ってるけども！　いつかはプロポーズしたいと思ってるけども！

　でも、いまじゃない！　いま告白しても断られるのは目に見えてるし！

『だって、いまのあんたの言葉、プロポーズみたいだったもの！』

「どこが!?」

『ほら、「俺のために毎朝味み噌そ汁しるを作ってくれ」って有名なプロポーズの台詞があるじゃない！　あれにそっくりだったわよっ！　ねえ、いまあんたあたしに告白したわけっ？』

「んなわけねえだろ！　告白だったら電話じゃなくて面と向かって言うっての！」

『そ、そう。あんたって、面と向かって言う派なのね』

「あ、ああ。そうだよ。ところで飯の話なんだが──」

『ぜったいにうちで食べなさい！　あんたが栄養失調にならないかどうか、管理してあげるわ！』

　どうやら意地でも俺に飯を食わせたいらしい。

　俺が断るわけがないと思って、すでにご馳走を作ってるのかな？

「気持ちは嬉うれしいけどさ……俺も、お前の体調が心配なんだよ」

『なによ、それで断ったわけ？　ほんと心配性ね。あたしならすこぶる健康よっ！』

「でも、お前最近様子がおかしいだろ。きっと頑張りすぎなんだよ。いつも俺の世話してくれるし、部活の助っ人もしてるし、家の手伝いもしてるし、バイトだってしてるだろ。そのせいでストレスがたまって……身体は健康でも、精神的に不安定になってるんだよ」

『あんたって、ほんとばかね』

　心配したのに、なぜかあきれられてしまった。

「俺はお前を心配して──」

『だったらおとなしく食べに来なさい！』

「い、いきなり叫ぶなよ」

『あんたが変な気遣いするからよッ！　あたしのことが心配なら、美味しそうにあたしのご飯を食べてちょうだい！　そしたら疲れなんて吹き飛んじゃうんだからっ』

「……わかった。そういうことなら、萌々花の手料理を味わわせてもらうよ」

『それでいいのよっ！　じゃ、正午になったらうちに来なさいよね！』

　萌々花は嬉しげに声を弾ませると、通話を切ったのであった。





◆






　そして正午。

「よく来たわね！」

　桜さくら木ぎ家のインターホンを押すと、萌々花が明るい笑みで出迎えてくれた。勉強会のときみたいにエロい衣装だったらどうしようかと内心ドキドキしていたが、白いワンピース姿だった。

「やっぱり萌々花はその服が一番似合うな」

「え？」

　萌々花がきょとんとする。

　も、もしかしていまの声に出てた!?

　うわあ、なに言ってんだ俺。恥ずかしすぎる。心臓がドキドキ鳴っている。柄にもないこと言っちまった。きもいとか言われたらどうしよ……。

「そ、そう。あんた、こういうのが好きなのね……」

　萌々花は大きく膨らんだ胸に手を当て、うつむきがちに言う。

　あれ？　意外と好感触？　上手く褒めることができたのか？　……いや、声だけで判断するのは早計だ。顔を見てから判断しないと。

「な、なにぼけっとしてるのよ。さっさと入りなさいよねっ！」

　くるっと背中を向け、萌々花は家のなかに入っていく。慌てて追いかけると、萌々花は廊下でぴたりと立ち止まる。

　深呼吸のような音が聞こえ、それからこちらを振り向いた。

　顔色はいつもと変わらなかった。怒っているようにも見えないし、喜んでいるようにも見えない。

　俺の渾こん身しんの褒め言葉は、萌々花にとって感情を揺さぶるようなものではなかったということか。

　そりゃそうだよな。部活の助っ人やバイト先などで萌々花は褒められ慣れてるし、ただ友達に服装を褒められたくらいじゃ大喜びしたりしないか。

「ていうか、風香ちゃんは一緒じゃないわけ？」

「風香は友達と水島ランドに出かけたぞ。俺の話を聞いて、羨ましくなったみたいでな」

「そう。まあいいわ。ほら、入りなさい」

　萌々花に促され、ダイニングへと足を踏み入れる。

　食卓には、ご馳走が並んでいた。

「こりゃまたずいぶん張りきったな。今日って、おじさんかおばさんの誕生日だっけ？」

「誰の誕生日でもないわよ。そもそもパパとママは出かけてるし」

「え？　でもこれ、三人分にしては多くねえか？」

「そうね。元々、四人分を作ったもの」

「四人分？」

　俺と萌々花と風香と……あとひとりは誰だ？

「とにかく座って待ってなさい。そろそろ最後のひとりが来る頃だから──」

　と、そのとき。

　インターホンの音が響き、萌々花がぱっと笑顔になる。

「来たみたいねっ。悠ゆう馬まはそこで待ってなさい！」

　萌々花はパタパタとスリッパの音を響かせて、部屋をあとにした。それから間もなく、ふたり分の足音が聞こえてくる。




「わあっ、すごいご馳走ですね！」




　やってきたのは、麗れ奈なだった。

　勉強会のときもプールのときも、俺が誘ったってのに。どうやら萌々花は、俺が思っている以上に麗奈のことを気に入ったようだ。ナンパされていたところを助けに駆けつけてくれたのが、本気で嬉しかったのだろう。

　つまり今回の食事会は、麗奈への感謝の想いがこもってるってわけだ。

「萌々花ちゃんの手料理、美味しそうですねっ」

　俺の向かいに腰かけ、麗奈がほほ笑みかけてくる。

「ああ。てか、麗奈も飯に誘われたんだな」

「はいっ。萌々花ちゃんがうちに来たんですっ。それで、お昼ご飯を食べにこないかって誘われたんですよっ。しかも、わたしとアドレスを交換してくれたんですっ！　ほら見てくださいこれ。萌々花ちゃんって書いてます！　わたし今日という日を記念日にします！　アドレス交換記念日です！」

　麗奈が得意気にスマホを見せてくる。

「よかったじゃねえか。これでいつでも萌々花と通話できるな」

「はいっ。萌々花ちゃんにも言われました。なにか身のまわりに変化があったら、すぐに電話してくれって！　恋愛絡みの相談にも乗ってあげるって言われました！」

　幸せそうに語る麗奈を見ていると、こっちまで嬉しくなってくる。

　ナンパ男に立ち向かったことで男への苦手意識も薄れてきただろうし、萌々花と友達になったことで、女生徒と話す機会も増えるだろう。

　俺が麗奈にしてあげられることは、ほとんどなくなっちまったのだ。まあ、してあげることがなくなろうと、麗奈との交流が途絶えるわけではないのだが。

　なにせ俺と麗奈は友達で、協力関係なのだから。いまのところ俺の恋に進展はないが、これからも麗奈と力を合わせて、萌々花と恋人になれるように頑張るのだ！

「それじゃあ食べちゃいましょうっ」

　萌々花が俺のとなりに腰かけ、声を弾ませた。

「待ってましたっ。これ、全部食べちゃっていいんですよね？」

「いいけど、お腹壊しちゃうわよ？」

「平気ですよっ。だって、萌々花ちゃんが一生懸命作ってくれたんですからっ。こんなにたくさん……作るの大変だったんじゃないですか？」

「そうでもないわよ。あたし、料理好きだもの。食べるひとの喜ぶ顔を思い浮かべたら、疲れなんて感じないわ」

「あ、それわかりますっ。わたしもクッキー作ってたとき、すっごく楽しかったですし」

「そ。麗奈さんも料理が好きなのね」

「大好きですっ」

「だったら、次の土曜にお菓子でも作りましょっか？　その日はバイト休みだし」

「いいんですかっ？　だって、せっかくの休日なのに……」

「休日だから友達と楽しく過ごしたいのよ」

　麗奈はぱあっと顔を輝かせる。

「嬉しいですっ！　二日連続で友達とお菓子作りができるなんて夢みたいです」

　萌々花の笑みが凍りついた。

「ふ、ふふふ二日連続!?　しょ、初日は誰と作るわけ？」

「悠馬くんですっ」

「お、おか、おかかっ──お菓子を作るの!?　悠馬と!?」

　あわあわと口を震わせる萌々花。いくらなんでも動揺しすぎだろ……。

「俺が料理するのがそんなに珍しいのかよ……」

「珍しいわよ！　どうして急に料理する気になったのよ!?」

「こないだ食った麗奈のクッキーが美味かった──って話を風香にしたら、めちゃくちゃ羨ましがられてな。すげえ食いたがってたから、麗奈と作ることにしたんだよ」

「できれば萌々花ちゃんにも参加してほしかったんですけど、金曜日はバイトだと聞いたので、悠馬くんとふたりで作ることにしたんです」

「美味いクッキー作って、風香をびびらせてやろうぜ！」

「はいっ。……ふふっ、クッキーのことを考えたら、ますますお腹が空いちゃいました。そろそろ食事にしませんか？」

「だな。なあ、萌々花。早いところ飯にしようぜ。萌々花が昼飯作るって言うから、朝飯抜いてきたんだぞ」

　わなわなと震えていた萌々花は、心を落ち着けるように深呼吸する。

「そ、そうね。じゃあふたりとも、あたしの手料理、存分に味わってちょうだい！」

「おう！」

「いただきますっ！」

　そうして俺たちはテーブルを囲んで談笑しつつ、萌々花の手料理を味わい尽くすのであった。
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《　あとがき　》







　はじめまして、猫又ぬこです。

　このたびは『幼なじみは負けフラグって本当ですか？』を手に取っていただきまして、まことにありがとうございます。

　さて。

　あとがきから読むという方もいらっしゃると思いますので、ネタバレにならないように本作の内容を説明します。

　本作はラブコメにおける負け属性『幼なじみ』の萌々花が、勝ち属性『転校生』を持つ麗奈の挙動にあわあわする、実は両想いの空回り系学園ラブコメです。

　ただ、主人公と両想いとはいえ、手持ちの属性が『幼なじみ』だけだと萌々花にとって不利だと思いますので、『巫女』『メイド』『ハーフ』などの属性を詰めこんでみました。

　その結果どんな物語になったかは、ぜひ本編をご覧になっていただけますと幸いです。




　最後に謝辞を。

　本作の出版にあたっては、多くの方々にご尽力いただきました。

　担当様をはじめとする、講談社ラノベ文庫編集部の皆様。これからも頑張りますので、今後ともよろしくお願い致します。

　お忙しいなか依頼を引き受けてくださった、イラストレーターのあなぽん先生。美麗なイラストを描いてくださり、ありがとうございます。

　校正様、デザイナー様、その他本作に関わってくださった多くの関係者の皆様。本当にありがとうございます。

　そしてなにより本作をご購入くださった読者の皆様に最上級の感謝を。皆様に少しでもお楽しみいただけたなら、これ以上の幸せはありません。




　それでは、次巻でお会いできることを祈りつつ。





二〇一九年とても寒い日　猫又ぬこ　
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本作品は、二〇一九年一月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







幼おさななじみは負まけフラグって本ほん当とうですか？




二〇一九年三月一日発行

猫ねこ又またぬこ
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